
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１章　それぞれの始まり




～Another Side～




　光が一筋も差すことのない王城の地下牢ろう獄ごくにアリオスの姿があった。

　両手足を鎖に繫つながれるだけではなくて、魔力錠もつけられて能力も封印されていた。逃げることは勿もち論ろん、体を自由に動かすこともできない。

　なぜ、勇者である彼がこんな目に遭っているのか？

　アリオスは勇者の特権を乱用して、己の欲望のままに人を殺した。かつてのパーティーメンバーのレインを陥れるためだけに、複数の命を奪った。凶行という言葉がふさわしいだろう。

　事の顚てん末まつを知った王は激怒して、アリオスから勇者の資格を剝奪。そして、一行を投獄した……というわけだ。

「くそっ、くそくそくそ！　どうして勇者である僕が、こんな目に遭わないといけないんだ!?」

　なぜ、こんな状況に陥っているのか？

　なぜ、こんな扱いを受けなければいけないのか？

　全て自業自得なのだけど、アリオスは反省することなく恨み節を吐き続ける。自分の過ちを理解することはないし、反省することもない。

　まるで、幼い子供だ。

　いたずらをして𠮟られて、しかし、謝らないでふてくされるだけ。

　どうしようもない、の一言に尽きる。

「アッガス！　リーン！　ミナ！」

　仲間の名前を呼ぶが反応はない。

　万が一のことを考えて、仲間達たちは遠く離れた場所に収監されていた。しかし、そのことを知らないアリオスは何度も繰り返す。

「キミ達の力で、なんとか牢を破ることはできないか!?　聞こえないのか!?」

　アリオスの叫び声が虚むなしく響いた。

　仮に近くに仲間がいたとしよう。それなりの自由があり、チャンスがあったとしよう。

　だとしても、仲間がアリオスに応えることはないだろう。

　今回の件は、アリオスが全ての元凶だ。後先考えない行動の結果、勇者の称号を剝奪された。それだけではなくて投獄もされてしまった。

　そんなアリオスに力を貸すだろうか？

　今まで通りの信頼を向けるだろうか？

　否だ。

　仲間達がこの場にいたら、彼に対する不満と不信をぶつけていただろう。

　それは少し考えればわかることなのだけど、アリオスが気づくことはない。自分の言う通りにしろと、ただただ仲間を呼ぶだけだ。

「哀れだな、アリオスよ」

「あなたは……!?」

　気がつけばアルガスが牢の前にいた。

　様子を見に来たらしく、冷たい目をアリオスに向けている。

「頭は冷えたか？」

「今すぐここから出してくれ！　僕は勇者だ！　このような扱いを受ける覚えなんてない！」

「愚かな。これだけの目に遭いながら、何一つ学んでいないか」

「僕は間違ったことはしていない！」

「無実の人間を陥れようとして、そのために複数の冒険者を殺害したことが正しい行いだと？」

「そ、それは……」

「それだけではない。南大陸の悪魔の事件の時、明確な証拠は残っていないが、一人の冒険者を手にかけたと聞いている。他にも色々と好き勝手していたみたいだな？」

「ぐっ……」

　アルガスから放たれる威圧感に負けて、アリオスは何も言えなくなってしまう。

「今日は一つ、伝えることがある」

「……なんですか？」

「貴様の処刑が決まった。刑の執行は明後日あさってだ」

「なっ!?」

　そんなバカな。

　そう叫ぼうとしたアリオスは、しかし、あまりの衝撃に言葉を紡ぐことができない。

　今までに何度も注意、警告を受けてきたが、実際に大きな罰を受けたことがないため、それらを本気で受け止めたことがない。今回も厳重注意で終わるだろう、そう思い込んでいた。

　ただ予想と反して、アルガスは本気の目をしている。

「本気で言っているのですか!?　僕は勇者で……」

「まだ言うか。貴様の勇者の資格は剝奪した。今は、ただの愚者でしかない」

「ば、ばかな……そんなばかな……」

「明後日まで時間はある。それまでに己の罪と向き合い、少しでも反省するといい」

　アルガスが背中を向けて立ち去る。

　その背中を引き止めることもせず、アリオスは呆ぼう然ぜんとしていた。




「なんで……どうして、こんなことに……」

　あれから一時間ほど、アリオスは虚うつろな表情で、ぶつぶつと呟つぶやいていた。

　自分は勇者なのに。全ての人々から崇あがめられる存在なのに。

　それなのに、どうして死刑に？

「……そうだ、レインだ。あいつのせいで全てが狂った。レインさえいなければ、こんなことにはならなかったはずなのに！　レインのせいで……!!」

　逆恨み以外の何ものでもないが、今のアリオスはまともな思考ができない。呪じゅ詛そを吐くように恨み節を口にして、レインに対する憎しみを募らせていく。

「くそ……くそっ、くそっ。ちくしょう！　ちくしょおおおおお!!　この僕が、こんなところで終わってたまるものか！　絶対に終わってたまるものか！」

　二度もレインに負けて、プライドを粉々に打ち砕かれた。

　勇者の称号を剝奪されて、みじめに投獄された。

　この恨みを晴らすまで死ぬわけにはいかない。絶対に死ぬことはできない。

「レイン・シュラウドめ……！　覚えていろよ、僕はこんなところで終わるような男じゃないんだ。絶対にこのピンチを切り抜けて、そして、貴様に思い知らせてやる!!」

　憎悪の炎を最大限に燃やした、その時。

「なんだ？」

　我関せずを貫いていた見張りの騎士が、突然、倒れた。

　アリオスが不思議に思っていると、奥から見覚えのある姿が現れる。

「こんにちは、アリオスさま」

「モニカ！　モニカじゃないか!?」

「しっ……大きな声を出してはいけません」

　モニカは唇に人差し指を当てて、そう注意した。
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　それから騎士の体を探って鍵を取り、牢を開ける。

「遅れてしまい、申しわけありません。助けに参りました」

「助けに……モニカは、僕を助けに来てくれたのか？　なぜだ？　キミはこの国の騎士だろう？」

「確かに、私は王直属の騎士です。しかし、それ以上に、アリオスさまに忠誠を捧ささげました。アリオスさまが処刑されるなど、あってはならないこと。故に、助けに参りました」

「あぁ、モニカ……キミという仲間を得ることができて、僕は、本当にうれしいよ」

「ありがとうございます。その言葉をいただくことができて、とても光栄です」

「しかし、王は僕を処刑するつもりだ。勇者の称号も剝奪したという。これからどうすれば……」

「それについては、私にお任せください。とても頼りになる方を知っています。まずは、その方のところへ逃げましょう。そうそう。リーンさん達もすでに脱出させているので、そちらの心配は不要です」

「なにからなにまで……ありがとう、モニカ。キミは本当に頼りになるな」

「いいえ、お気になさらず。全ては、アリオスさまのために……」

　モニカは優しく笑うのだけど、その笑顔の奥には、黒い黒い悪意が隠されていた。





◆






　王都を発たつ日が訪れた。

　色々なことが……本当に色々なことがあったから、一年くらい滞在したような気分だ。

　冤えん罪ざいをかけられたり、牢に閉じ込められたり、あまり良い思い出はない。でも、今回の一件を通じて、また一つ、みんなとの絆きずなが深くなったような気がした。

　そう考えると悪いことばかりじゃない。

「まあ、二度はごめんだけど」

　苦笑しつつ、王城へ。

　とある方にどうしても挨拶をしたく、入城許可をもらっておいたのだ。

　兵士に案内してもらい、とある部屋へ。

「いらっしゃいませ、レインさん」

　部屋に入ると、サーリャさまが笑顔で迎えてくれた。

　端に控えていた侍女が紅茶とお菓子を用意して、そのまま部屋を出ていってしまう。

　王女が男と二人きりになるなんて……サーリャさまが望んだことなのだろうけど、少々、警戒心がなさすぎるのではないか？　いや、なにもしないけどさ。

　信頼されている証あかしと思えば悪い気分はしないし、むしろ素直にうれしいと思う。

「どうぞ、おかけになってください」

「はい。失礼します」

　サーリャさまの対面に座り、紅茶をもらう。

「レインさん達は、今日、王都を発つのですね？」

「はい。なので、挨拶をしたく時間をいただきました、すみません」

「謝らないでください。私も挨拶はしたいと思っていましたから。挨拶なしに王都を発っていたのなら、怒っていましたよ？　私達は、戦友のようなものなのですから」

「あはは、恐縮です」

「それと、挨拶ついでに……というかこちらが本命なのですが、お願いがあります」

「お願いですか？」

「私と結婚していただけませんか？」

「ぶはっ!?」

　紅茶が気管に!?　というか、王女さまの前でなんてことを!?

　俺、不敬罪にならないだろうか？　むせながら、そんなどうでもいいことを考えた。

「さ、サーリャさま……いきなりそういう冗談はやめてください。驚きますから……」

「あら。冗談なんかではありません。私、本気ですよ？」

「ごほっ!?」

　再びむせてしまう。

　幸いというか、紅茶は口に含んでいなかったので吹き出すことはなかった。

　サーリャさまを見ると、穏やかな笑みを浮かべているものの、その目は真剣だ。ウソとか冗談とか、そういう雰囲気ではない。

「えっと……どうしてですか？　理由を聞いても？」

「どうなのでしょうね。私も、実はよくわかりません」

「え？　よくわからないのに、その……求婚を？」

「すみません。レインさんを困らせるつもりはなかったのですが……そうですね」

　考えるように少しの時間を挟み、サーリャさまはゆっくりと言葉を紡ぐ。

「私は王族なので、相手を好きに選ぶことはできません。王位継承順位は低いので、まったくの自由がないわけではないですが……それ相応の相手でないと反対されるでしょうね。ですが、レインさんならまったく問題はないかな、と思いまして」

「……もしかして、俺のこと、王から聞いています？」

「すみません。気になったもので、つい」

　それなら納得だ。勇者の資格がある俺となら……と考えるのは、王族なら普通のことだろう。

　ただサーリャさまは、俺の予想を裏切る発言をする。

「ですが、レインさんに勇者の資質がなかったとしても、私は、あなたを求めていたと思います」

「え？　それは……」

「レインさんと一緒なら、幸せになれるような気がしたのです。とても楽しい結婚生活を送ることができると思ったのです。私、王女である前に、一人の女なので……それなりに結婚というものに憧れを持っているのですよ？」

　ちょっといたずらっぽく言われてしまう。

　サーリャさまなりの笑いどころなのかもしれない。

「簡単に言ってしまうと、一ひと目め惚ぼれでしょうか」

「えっ……いや、それは……」

　本気ですか？　そう問い返そうとして、すぐに口を閉じた。

　サーリャさまは穏やかな笑みを浮かべていて、それでいて、まっすぐな目をしたままだ。それに、彼女はこういう冗談やウソはつかない真面目な人だ。

　でも、なんで俺？　という疑問は残る。

「どうして俺なのか、聞いてもいいですか？」

「王都に向かう途中のこと……初めて出会った時のことを覚えていますか？」

「馬車に乗っているサーリャさまが、魔物に襲われていた時のことですね」

「ここから先は秘密でお願いしますが……実はあの時、私はすごく怯おびえていました。王女であるため、それなりの覚悟は持っていたつもりでした。しかし、いざ命の危機に晒さらされると、どうしようもなく体が震えてしまい、馬車の中で縮こまっていました」

　無理もないと思う。

　サーリャさまは聡そう明めいな王女だと思うが、しかし、中身は普通の女の子だ。争い事には向いていないし、身を守る術を持たない。

　魔物に襲われてしまったら、恐怖を覚えても仕方ないだろう。

「ですが、レインさんが助けてくれました。月並みな話ですけど、あの時のレインさんは私にとって、白馬に乗った王子さまのように見えたのですよ」

「それは、また……」

　過大評価がすぎると思うのだけど、サーリャさまの想おもいを否定するようなことは口にしない。

　サーリャさまが感じた想い、気持ちはサーリャさまだけのものだ。

「子供っぽいと思いますか？」

「いえ、そんなことは」

「ありがとうございます。当のレインさんにそう言っていただけると、うれしいです」

　まいったな。今日は挨拶をするだけのつもりだったのだけど、まさか、こんな特大の爆弾が待ち受けていたなんて。

　思えば、異性から告白されるのは初めてだ。今まで冒険ばかりしていたせいで、そんな経験をしたことがない。恋愛初心者だ。

　どう受け止めればいいのか？　どう答えればいいのか？

　あれこれと考えるものの、一向に答えがまとまらず、頭の中がぐるぐるしてしまう。

「ふふ。今の私の言葉、あまり気にしないでください」

　こちらの混乱を見抜いた様子で、サーリャさまは小さく笑う。

「気持ちを告げておきたいという私のわがままなので、今すぐの答えは求めていませんから」

「それは……でも、いいんですか？　保留にするなんて、男としてダメなような……」

「いいのです。今、答えを急せかしてしまうと、ダメになってしまう気がして」

　正直、なんとも言えない。自分のことなのによくわからない。

　ホント、俺、そういう方面は疎いなあ……情けない。

「ですから、虎こ視し眈たん々たんとチャンスを窺うかがい、そして、隙あればパクリ、といかせてもらいます」

「パクリと……ですか」

「はい。パクリと、です。ふふ」

　その表現がおかしくて、俺は、サーリャさまと一緒になって笑うのだった。
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　サーリャさまにしっかり挨拶をして、王城を後にした。

　広場でみんなと合流する予定だったのだけど……

「あれ、ソラとルナは？　それと、ニーナとティナもいないけど……」

　広場にいたのはカナデとタニアだけで、残り四人の姿が見当たらない。

「あの子達なら、王都の観光をしてくる、って。おいしいものを食べ歩きするんだって」

「私達はレインを放っておくわけにはいかないから、別行動をとることにしたの。あっ、ちゃんと合流の約束はしているよ」

　カナデの話によると、二時間後にこの広場で合流する予定らしい。

　出発が遅れてしまうけど、少しくらいならいいか。

「カナデとタニアは、観光しなくてもいいのか？」

「にゃー。私はなんていうか、えっと……レインと一緒にいたいな♪」

「あたしは……まあ、レインを一人にしたらかわいそうだし？　そこの逆上がり猫と一緒にいたら変なことをされるかもしれないし？　お目付け役として一緒にいてあげる」

「逆上がり猫!?　ぜんぜん意味がわからないけど、けなされている気がするよ!?」

「俺が行くところはおもしろいところじゃないぞ？　それでもいいのか？」

「レインがスルーした!?」

　ツッコミを入れるにしても、今のは難易度が高いぞ。

「ねえねえ、どこに行くの？」

　カナデはすぐに立ち直り、興味津々という様子で尋ねてきた。

「冒険者ギルド」




　カナデとタニアと一緒に冒険者ギルドを訪ねると、ナナリーさんが笑顔で迎えてくれる。

「あら、シュラウドさん。どうかされましたか？　確か今日、王都を発つ予定ですよね？」

「その前に、挨拶をしておこうと。ナナリーさんにはお世話になったから。色々とありがとう」

「いえいえ、とんでもありません。シュラウドさんには迷惑をかけてしまい……それでも、たくさん活躍をされて、私の方こそお礼を言わなければいけません。ありがとうございます」

　ナナリーさんはにっこりと笑い、お辞儀をした。

　うーん……見れば見るほど、ナタリーさんにそっくりだ。さすが姉妹。

「ホライズンに戻ったら、妹のこと、よろしくお願いします」

「はい。お願いされました」

　最後に握手を交わして、それを別れの挨拶とした。

「レイン、ギルドでやることって、挨拶なの？」

「ああ。ナナリーさんだけじゃなくて、もう一組……おっ、いたいた」

　奥の談話スペースに目的の人達を発見した。

「えっと……アクス、セル。ちょっといいか？　俺、邪魔じゃないよな……？」

　もう一つの目的は、アクスとセルに挨拶をすることなのだけど……なぜか、セルが冷たい目をしてアクスを踏んでいたため、ものすごく声をかけづらかった。

「あら、レインじゃない。それに、カナデとタニアも。こんにちは」

「こんにちにゃー」

「あなた、なにをしているの……？」

「躾しつけよ」

「し、躾……？」

「アクスのミスで依頼料の半分が消えたから、こうして躾をしているの」

　それは痛いが、土下座状態で頭を踏まれるアクスの姿には、さすがに同情してしまう。

「うぐぐぐ……よ、よぉ、レイン。元気みたいでなによりだぜ」

「あ、ああ。アクスは元気……と言っていいのか？　大丈夫か？」

「ああ、これはこれで悪くないぞ。ちょっとゾクゾクして、いい」

　うわぁ、と女性陣が引いていた。

「あと、こうしていると眺めが絶景だ」

「っ!?」

　セルが赤くなり、慌ててスカートを手で押さえた。

「ふ、ふふふ……情熱的な赤は、いつか夜の部屋で拝見してぐほぁ!?」

　セルがアクスをおもいきり蹴り上げた。

　しかし、それは日常茶飯事らしく、周囲の冒険者は何事もないように話を続けている。

「にゃー……私達の見えてないよね？」

「あたし、下着は見えない服だから問題ないわ」

「タニアの裏切りものぉ」

　おもいきり話が脱線してしまった。

「あー……今、ちょっといいか？」

「ええ、もちろんよ」

　イスに座ると、解放されたアクスがふらふらしつつ、同じくイスに座る。

　みんなでテーブルを囲み、話を始める。

「どうかしたの？」

「今日、王都を発つんだ。だから、二人に挨拶とお礼を言っておきたくて。改めて、ありがとう。二人に色々と助けてもらったおかげで、なんとか危機を乗り越えることができたよ」

「大したことじゃねえさ。でもせっかくだから、今度、奢おごりでうまい料理と酒でもごほぉ!?」

「お礼なんていいわ。私達は当たり前のことをしただけだから」

　セルがアクスを殴りつつ、にこやかな顔でそう言った。

　行動と台詞せりふのギャップが激しすぎて、ちょっと怖い。

「セルって、アクスに対してけっこうキツイよね」

「愛情の裏返し、っていうパターンもあるのかしら？」

「やめて。そういうつまらないことは言わないで」

　セルが真顔で否定して、アクスがしくしくと泣いた。

「でも、助けられたのは事実だからな。なにか奢れって言うなら、別に構わないぞ？」

「あら、いいの？」

「今日、王都を発つからまた今度になるけど……いいよ。その時はゆっくり飲み明かそうか」

「おっ、話がわかるな。さすがレインだぜ」

「まったく……アクスが厚かましくて、ごめんなさい。でも、一緒に飲むというのは賛成よ。奢るとかそういうのはいいから、機会があれば、今度楽しく過ごしましょう」

「高級酒とうまいつまみ、たくさん頼むから覚悟しとけよ」

「アクスは、少しは遠慮という言葉を覚えなさい。また躾けられたいの？」

「すみませんでした」

　アクスは間髪入れず土下座をした。いや、土下寝？

　全身全霊で謝るその姿は、実にアクスらしい。土下座がらしいというのは、どうかと思うが。

「そういえば、二人はこれからどうするんだ？　まだ王都に？」

「いいえ。私達も、もう少ししたら王都を発つわ」

「王都は冒険者がたくさん集まるからな。競争相手が多くて面倒なんだよ」

「アクスなら、誰が相手でも負けない、とか言って張り合うと思っていたよ。ちょっと意外だな」

「それ、正解よ。レインの予想通り、アクスは最初はそう言ったのだけど……」

「セルに怒られたんだよ。そんな非効率的なことをしてどうする？　依頼を請けられないと、宿に泊まるお金を稼ぐことができない。その問題は、同じく気合で解決してくれるのかしら？　……とかなんとか言われて、散々だったぜ……はぁ」

「あはは」

　その光景が簡単に思い浮かび、ついつい笑ってしまう。

　カナデとタニアも笑い、それにつられるようにセルとアクスも笑顔になった。

「しばらくは王都の周辺にいると思うわ。それから、機会があればホライズンにも行くわね」

「そっか。じゃあ、飲みはその時までお預けだな」

「一緒に飲む約束、忘れないでね？」

「財布が空っぽになるまで奢ってもらうからな。だから……また会おうぜ」

　アクス、セルの順番で握手をした。

　感謝と親愛を込めるようにして、強く、強く二人の手を握る。

「二人共、元気でねー！　レインと同じで、また会えるのを楽しみにしているよ」

「まあ、そっちはそっちでうまくやりなさいよ。怪け我がなんかしないように、気をつけなさい」

「ありがとう」

「おう！　またな」

　以前は叶かなわなかった再会の約束をして、アクスとセルと別れた。

　この先、どうなるかわからない。絶対なんて言えない。

　それでも、また会えることを願い……俺達は、それぞれの道を歩いていく。





２章　ホームグラウンド




　特にトラブルが起きることはなくて、帰りの旅は順調だった。

　ただ、行きと同じく、ソラとルナは馬車に酔って大変なことに。急ぐ理由はないので、なるべく二人に負担をかけないようにゆっくり進んでもらう。

　そのため、五日で済むところを一週間かかったのだけど、なにはともあれ、無事、ホライズンに帰ってきた。

　久しぶりの我が家を懐かしく思いながら、家の扉を開けると、

「「うわぁ……」」

　俺を含めて、みんな、微妙な顔に。

　一ヵ月以上放置していたから、あちらこちらに埃ほこりが溜たまっていた。窓も汚れている。庭の草木も伸び放題で、お化け屋や敷しきみたいになってしまっていた。

「レインの旦那、これは……」

「ああ……みんな、長旅で疲れているところ、すまない。このままっていうわけにはいかないから、掃除をしようか」

「うん、そうだね。こんなところじゃ眠れないし、私、がんばるよー！」

「がん、ばる」

　カナデとニーナはやる気たっぷりだ。

「ふ、ふはは……我にかかれば、この程度は……げふぅ」

「みんなの家は、ソラが綺き麗れいにして……べふぅ」

「ルナとソラは休んでなさい。まだ、馬車酔いが治ってないでしょ？」

　タニアは、ささっとソファーを掃除して、そこにルナとソラを寝かせた。こればかりは仕方ないので、掃除は俺おれ達たちに任せて、二人はゆっくり休んでほしい。

「よし、それじゃあ掃除を始めるか！」

「「おー！」」

　ソラとルナを除いたメンバーで、それぞれ道具を持って掃除を始める。

「にゃー、埃のせいで鼻がむずむずするかも。ふぁ、ふぁ……はっくしょんっ！」

「きゃ!?　ちょっとカナデ、こんなところでくしゃみをしないでくれる？　埃が飛ぶじゃない」

「そ、そんなこと言われても、猫霊族は鼻とか敏感だから……ひゃっくしょんっ!?」

「まったくもう、このくしゃみ猫は」

「くしゃみ猫!?　最近、わけのわからないあだ名が多くない!?」

「くしゅんっ」

　埃が辛つらいらしく、ニーナも口元を両手で押さえてくしゃみをしていた。

「あう……ごめん、なさい」

「ううん。ニーナはいいのよ、気にしないで」

「差別だよ!?」

「なによ。なら、ニーナも責めろっていうの？　カナデは鬼畜ねぇ」

「う……そ、それは……」

「わたし、悪い子？」

「う、ううん！　そんなことないよ！　ニーナはいい子、よしよし」

　カナデは慌てた様子で、ニーナをなでなでしてみせた。

　みんな、ニーナに甘い。末っ子のようなポジションだから、可か愛わいがられているのだろう。

「「ぐへぇ……」」

　ソラとルナは、未いまだ回復できず、ぐったりとした様子だ。少し心配だな。

「ソラ、ルナ。大丈夫か？　冷たい水でも飲むか？　スッキリすると思うぞ」

「ありがとうございます……」

「水、欲しいのだ。でも、ちょっとでいいのだ……」

「ほい、任せとき」

　久しぶりの我が家ということで、ティナは人形ではなくて幽霊モードだ。幽霊モードの方が動きやすいのか、いつもよりテキパキとしている。

　水差しとコップを念動力で運び、ソラとルナの介抱をする。その一方で箒ほうきを操り、サササッと床を綺麗にする。さらに雑巾も操り、あちらこちらを綺麗に拭いて……

「ティナはすごいな」

「ん？　なにがや？」

「そんなにたくさんのことを同時にできるなんて……あれ、待てよ？　以前は、そこまでできなかったと思うんだけど。もしかして、パワーアップしていないか？」

「んー、せやろか？　まあ、本来の体やし……うーん。でも、言われてみると力の幅が広がった気がするな。なんでやろ？　ま、便利になったからええとしておくか！」

　後でガンツに聞いた話なのだけど……

　ガンツが作った人形に取とり憑ついている時は、ずっとトレーニングをしているような状態なのだという。

　それと、最強種のみんなと一緒にいることで影響を受けて魔力が底上げされて、今まで以上に色々なことができるようになった……という。

「さて、俺も負けていられないな」

　俺は気合を入れて、雑巾を片手に家の汚れと向かい合った。
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　みんなで家を綺麗にして、庭を整えて。

　ついでに傷んでいるところを補修して。

　あれやこれやとしていたら、全部が終わった頃には完全に日が暮れていた。

　みんな疲れているし時間もない。今からごはんの用意をするのは大変なので、今日は外食をすることにした。街に繰り出して、馴な染じみの店に顔を出す。

「いらっしゃいませー……って、シュラウドさん!?　それに、カナデさん達も!?」

　ウェイトレスが笑顔で迎えてくれて、しかし、すぐに驚き顔に変わる。

「みなさん、確か王都に行ったのでは？　戻ってきたんですか？」

「今日の昼過ぎに。それから今まで家の掃除をしていたんだけど、さすがに疲れたから、今日はここで食べようかな、って。七人だけど、席は空いているかな？」

「はい、もちろんですよー！　シュラウドさん御一行、案内しまーす」

　俺達の帰りを喜んでくれているらしく、ウェイトレスのテンションは高い。

　その反応はうれしいのだけど、声が大きいせいで、店内に俺の名前が響いてしまう。

「なに、シュラウドだって!?」

「おいおい、レインが帰ってきたのか」

「昇格試験を受けに行ってたんだよな？　結果はどうだったんだ？」

　ウェイトレスの言葉を聞いて、店中の冒険者が集まってきた。領主やイリスの件で知り合いになり、ちょくちょく話をするようになった。

　冒険者仲間、という言葉が一番しっくり来るかな？

「にゃにゃにゃ!?　な、なにが起きているの!?」

「どうして、ソラ達はこんなにも注目されているのですか……？」

「おいおい、そんなこともわからねえのか？」

　ソラの言葉を聞いて、冒険者の一人が笑いながら言う。

「レイン達はライバルだけど、でも、この街の英雄でもあるからな。その英雄が、しばらくぶりに帰ってきたんだ。そりゃ、注目の的になるさ」

「それと、シュラウド達がいないと、なんか物足りないんだよね。つまらないというか寂しいというか……だから、帰ってきたことがうれしいんだよ」

「おかえり！　あんたらが帰ってくるのを待っていたよ！」

「よし、今日は俺が奢おごってやるよ！　あ、やっぱなし。七人分はさすがにキツイわ……」

「おいおい、レイン達が帰ってきたのに、しみったれたことを言ってるんじゃねえよ。とりあえず、酒だ。酒をいっぱい持ってきてくれ！」

　冒険者達に続いて、街の人達も次々に声をかけてくれた。

　みんな笑顔で、本当にうれしそうにしていて……うん。この光景を見ていると、とても心が温かくなる。優しい気持ちになることができて、自然と俺も笑顔になる。

　それと同時に、強く思う。

　この街、ホライズンこそが、俺達のホームグラウンドなんだな……って。

「なあなあ、レイン。王都はどうだったんだ？　話を聞かせてくれよ」

「おい、抜け駆けするなよ。俺も色々と聞きたいことがあるんだけど……」

「はいはい、みなさん。気持ちはわかりますが、まずは、シュラウドさん達の注文を取らないといけませんよ。シュラウドさん達、とてもお腹なかが減っている様子なので」

「ありがとう。それじゃあ、まずは注文をして……食べて飲んで、ゆっくりと話をしようか」

「「おぉっ!!」」

　その日は夜遅くまで飲み食いをして、みんなで一緒に楽しい時間を過ごすのだった。
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　翌日の朝。

「んー♪」

　太陽の光をいっぱいに浴びながら、カナデは大きく伸びをした。

　弾はじけるような笑顔を浮かべつつ、気分よさそうに尻尾をふりふりと揺らす。

「今日は良い天気だね。絶好のお散歩日和だよ」

「そうだな。こういうのんびりした時間って久しぶりだから、なおさら気持ちいいな」

「うんうん、まさにそれ！　あと……にゃー、レインと一緒だからうれしいな」

　なぜか照れているらしく、カナデの頰は赤い。

「そっか、俺も、カナデと一緒にいられてうれしいよ」

「ほ、ホント？」

「ウソなんてつかないさ。カナデはいつも元気で明るいから、一緒にいると俺も元気になってくるし、ずっと一緒にいたいと思っているよ」

「えへ、えへへ……そっか。うん。私、レインを元気にしているんだ。にゃふー、うれしいな」

「ちょっと、あたしがいるの忘れてない？　二人で、なに良い雰囲気作ってるのよ」

　タニアも一緒に散歩をしているのだけど、放置されたと感じたらしくジト目だった。

　朝食を食べた後、タニアに散歩に誘われた。近くで話を聞いていたカナデも一緒することになり、三人で街を歩いている……というわけだ。

「あたしが散歩に誘ったんだからね。いわば、企画の立案者！　そのあたしを放置して、二人で楽しんでるんじゃないわよ」

「ごめん。そんなつもりじゃなくて……」

「これはもう、お詫わびをしてもらうしかないわね」

「お詫び？　なにをすればいいんだ？」

「そうね……」

　思いつきで口にしたらしく、タニアは考えるような仕草を取る。

「じゃあ、その……あたしと、う、腕を組みましょう」

「えっ」

　タニアと腕を組む？

　その光景を想像して、ついつい顔が火照ってしまう。

「それは、なんていうか……ダメじゃないか？」

「な、なんでよ？」

「いや、だって、ほら。俺は男でタニアは女の子で……まずいだろう。色々と」

「あたしが良いって言っているんだから、問題ないわ」

「そう言われると……いや、でも」

「ほ、ほら！　レインはあたしの機嫌をとらないといけないの。おとなしく腕を組みなさい」

　自分で言っておいて照れているらしく、タニアの頰はうっすらと朱色に染まっていた。

　ただ、前言撤回はしないらしく、腕を差し出してくる。

「あ、あんなにぐいぐい迫るなんて……タニア、恐るべし！」

　カナデがなぜか戦慄していた。

「ほら」

「えっと……」

「んっ！」

「……わかったよ」

　ちょっと……いや、かなり恥ずかしいが、タニアがそれを望んでいるのなら、それに応えよう。そう決めて、タニアと腕を組む。

「はぅ」

　タニアが奇妙な声をあげた。

　見ると、さきほどよりも恥ずかしそうにしていて、顔全体がリンゴみたいに赤くなっていた。とても落ち着かない様子で、尻尾がせわしなく左右に揺れている。

「こ、これは、その……なんていうか……て、照れるわね」

「だ、だろう？　だから、これくらいで……」

「だ、ダメよ！　すぐに離れちゃうなんてダメ！　もっともっと、あたしに奉仕するの！」

「ぐぬぬぬっ……わ、私も負けていられないよ！」

　とても悔しそうな顔をしていたカナデが、なにかを決意したような表情に。

　ずんずんと近づいてきて……

「にゃん！」

　カナデが反対側の腕に抱きついてきた。

「か、カナデ!?」

「タニアと腕を組んでいるのなら、わ、わた……私とも腕を組んでも構わないよね!?」

「いや、でもこれは……」

　距離が近いせいで、ふわりと、女の子の甘い匂いが。それだけじゃなくて、その……ふにふにという柔らかくて弾力のある感触も。

　これはダメだ。ダメなのだけど、二人共離れてくれない。

「うにゃあああ……これ、す、すごく恥ずかしいね」

「こらっ、カナデ！　あたしの真ま似ねをするんじゃないわよ！」

「タニアが抜け駆けしようとするんだもん！」

「レインのことだから、これくらいしないと、ぜんぜん気づいてくれなさそうなんだもの！」

「……それは同感かも」

「でしょ？」

　よくわからないが、二人の間に妙な連帯感が生まれていた。

「仕方ないわね。今は競うよりも、協力した方がよさそうね。まずは意識してもらわないと」

「うん、そうだね。スタートラインに立てないと、なにも始まらないからね」

「やるわよ、カナデ！」

「にゃん！」

　なにかを決意した様子で、カナデとタニアが力強く頷うなずいた。そして二人は同時にこちらを見て、なにを思ったのか、さらにぐいぐいと迫る。

「え、えっと……カナデ？　タニア？　二人共、なにをして……」

「ね、ねえ、レイン……このままお散歩に行こう？」

「たまには、その……こういう距離感も悪くないんじゃない？　ほら、なにか新しい発見があるかもしれないわよ」

　そんなものがあったとしても、それを見つける前に羞恥でどうにかなってしまいそうだ。

　というか、二人は恥ずかしくないのか？　無理をしているように見えるんだけど。
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「やっぱり、これはやめないか？」

「なんでよ」

「その……レインは迷惑なの？」

「そんなことはないというか、むしろ、二人に申し訳ないというか……」

「にゃん？」

「申し訳ないって、どういうこと？」

　こんなことを口にしたら、二人をさらに恥ずかしがらせてしまうが、だからといってこのままでいいわけがない。きちんと指摘することが、男である俺の役目だと思う。

「あー……怒らないでくれよ？」

「うん」

「ええ」

「その……胸が当たっている」

　わずかな沈黙。そして……

「「っ!?」」

　同時に、カナデとタニアの顔がぼんっと赤くなった。腕を組むことでどうなるか、そこまでは考えていなかったらしい。

　しかし、二人は恥ずかしそうにしつつも、なぜか離れてくれない。それどころか、さらに距離を詰めてくる。

「「あ、当てているの！」」

「え？　わざと？」

「ほ、ほら。行こう、レイン。こ、こここ、これくらいにゃんでもにゃいんだから！」

「ふ、ふふんっ。これくらいで照れちゃうなんて、レインったら、こ、こここ、子供ね！」

　二人共、ニワトリのように『こ』を連発していた。ものすごく動揺しているように見えるのだけど、でも、やはり離れてくれない。

　こうなったら仕方ないと、諦めて二人に付き合うことにした。




　その後……街の人に冷やかされたり嫉妬の視線を向けられたりで、すごく大変な思いをした。

　二人は「また散歩に行こうね」と言うのだけど、ちょっと考えてしまう俺だった。
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　よく晴れた日の午後。

　窓から差し込む陽が室内を明るく照らしている。温かくて心地よくて、うとうとしてしまう。

　昼寝でもしようかな？　と思うものの、喉が渇いた。

　水でも飲もうとリビングへ移動すると、キッチンにソラとニーナの姿があった。

「触ってわかるように、にんじんは固いです。ちょっと凍らせたら釘くぎが打てるくらいに固いです」

「うん……固い、ね」

「なので、一撃必殺のつもりで包丁を振り下ろします。具体的には、こうっ！　です」

　どがん！

「まてまてまてまてまて」

　ソラが人を殺しそうな勢いで包丁を振り下ろしているところを見て、慌てて止めに入る。

「あ、レインですか。こんにちは」

「こん……にちは」

　ソラとニーナは包丁を手にして、エプロンを身につけていた。

　周囲を見ると、肉や野菜。それと、調味料の入ったケース。最後にフライパンやボウルなどの調理器具が置かれている。

　妖しい儀式をしていたわけじゃなくて、料理をしていたみたいだ。

　包丁を全力で振り下ろすことが料理かと問われると、ものすごく悩んでしまうが。

「二人はなにをしているんだ？」

「ニーナが料理を覚えたいというので、ソラが教えることにしたんです」

「……なんてこった」

　思わずそんな言葉をこぼしてしまうと、じろりとソラに睨にらまれる。

「なんですか、その反応は。明日世界が滅びますよ、と言われたような顔をしていますよ」

「気分的には、それに近いものがあるかなぁ……」

「どういう意味ですか？」

「えっと……ソラは、ニーナに料理を教えるなんてこと、できるのか？」

　ソラの料理の腕は、なんていうか……とんでもない。その一言に尽きる。

　そんな彼女が、誰かに料理を教えるなんていうこと、できるのだろうか？

「もちろんです。料理はルナほど上手ではありませんが、ソラも、本気を出せばそこそこのものが作れますからね。基本を教えるくらい、なんていうことはありません」

　にんじんを上段で叩たたき切きるなんて基本、俺は知らないのだけど。

「ニーナは、どうして料理を？」

「レインやみんなに……食べて欲しいな、って」

　そう語るニーナはとても優しい顔をしていて、素直に応援したいと思う。

　しかし、ソラが先生というのは……

「あー……ソラじゃなくて、ルナかティナに教えてもらった方がいいんじゃないか？」

「二人共……今、おでかけしている……よ？」

「なら、日を改めるとか」

「レイン。さきほどから聞いていれば、ソラを担当から外そうとしていませんか？」

「い、いや、それは……」

　まさにその通りなので、ついつい目を逸そらしてしまう。

　ソラには悪いのだけど、料理の先生が務まるとは思えない。なにしろ、彼女が作る料理はとんでもない。一口食べただけで意識を失うような……うっ、思い出したら胃が痛くなってきた。

「意外と失礼ですね、レインは」

「ご、ごめん。でも、以前にとんでもないものを食べさせられたから」

「うっ……それについては、すみません」

　反省はしているらしく、ソラは苦い顔に。

　だけど、すぐにやる気を瞳に宿した。

「ですが、ソラは日々成長する女なのです！　過去の失敗をそのままにせず、弱点を克服することができるのです。ちょうどいい機会ですね。ソラの料理が上達したこと、今ここで示しましょう」

「えっ」

　それはつまり、またソラの料理を食べるということなのか？

「……俺、ちょっと用事を思い出した」

「サークルバインド！」

　魔法で拘束されて、逃走に失敗してしまう。

「ちょっ、魔法まで使うか!?」

「ソラができる女ということを証明するためです。協力してもらえますね？　そうそう。料理教室も続けますよ。がんばりましょう、ニーナ。レインが味見をしてくれるそうですから」

「ん……がん、ばる」

「やれやれ」

　こうなったら諦めるしかない。

　前回のようなことにならないでほしいと祈りつつ、料理が出来上がるのを待つ。

「いいですか、ニーナ。料理は気合です」

「き……あい」

「あと、根性です。その二つがあれば、なんとかなります。あと、食べる人のことを考えて作ると良いですね。愛情はスパイス、というやつです。愛情さえあれば、工程や味の調整を間違えたとしても、最終的に『おいしい』と言ってもらえます」

「愛情、すごい」

「では、がんばりましょう」

　ソラの料理教室が開始されたのだけど……どたんがたんばたんという、料理をしているとは思えない音が響いて、とても不安だった。




「レイン、おまたせしました」

「おまたせ、しました」

　料理ができたらしく、魔法を解除された。

　テーブルに移動すると、ソラとニーナが作った料理が並べられている。ステーキとスープとサラダという、オーソドックスなメニューだ。

　ステーキが少し焦げているくらいで、他におかしな点はない。良い匂いがして、見た目も鮮やかで普通においしそうだ。

「どうですか、レイン。ソラは、やればできる女なんですよ。あと、料理を教えるくらい問題ありません。そうですよね、ニーナ？」

「うん。たくさん……教えてもらったよ」

　二人の話を聞いて、料理がうまくいった理由を知る。

　今回、ソラは教える側に徹していたのだろう。そうやって、ニーナがメインで調理をしたから大きく失敗することはなくて、こうしてうまくいったのだろう。

　よかった……本当によかった。

「食べてほしい、な？」

「冷めないうちにどうぞ」

「それじゃあ、いただきます」

　ぱくりと、ステーキを一口。ほどよく肉にく汁じゆうが口の中にあふれて、肉の旨うま味みが広がる。そこにフルーツを使ったソースが絡まり、味を何倍にも引き上げてくれた。

　焦げた部分はやや苦いが、代わりにカリカリとした食感がして楽しい。

「どうですか!?」

「……どう？」

「うん、うまいよ。お世辞とか抜きに、本当においしい」

「やりました！」

「やった……ね」

　ソラとニーナは、ハイタッチをして喜んだ。

　それからソラは、得意そうな顔をして胸を張る。

「これで、ソラが料理の先生ができると証明されました。レインが証人です。ニーナ、料理を作りたい時は、これからもソラに言うといいですよ」

「うん。お願い、するね」

「はい、いくらでも任せてください」

　ソラは料理を上手に教えることができて、ニーナはおいしい料理を作ることができて、二人はとてもご機嫌だ。にこにこと笑顔があふれている。

　そんな二人を見ていると、胸が温かくなる。こうしてみんなが仲良くしているところを見ると、自分のことのようにうれしい。

　ずっと、こんな光景が続いてほしいな。

「……」

　ふと、ニーナがこちらをじっと見つめていた。

　より正確に言うと、ステーキを見つめていた。ちょっとよだれが垂れている。

　ステーキを切り分けて、ニーナに差し出す。

「ほら、あーん」

「ふぇ？　でも、それはレインのもの……だよ？」

「俺だけ食べるのは悪いよ。ニーナと、それとソラも一緒に食べよう。愛情がスパイスとか言っていたけど、それだけじゃなくて、みんなで一緒に食べることもおいしさのポイントだと思うんだ」

「ふふ、そうですね。ニーナ、ソラ達もいただきましょう？」

「うん！」

　ニーナはにっこりと笑い、差し出されたステーキをぱくりと食べた。
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　たまに、ティナはメイドじゃなくて主婦なのでは？　と思うことがある。

　なぜそんなことを思うのかというと、次のような光景をちょくちょく見かけるからだ。

「おっちゃん。この野菜、すごくうまそうやな。おっちゃんのところで栽培してるん？」

「おう、そうだぜ！　うちの畑は土がいいからな。それに肥料もたっぷりとまいているから、うまい野菜ができあがる、っていうわけさ」

「おー、さすがやな。野菜達も、おっちゃんに育ててもらってうれしい、って言ってるで」

「がはは、そんなことも……あるけどな！」

「さすがやなー、きっと心が広いんやろうなー。そんなおっちゃんのことだから、ちょっとくらいまけてくれるやろなー」

「まったく、ティナちゃんにはかなわねえな……よし！　一割引きだ！」

「もう一声！」

「むむむ……なら二割だ！」

「買ったぁ！」

　買い物に出ると、ティナは決して定価では買わない。今のようにまけてもらったり、おまけをつけてもらったりしてもらう。

　まさに主婦だ。

「レインの旦那、これ、お願いなー」

「了解」

　今は昼間なので、ティナは人形バージョンで、俺の頭の上にいる。荷物を持つことはできないので、そこは俺の担当だ。

「レイン、レイン。荷物なら我が持つぞ？」

　買い物に同行しているルナが、自分も役に立ってみせると、瞳をキラキラさせた。

「やめておいた方がいいぞ？　これ、けっこう重いし」

「ちと運動不足だからな。それくらい、ちょうどいいのだ」

　ルナは、やや強引に俺から荷物を受け取り……

「ふぎゅっ!?」

　その場でひっくり返り、荷物に押し潰された。

　慌てて荷物を持ち上げて、ルナを助け起こす。

「大丈夫か？」

「うぅ……とんでもない重さだったのだ。潰れるかと思ったのだ」

「レインの旦那はカナデと契約して、力があるからなー。そんなレインの旦那が重いって言うくらいやから、相当なもんやで？」

「引きこもり精霊族はおとなしくしているのだ……」

　ルナは、しょぼんとした様子で落ち込んでしまう。

　あまり気にしてほしくないので、すぐに話題を切り替えることにした。

「それにしても、さっきは見事だったよな」

「なんのことや？」

「値切る交渉だよ。強引に頼むだけじゃなくて、きっちり相手を褒める。ああすると、互いにいい気持ちになれるよな。俺はあんな風にはできないから、すごく感心したよ」

「ティナは歴戦の主婦みたいなのだ」

「ありがとなー。でも、主婦って言われると、なんか微妙な気分になるで。相手もいないしな。ははは……はぁあああ」

　相手がいないことを気にしているのか、ティナが盛大にため息をこぼした。

「そんなに気にしなくていいんじゃないか？　ティナは街の人気者じゃないか」

　うまく値切れたのは、ティナの巧みな話術によるところが大きいが、でもそれだけじゃなくて、街のみんなに愛されているという点が大きい。

　最初は幽霊ということで怖がられていたが、最近はそんなことはない。ティナの明るい性格に、自然と街のみんなも笑顔になり、当たり前のように親しくなっていった。

「我はティナの人気がうらやましいぞ」

「ん？　そういうルナも人気者やんか」

「むーん、我も人気があることは自覚しているが……どうも、孫みたいに扱われているのだ。失礼なのだ。こんなにも妖艶でせくしぃなレディだというのに！　そうは思わないか、レイン!?」

　深く触れない方がいいと思うから、ノーコメントで。

「おしゃべりもいいけど、買い物もしっかりしないとな。あとは、なにを買うんだっけ？」

「残りは、ちょっとした日用品が少しやな。これらは大したことないし、ウチらだけで問題ないから、レインの旦那は先に帰っててええよ」

「いや、そんなわけにはいかないだろ。ちゃんと最後まで付き合うよ」

「いやいや。レインはいいのだ。我らに任せておくがいい。というか、この後の買い物は我のもので、その……ついてこられると困るのだ」

　ルナがほんのりと頰を染めながら、ふいっと目を逸らす。

　照れているらしいが、変なことは言っていないつもりなのだけど……？

「でもな……やっぱり、俺だけ先に帰るのはちょっと」

「なら、レインの旦那は店の外で待っててくれへん？　そこが最大限の譲歩っていうことで」

「店の中に入ったらいけないのか？　というか、いったいなにを買うつもりなんだ？」

「……つ、なのだ」

「うん？　なんだって？」

「我が買いたいのは、ぱんつなのだ！　だから、レインについて来られると困るのだ！」

「ごめんなさい」

　顔を赤くして言うルナに、俺は深々と頭を下げるのだった。




　小さなハプニングがありつつも、なんとか買い物は終了。家に帰ろうとして、

「あぁっ!?」

　帰路の途中、突然、ルナが大きな声をあげた。

「しまったのだ、買い忘れたのだ……」

「どうしたんや、ルナ？」

「それは……アレなのだ！　アレ！　今日はアレも買おうと、ティナには言っただろう!?」

「あぁ！」

　なにやら納得顔でティナが頷いた。

　でも、俺にはなんのことかさっぱりわからない。

「というわけで、ちょっと買いに戻るのだ！」

「あっ、おい！　ルナ!?」

　止める間もなく、ルナは来た道を駆けていった。

「ティナ、ルナを追いかけよう」

「あー……それはやめておこか」

「どうしてだ？　なにか様子がおかしかったし、一人にするのは……」

「えっと……そうそう、ルナが買いたいものは、ぱんつなんや。予備のぱんつを買い忘れたんや。ぱんつの問題やから、一人にさせた方がええで」

「わかった……わかったから、ぱんつぱんつと連呼しないでくれ」

　俺の方が恥ずかしくなってしまう。

「……おまたせなのだ！」

　待つこと少し、息を切らしてルナが戻ってきた。

「早かったな。もっとゆっくり選んでもいいのに」

「レイン達を待たせているのに、のんびりするなんてできないのだ」

「そうなのか？　でも、えっと……そういうものはきちんと選んだ方がいいんじゃないか？　その、大事なものだし……」

「大事？　どういうことなのだ？」

　ルナの視線がティナに向いた。

　それから逃げるように、さっと、ティナが目を逸らす。

　私はやましいことを抱えています、というような態度に、ルナがジト目になった。

「いったい、レインになにを吹き込んだのだ？　ものすごい勘違いをされている気がするのだ」

「えっと……ルナは予備のぱんつを買いに戻った、って」

「ち、ちちち、違うのだ！　ぱんつはすでに買ったのだ！　予備のぱんつじゃないのだ！」

　だから、公の場でぱんつと言わないで欲しい……ほら、街の人に笑われている。

「むぅ……我が買ったのはコレなのだ。はい、レイン」

「俺？」

　ルナは、手の平サイズの袋を渡してきた。

　これが本来の買い物の目的だったらしいけど……なんだろう、これ？

「えっと……開けてもいいか？」

「うむ」

　許可をとり袋を開けると、中から新品の財布が出てきた。

「これは……？」

「財布なのだ。見てわからないか？」

「いや、それはわかるんだけど……え？　これ、俺がもらってもいいのか？」

「うむ。我らからレインへのプレゼントなのだ」

「二人で相談して、事前に選んでおいたんや」

「でも、なんで？　誕生日でもないのに」

「日頃の感謝の気持ちなのだ。いつもレインには世話になっているからな。たまには、こうして感謝の気持ちを形にしてみたいのだ」

「というわけやから、遠慮なく受け取ってな。返品とかなしやで？」

「そっか……うん、ありがとう」

　財布から二人の想おもいが伝わってくるみたいだ。優しく、温かい気持ちになる。

「大事に使わせてもらうよ」

「えへへ、そうしてほしいのだ」

「喜んでくれたみたいで、うちらもうれしいで」

　ただの買い物のはずなのに、まさか、こんなサプライズが隠されていたなんて。自然と笑顔になって、元に戻すことができない。

　この幸せな気持ちを独り占めしないで、二人にも分けたい。

「じゃあ、さっそく使わせてもらおうか」

「え？」

「あそこの露店で、甘いものでも買っていこう。他のみんなには内緒だからな？」

「おー♪　さすがレイン、わかっているのだ！」

「うち、なににしよかなー？」

　ルナとティナが笑顔になって……うん。今日は本当に良い一日だ。

　三人で甘いものを食べて、温かい時間を過ごすのだった。




幕まく間あい１　堕おちた勇者




　モニカの手引きで、アリオスは、王都から遠く離れた小さな街に逃げ延びた。

　フラムという名の街だけど、村と言った方が正しいかもしれない。

　建物は多いものの、そのほとんどが民家で、商業施設や娯楽施設はない。旅人向けの宿が食堂を兼任しているくらいで、その他、特徴らしい特徴は何もない田舎だ。

　ただ、田舎ということがプラスに働いた。

　王都で起きた事件は多くの人が知り、勇者アリオスの名声は地に落ちた。しかし、田舎街であるフラムにアリオスの顔を知っている者はいない。

　アリオスは街の人に正体を知られることなく、宿に泊まることができた。




「あっ、アリオス!?」

「よかった、無事だったのですね」

　部屋に入ると、リーンとミナがいた。アッガスの姿もある。

「リーン、ミナ!?　それにアッガスも……どうして、キミ達がここに？」

「あたしらも牢ろうに入れられてて……でも、モニカの仲間に助けてもらったんだよねー」

「私も同じく、モニカさんの仲間に助けられました」

「アッガス、キミもかい？」

「……ああ」

　今更ではあるが、アリオスはモニカに対する疑問を覚えた。不信感というほどのものではないが、喉に魚の小骨が刺さったような、軽い違和感だ。

　モニカは王都の騎士団に所属していて、王の勅命を受けるほどに地位が高い。力もあり、信頼もされている。推測になるが、財もあるだろう。

　それなのに、どうして全てを捨ててまで自分を助けてくれた？　それは純粋な想いなのか？　それとも、裏でなにか企たくらんでいるのか？

　この場でハッキリさせるべきか、今は気にしないでおくか。

　アリオスは少し考えて……一度、思考を放棄することにした。

　投獄されたせいで疲弊していて、うまく頭が回らない。立っているのさえ億おっ劫くうになり、部屋に設置されているイスに座る。

「……そうか、キミ達もモニカに助けてもらっていたのか」

「っていうことは、アリオスもモニカに？」

「ああ。危ないところを助けられたよ。礼を言わないといけないな」

　モニカに対して小さな疑問はあるものの、しかし、恩人であることに変わりない。今は素直に感謝しようと、彼女に笑みを向ける。

「改めて礼を言うよ、モニカ。危ないところを助けてくれて、ありがとう」

「いえ、とんでもありません。私はアリオスさまの……いえ、みなさんの味方ですから。今回のみなさんに対する処罰は不当なものであり、とても見過ごすことはできませんでした。それを許すことができず、私は、私の正義に従ったまでのことです」

「だよね!?　モニカ、わかっているじゃない。あたしら、別に悪いことしてないし」

「勇者であるアリオスのすることに、問題なんてあるわけがありません。きっと、私達には想像もできないような深い考えがあったのでしょう」

　この期に及んで、リーンとミナは自分達の非を認めようとしない。

　計画の中心にいたのはアリオスだ。しかし、リーンとミナは疑問を持つことはなく、言われるままアリオスに協力をして、レイン達を攻撃した。

　しかし、それは正しいことだと言う。間違っていないと言う。

　それは現実を直視しようとせず、逃げているのと同じ行為だった。

　そのようなことを繰り返せば、やがて大きなツケが回ってくるのだけど、しかし、彼女達はそれに気づくことはない。今までと同じように、なんとかなると思っている。

　色々な意味で救えない。

「……ふふ」

　リーンとミナを見て、モニカは小さく笑う。

　二人の魂が汚れ、堕ちていく。それが満足だというかのように、笑っていた。

　そんな中、しばらくの間、沈黙を貫いていたアッガスが口を開く。

「アリオス……王都の一件だが、どうしてあんなことを？」

「レインは厄介な存在で、僕達にとって、いずれ邪魔な存在になる。その前に排除する……そう説明しただろう？　それについて、アッガスも納得したじゃないか。なにか不満が？」

「レインを排除することは納得したが、しかし、そのために冒険者を殺すなんていう話は聞いていない。いくらなんでも手段を選ばなすぎだ」

　糾弾するかのように、アッガスはアリオスを睨みつけた。

　そんな彼の態度に、アリオスは露骨に舌打ちをしてみせる。

　最近のアッガスは、なにかある度にアリオスの行動に口を挟んでいた。それは、パーティーメンバーからしたら当たり前の行動なのだけど、アリオスはそれを認めない。

　パーティーリーダーはアッガスではなくて、この自分なのだ。それに、彼はたかが戦士。選ばれし勇者である自分に口を出せるような立場ではない。盾役は盾役らしく、なにも口にせず、おとなしく指示に従えばいい。

　アリオスは、仲間であるアッガスに対して、本気でそのようなことを考えていた。

「こんなことになった原因は、冒険者を殺してしまうという、アリオスの軽率な行動にある。そのせいで王に裁かれることになった。そのことをわかっているのか？」

「……結果、みんな無事だったんだ。別にいいだろう」

「よくない。俺達は勇者パーティーの資格を剝奪された。これから、どうするつもりだ？」

「勇者は、この僕だけだ。アッガス、キミはおまけにすぎない。そのことを忘れないでくれ」

　アリオスとアッガスが睨み合い、不穏な空気が漂う。

　それを見たリーンとミナは、慌てて仲裁に入る。

「ちょ、ちょっと。こんな時なんだから、ケンカはやめとこーよ。ね？」

「今は私達の力を合わせて、この危機を乗り越える時だと思います。私達で争うことは……」

「……それもそうだな」

　若干の間を挟み、アッガスが引き下がる。

「まあ……僕も少し言い過ぎたみたいだ。許してくれ」

　アリオスはやや不満そうにしていたが、それでも、素直に謝罪をしてみせた。

　仲直りというように、二人は握手をする。

「……ふふ」

　アリオス達のやりとりを見て、モニカは楽しそうに唇の端を吊つり上あげた。

　その笑みが示すものは、なんなのか？

　もしも、この段階でモニカが考えていることに気づくことができたのなら、アリオス達の破滅の運命は避けられたかもしれない。
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　深夜……手紙で呼び出されたアリオスは、宿の裏手に移動した。

　夜風にたなびく髪を片手で押さえて、月を見上げるモニカの姿があった。

「アリオスさま。このような時間に呼び出してしまい、申しわけありません」

「いいさ。これくらい気にしていない」

　アリオスはおおらかな態度で応えた。モニカに助けられたこともあり、彼女に対してはわがままを言うことはなく、優しさを見せることが多い。

「それで、どうしたんだい？　こんな時間に、わざわざ僕だけを呼び出すということは、他のみんなには内緒の話がある、ということかな？」

「はい、その通りです」

　モニカは笑みを消して、神妙な顔を作る。

　その反応を見て、良い話ではないだろうと、アリオスは自然と気を引き締めた。

「これからのことについてなのですが、アリオスさまに提案したいことがありまして」

「提案？」

「……アッガスさんを排除しませんか？」

「なっ」

　まるで予想していないことを言われ、さすがのアリオスも驚いた。

　険しい表情を作り、その言葉の真意を確かめようとする。

「それは、どういう意味だい？　なぜ、そんなことをしなければならない？」

「さきほどもそうだったように、アッガスさんは、アリオスさまに不満を抱いている様子。それは火種を抱えているようなもので、いつ、どのような問題に発展するか……対処可能ならばいいのですが、致命的なダメージを負う可能性も考えられます。ならば、そうなる前に対処すべきかと」

「パーティーを追放しろと？」

「いえ。言葉通り、排除するのが一番かと」

「それは……」

　アッガスを殺す。

　モニカの言いたいことを察して、アリオスは言葉に詰まる。

　わがままという言葉が体現されたようなアリオスではあるが、さすがに、長年連れ添った仲間を手にかけるほど落ちぶれてはいない。

　さきほども対立したが、だからといって、殺してしまうなんて……その一線を超えてしまえばもう引き返すことはできない。

「モニカ、君には感謝しているよ。僕達のことを何度も助けてくれた。個人的にも相談に乗り、力になってくれた。君がいなければどうなっていたか」

「もったいない言葉です」

「そんな君が言うことだから、それは正しいことなのかもしれない。そうするべきなのかもしれない。しかし、アッガスを殺してしまうというのは、さすがに……」

　アリオスは勇者の資格を剝奪されて、さらに死刑宣告を受けた。あらゆる特権が消失して、財産をなくし、名声は地に落ちた。ありとあらゆるものを失った。

　ただ、残ったものもある。

　アッガス、リーン、ミナ……仲間達だ。

　全てを失った今、最後に残されたものまで捨てるわけにはいかない。自分の手で切り捨てるわけにはいかない。

「……あいつは、こんな気持ちだったのかもな」

　ふと、アリオスはレインのことを思い返した。

　いつも仲間のことを第一に考えていたレイン。そんな彼のことを疎ましく思っていた。それは今でも変わらず、憎いとすら思う。

　ただ、今この時だけは、レインに対して少しだけ共感を覚えた。

「どうしても賛成していただけませんか？」

「難しい話だ。アッガスは口うるさいが、殺してしまうほどのことをしたとは……」

「アッガスさんがアリオスさまを裏切るとしても？」

「……なんだって？」

　アリオスの心を揺さぶるように、モニカは悪魔のようにささやいた。
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「ただいま戻りましたわ」

　とある屋敷に戻ったイリスは、闇に向けてそう声をかけた。

　屋敷内は明かりが灯ともされていない。わずかに月明かりが差し込んでいるものの、室内の大半は闇に閉ざされていた。

「おかえりなさい」

　暗闇の中から一人の女性が姿を見せた。

　イリスの命を拾い、裏で暗躍する魔族……リースだ。

「モニカに聞きましたが、レイン・シュラウドを助けたらしいですね」

「わたくしがなにをしても自由と聞いておりますが？」

「そうですね、問題はありません。イリスさんと対等の関係を築きたいため、よほどの無茶をしない限りは、咎とがめることはありません。まあ……今回の一件は、事前に相談くらいはしてほしかった、というのが本音ではありますが」

「突発的な出来事だったので」

「仕方ないですね。確かにその通りなので、小言はなしにしておきましょう」

「あら。本当にお咎めはなしですの？　それはちょっと意外でしたわね……」

「罰がほしいですか？」

「まさか。そんなものはいらないですわ」

「ですよね、ふふ」

　上機嫌に笑うリースを見たイリスは、はて？　と小首を傾かしげる。

　怒るのではなくて、逆に楽しそうにするなんて。その理由がわからない。

「なぜ機嫌が良いのですか？　わたくしは、レインさまを助けた。そして、そのレインさまは、あなたが支援する男を蹴り落とした。おかしいではありませんか」

「イリスさんならば、すでに答えに辿たどり着ついているのでは？」

「……つまり、わたくしが今考えている、とある予想が正しいと？」

「ふふ、答え合わせといきましょう」

　リースが指を鳴らすと、明かりが点ついた。イスとテーブルが用意されていて、ワインと果物が載せられている。こうなると、あらかじめ予想していたらしい。

　リースはイスに座り、二つのグラスにワインを注いだ。

「失礼いたしますわ」

　イリスもイスに座り、注がれたワインを口にする。甘くとろけるような味だ。後から芳ほう醇じゅんな香りが鼻から抜けていき、心地いい気分になる。

　ちなみに、毒の心配はしていない。助けておいて毒で殺すなんて、そんな面倒で意味のないことはしないだろう。

　仮に毒が入っていたとしても、天族に効く毒なんてほとんどないが。

「先の一件で、レインさまは大きく株を上げて、勇者の名声は地に落ちましたわ。最初は、魔族の敵である勇者の力を削そぐことが目的だと思っていたのですが……それにしては、あなた方のやることは回りくどい。いっそのこと、サクッと殺してしまった方が早いのに、なぜかそうしない」

「あら。イリスさんは過激な発想をするのですね」

　リースが茶化してくるのだけど、イリスは構うことなく話を続ける。

「ならば、本当の目的はなんなのか？　答えは……勇者を味方とする、ですわね？」

「ふふ、正解です」

　よくできましたと言う教師のように、リースが微ほほ笑えみを浮かべた。

「イリスさんが言ったように、私の目的は勇者を魔族の味方にすることです」

「あの勇者は……まあ、ろくでもない人間ではありますが、だからといって魔族の味方をするほど愚かではないと思いますが？」

「だからこそ、堕ちてもらったんですよ」




　アリオスの性格は歪ゆがんでいるが、勇者として魔族と戦う使命を背負っていた。普通に考えて、魔族の味方をするわけがない。

　しかし、今はどうだろうか？

　勇者の称号を剝奪されたことで、使命は失われた。堕ちるところまで堕ちた。

　その原因はレインにあると考えており、恨み、憎しみを募らせている。

　理性が溶けて、思考が暴走している。まともな判断なんて期待できない。

　そこでモニカの出番だ。彼女はアリオスから絶対の信頼を寄せられている。そんなモニカがうまく言い含めることができたのなら、魔族の味方になる可能性も十分にあるだろう。




　リースの計画を聞いて、イリスはため息をこぼした。

「勇者を堕とすためだけに、あれほどの騒ぎを起こしたのですか？」

「手間でしたが、対価は十分だと思いませんか？　人類最強の存在が、一転して最悪の敵になる。なかなかおもしろいシナリオでしょう」

「悪趣味ですわね」

「ふふ、それは褒め言葉ですよ」

　計画が思い通りに進んでいるため、リースはとても上機嫌だ。

　モニカからの報告によると、アリオスは順調に堕ちていた。もうすぐ決定的な一線を超えてしまうだろうとも聞いている。

　たまらない。

　思い描いた通りに物事がうまく進んでいく。パズルのピースがカチリとハマるような爽快感があり、リースは恍こう惚こつ感すら覚えた。

　ただ、イリスはあくまでも冷静だった。

「レインさまに中途半端に手を出したのは？」

「あの人間は、なかなか危険な存在ですからね。アリオスさんほどではないけれど、それなりに濃い血を継いでいる。そして、複数の最強種を従えている。敵になると面倒です。現に、復活した魔族がすぐにやられてしまう、というようなことがありましたからね」

「わたくしのことも倒しましたからね」

「そう。魔族側からしたら、アリオスさんの次に厄介な相手です。なので、可能ならば排除しようと考えて……」

「王都の事件に巻き込んだ、というわけなのですね」

「正解です」

　もっとも……と間を挟み、リースは言葉を続ける。

「あくまでも、メインディッシュはアリオスさんです。彼を堕とすことが第一目標。失敗した場合はレインさんを排除する……という風に考えていたんですよ」

「なるほど」

「結果は……無事、アリオスさんを堕とすことができました。なので、レインさんの方は深追いすることなく、そのまま放置としました。欲張り過ぎはいけませんからね。最優先目標を達成したのなら、それでよし……という感じでしょうか」

　レインよりもアリオスを優先した？　アリオスの方が神の血を濃く継いでいるから？

　だとしたら、意外とリースは抜けているかもしれない……イリスはそんなことを思った。

　確かに、神の血はアリオスの方が濃く継いでいるのだろう。

　しかし、血の濃さがそのまま力に影響するわけではない。本当に厄介なのはレインの方だ。複数の最強種を従えるだけではなくて、驚異的な速度で成長する。カリスマ性もあり、人々の心を次々と摑つかんでいく。

　アリオスよりもレインの方が、よっぽど勇者らしい。

　しかし、リースは選択を間違えた。本当なら、アリオスではなくてレインを狙うべきだった。魔族にとっての真の脅威は、レイン以外にありえないだろう……と、イリスは考えている。

　もっとも、そのことを指摘するつもりはない。

　リースの味方になるか、決めていないということもある。ただそれ以上に、イリスはレインを売るつもりはない。

　レインは命を賭けてまで自分の暴走を止めて、人の温ぬくもりを教えてくれた。

　色々とやらかしてきたイリスではあるが、恩人を売るほど落ちぶれていない。

　ただ、リースは命の恩人でもあるため、一言だけ告げておく。

「気を抜かない方がよろしいですわ」

「ええ、それはもちろん。今のところ順調ですが、成功した、と断定することはまだできませんからね。アリオスさんは、これからも経過観察が必要です。しっかりとやりますとも」

「失敗したらどうするのですか？」

「そうですね、その可能性もあるでしょう。ですが、それはそれで構いません」

「と、言うと……？」

「アリオスさんには、私達の仲間になっていただく以外の使い道もある……とだけ言っておきましょうか。詳細は、イリスさんが私達の味方になってくれた時に」

「……なるほど」

　重要な話はしない。当たり前ではあるが、完全に信頼されていないらしい。

　今後の立ち位置が非常に重要になってくるが……さて、どうしたものか？

　悩むイリスに、リースが立ち上がり手を差し伸べる。

「イリスさん、そろそろ答えを聞かせてくれませんか？　私達と一緒に人間を滅ぼしませんか？」

「わたくしは……」

「……ふぅ。どうやら、まだ迷っているみたいですね」

　言葉を続けられないイリスを見て、リースは困ったような顔に。

　ただ、すぐに微笑みに切り替えた。

「まあ、のんびりいきますか。焦られて、よい返事をもらえないのは困りますからね。とはいえ、ずっとこのまま、というわけにはいきませんが」

「いつか答えを出すと、約束いたしますわ」

「はい、期待しています」

　リースはにっこりと笑い、再びワインを口にした。

「ただ……軽いおつかいくらい、頼んでもいいですよね？」





３章　怒る母




　久しぶりの家を満喫するかのように、みんなで昼ごはんをゆっくりと食べる。

　それからティナ特製のクッキーと紅茶をいただいて、のんびり過ごす。

「にゃちっ!?」

　ティーカップに口をつけたカナデが、ピーンと尻尾を高くした。

「大丈夫か、カナデ？」

「うん、大丈夫。私、見ての通り猫舌だから……ふー、ふー」

　あちちち、と紅茶に苦戦するカナデを見ていると、自然とほっこりした気持ちになる。他のみんなも同じ様子で、穏やな笑みを浮かべている。

　ただ、例外が二人。

　ソラとルナは、どこか難しい顔をしていた。

「レイン、ちょっといいか？」

「どうしたんだ、ルナ？」

「ちょっとお暇いとまがほしいのだ」

「お暇か。うん、なるほ……えっ!?」

　突然の爆弾発言に、思わず大きな声をあげてしまう。

　何事!?　というような感じで、みんなも驚いていた。

「お暇、って……えっ、えっ!?　その……俺、なにかやらかしたか？　それとも、今まで不満を抱えていたとか……待ってくれ、ルナ。まずは話し合わないか？」

「むぅ？　なにをそんなに慌てているのだ？」

「慌てるに決まっているでしょう、このアホ妹まい……略してアマイ！」

「ふぎゃ!?」

　ソラのげんこつがルナの頭に落ちた。

　かなり強烈だったらしく、ルナが目をぐるぐるさせる。

「お、おおぅ……頭がくらくらするのだ。チカチカと星が見えるのだ」

「まったく……すみません、レイン。変な勘違いをさせてしまいました。この子はただ、休みが欲しいと言うつもりだったんです」

「そ、そうだったのか……よかった」

「だから、なんでそんなにレインは慌てているのだ？」

「お暇が欲しいなんていうから、てっきり、パーティーを抜けたいのかと……」

「む？　なんで我がパーティーを抜けるのだ？　そんなこと、欠片かけらも考えていないぞ」

「ですから、さきほどのような言い方だとそう捉えられてもおかしくないんですよ！」

「みぎゃん!?」

　再び、ソラのおしおきげんこつが炸さく裂れつした。

　ルナは涙目になり、頭を両手で押さえる。

「うぅ……我が姉はバイオレンスなのだ。妹はかわいがらないといけないのだぞ？」

「かわいげのない妹は躾しつけなければいけません」

　えっと……結局、どういうことなんだ？

　混乱していると、ソラが説明をしてくれる。

「ルナのせいで混乱させてしまい、すみませんでした。ただ、ソラとルナ、二人でまとめて一週間ほど、お休みをいただけないかと」

「それは構わないけど、なにか用事が？」

「えっと……」

　ソラは気まずそうな顔をして、さっと目を逸そらした。

「ソラ、なにか隠し事をしていないか？」

「そ、それは……」

「問題を抱えているなら、きちんと話してほしい。力になれることがあるかもしれないし、それが難しいとしても、話すだけで楽になることもある。俺おれ達たち、仲間だろう？」

「……そう言われてしまうと、黙っておくことはできませんね。本当は、ソラとルナでなんとかするべきなのですが、こうなると仕方ありません」

　ソラは、そっと紅茶を飲んだ。

　ティナ特製の紅茶はおいしいだけじゃなくて、リラックス効果もある。おかげで落ち着くことができたらしく、柔らかい表情に。

「実は……一度、帰郷しようと思っていまして」

「精霊族の里に？」

「はい」

　難しい顔をしているから身構えていたのだけど、なんてことはない話だ。

　安心するのだけど……ただ、本題はここからだった。

「実は、母さんから連絡がありまして」

「アルさんから？　えっと……たまには故郷に帰ってきて顔を見せなさい、とか？」

「いいえ。その……王都に赴いて謝罪と賠償を求めるから、証人としてついてこい……と」

「は？」

　謝罪と賠償って……ど、どういうことだ？

　ソラはため息をこぼしつつ、どこか諦めたような顔で話を続ける。

「王都の一件で、ソラ達が捕まり処刑されかけたことを、どこからか聞きつけたらしく……」

「母上、ものすごく怒っていたのだ。魔法を使った声だけの通信だったのだが、すさまじい怒気を感じたのだ……ガクガクブルブル」

　母の怒りを思い出したらしく、ルナが顔を青くして震えていた。それほどまでに、怒ったアルさんは凄すさまじいのだろう。

　なんとなくわかる。確かに、アルさんは怒らせたらいけない人だ。

「ここからが問題で……母さんは、スズさんとミルアさんに連絡を取り、情報を共有しました」

「そ、それは……」

　かなりまずいのでは？

　スズさんは、遠くまで旅をして探すほどに、カナデのことを強く想おもっている。

　アルさんはやや放任気味ではあるが、なんだかんだでソラとルナを大事にしている。

　ミルアさんは、一目でわかるほど、タニアのことを溺愛している。

　そんな三人が先の一件を知れば、どうなるか？

「母さんなら……王都に攻め込むかもしれないわね」

「にゃー……うちのお母さんも、笑顔でお城を殴り壊しそう」

「みんなの母親って、物騒すぎへん……？」

　ティナが顔をひきつらせていた。たぶん、俺も顔をひきつらせていると思う。

　アルさん達が王都に攻め込んだりしたら……これ、冗談抜きで壊滅するかもしれない。ソラとルナも同様の危惧を抱いているらしく、とても困った顔をしていた。

「今、精霊族の里に集まり、今後の方針について話し合っているみたいです。なので、ソラとルナがそこへ赴いて、バカなことはしないでくださいと説得するつもりでした」

「心配してくれるのはうれしいし、怒ってくれるのもうれしいのだが……さすがに、王都に攻め込むのはやりすぎなのだ」

「まあ……な」

　アルさん達の怒りは理解できるけど、だからといって、王都に攻め込むなんて勘弁してほしい。王都にいる全ての人がアリオスに協力したわけじゃない。無関係の人の方が圧倒的に多い。

「間違いなく面倒なことになるので、ソラ達だけで行こうと思っていたのですが……」

「それは……違うと思う、よ？」

　ニーナが異論を口にするという、思わぬ展開に。

　みんなが驚く中、たどたどしくも真剣に話をする。

「わたし達、みんなの問題だと……思うの。あと、面倒なんて思わない、よ？　仲間だもん」

「あ……そうですね。はい、ニーナの言う通りです。ソラが間違っていました。変に抱え込もうとしないで、すぐにみんなに相談するべきでした」

「うん。仲間……だからね」

　ニーナがにっこりと笑い、ソラも笑う。

　胸が温かくなるような、とても優しい光景だ。

「手伝ってもらえますか？」

「ぶっちゃけ、我らだけでは厳しいのだ。レインやみんながいると、とても助かるのだ」

「もちろん、私達もついていくよ！　お母さんに、バカなことはしないで、って言わないと」

「母さんはあたしに甘いから、やめてって言えばやめてくれるかも？」

「うちも説得するの手伝うで。こう見えて、口は得意なんや」

「がん、ばる」

　みんな、やる気たっぷりだ。

　もちろん俺も。

「よし。みんなでアルさん達を止めよう」

「「おーっ!!」」

　こうして、俺達が次にやるべきことが決まった。

　目的地は精霊族の里。暴走するアルさん、スズさん、ミルアさんを止めることだ。
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　王都から戻ってきたかと思えば、再びホライズンを出ないといけない。休息はとったから、体力的には問題はないのだけど、なんとも慌ただしいものだ。

　準備をした後、街を出て迷いの森へ。

　普段は厄介な場所だけど、ソラとルナがいるから迷うことはなかった。

　精霊族の里への入り口が設置されている大木へ移動する。

「……止まりなさい」

　どこからともなく声が聞こえてきた。

「これより先は、精霊族の里……関係のない者や人間を通すわけにはいきません。引き返しなさい」

　ソラとの出会いを再現するような展開だ。

　警告を受けている最中なのだけど、少し懐かしくなる。

「誰が関係のない者ですか」

「我らは関係大アリなのだ！」

　二人は、普段は魔法で隠している光の羽を顕現させた。

　驚くような、息を飲む音が聞こえてくる。

「その羽は……私達の同族？　というか、もしかして、その顔は……」

　蜃しん気き楼ろうのように空間が歪ゆがみ、そこから一人の女の子が現れた。

　歳としは、ソラとルナよりは上、俺よりも下という感じだろううか？

　髪は薄い青で、澄んだ静水のようでとても綺き麗れいだ。肌は陶器のように白く、腕や足は少し心配になるほどに細い。ただ、その曲線は綺麗で、どこか芸術品を連想させる。

　ソラとルナと似たような服を着ているが、ややスカート丈が短い。

　そして、その背中には光り輝く羽だ。

　間違いない、精霊族だ。

　おそらく、ソラとルナに代わり、ここの入り口の番人をしているのだろう。
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「ユキではないですか。こんにちは、ソラです」

「おぉ、ユキか。元気にしていたか？」

　知り合いらしく、ソラとルナが笑顔になる。

　そんな二人を見て、ユキと呼ばれた精霊族の女の子も優しい顔に。

「ソラ、ルナ、久しぶりね。アルさまから聞いていたけど、元気そうでなによりだわ」

「うむ、ユキも元気そうで安心したのだ」

「ソラ達に代わり、ここの管理をしていたんですね」

　友達らしく、三人は笑顔で抱き合う。

　三人とも自然な笑顔で、深い友情で結ばれていることがわかる。

「もしかして、二人は里に帰る予定なの？　そうでなければ、こんなところに……」

「里には戻りますが、一時的なものです」

「我々は、母上達を止めに来たのだ。ユキも、事情は知っているのだろう？」

「……ああ、そういう」

　落胆した様子で、ユキはため息をこぼす。

　それから、こちらに冷たい視線を送る。

「そっちの方達は？」

「みんな、ソラの仲間ですよ。猫霊族のカナデ、竜族のタニア、神族のニーナ、幽霊のティナです」

「あと、我らのご主人さまのレインなのだ！」

「ご主人さま？　え？　それって、どういう……」

「レインはビーストテイマーで、我とソラはレインと契約を結んだのだ」

「なっ!?　せ、精霊族が人間と契約を……」

　一瞬、ものすごい勢いでユキに睨にらまれた。

「ちょっと、それはどういうこと!?　精霊族が人間と一緒にいるだけじゃなくて、契約を結ぶなんてありえないわ！　まさか、無理矢理……」

「違いますよ。妄想を爆発させないでください」

「我らは、望んでレインと一緒にいるのだ」

「……レイン、っていうのね」

　ギロリ、とユキに睨まれる。

　この前、精霊族の里を訪ねた時、それなりに友好的な関係を結ぶことができたと思っていたんだけど……全員と仲良く、というのは無理か。

　仕方ないことなのだけど、一部では、人間は嫌われているらしい。

「ユキ、里に繫つないでくれますか？」

「イヤよ」

「え？」

　断られないと思っていたらしく、ユキの返事を聞いて、ソラがきょとんとした。

　そんなソラに代わり、ルナが問いただす。

「なぜなのだ？　我らの帰郷が許されない理由なんて、思い当たらないぞ。確かに門番を放棄したが……前に帰郷した時は、誰にも文句を言われなかったのだ」

「ソラとルナに問題があるわけじゃないわ。問題は……そこの人間よ！」

　ユキは厳しい顔をして、ビシッと俺を指差した。

「神聖な精霊族の里に人間なんかを入れるわけにはいかないわ！」

　嫌われているというか、憎まれているレベルだ。ユキは、ものすごく冷たく苛烈な目で、俺を睨みつけている。

　この子が特別に人間嫌いなのか、それとも俺がなにかやらかしたか。どっちだ？

「にゃー。でもでも、それ、おかしくない？」

「レインなら、この前、普通に精霊族の里に入れたわよね」

「文句……言われて、ないよ？」

「長おさにも認められてたなー」

「うぐ」

　みんなの援護射撃にユキがたじろいだ。

　もしかして、入場禁止は精霊族の意思ではなくて、ユキの独断……？

「なんでダメなのか、詳細を教えてくれないか？　以前は、里に入ることを許可してもらえて……でも、今回はダメというのは納得できない。俺に問題があるなら、言ってほしい」

「人間だからダメなのよ！」

「それはつまり……君の好き嫌い？」

「うぐ」

　言葉に詰まるユキ。実にわかりやすい子だ。

　ツンケンしているのだけど、こういう子は嫌いじゃない。

「……ふん、仕方ないわね。今回は特別に許可してあげるわ。でも……ソラとルナに変なことをしたら、ぶっ殺すわよ！」

「お、おおぅ……そ、そんなことはしないよ。約束する」

　なかなか物騒な子だ。ついつい迫力に飲まれてしまいそうになる。

　でも、ユキはソラとルナのことを純粋に心配している様子。不安にさせないように、言動には注意した方がいいな。気をつけよう。
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　再び精霊族の里に足を踏み入れた。

　澄んだ空気に、新緑の葉に覆われた街。透き通るほどに綺麗な水が流れていて、見ているだけで心が癒やされていくみたいだ。

　大げさかもしれないけど、楽園という表現がぴったりだ。

「相変わらず綺麗なところよね。竜族の里とは大違い」

「うん？　タニアんところは、どういうところなんや？」

「汗臭い」

「あー……その一言で、なんとなく想像できたわ。ウチ、竜族の里には行きたくないかも」

「それで正解よ。戦うことに特化してるせいか、日常生活がすごく不便なの。あと、娯楽も戦い以外ないし……微妙ね。まあ、あたしが言うのもなんだけど」

　あれこれと話をしつつ、ユキの案内で長の家に向かう。

「……」

　その途中、ユキはちょくちょくこちらを見た。

　敵意たっぷり、ものすごくキツイ感じで睨みつけてくる。

　失礼な態度は取っていないと思うのだけど……やはり精霊族だから、人間のことが嫌いなのだろうか？　ソラとルナの友達だから、できれば仲良くしたい。

　でも、どうしたら仲良くなれるか、さっぱりわからない。

「はい、ついたわよ」

　打開策が思い浮かばないまま、長の家についてしまう。

　仕方ない。ユキと打ち解けるための方法は後で考えることにしよう。

　今は、アルさん達の問題を優先しなければ。

　ノックをして扉を開ける。

「失礼しま……」

「徹底的に焼き払うべきだよっ!!」

　中に入ると同時、いきなり物騒な台詞せりふが飛んできた。

　スズさん、アルさん、ミルアさん。そして、精霊族の里の長。四人が丸く大きなテーブルを囲んでいる。その後ろに給仕係らしき精霊族が控えているが、ひたすらに気まずそうだ。

　俺達に気づくことなく、ドンッ！　と、ミルアさんが勢いよくテーブルを叩たたく。

「うちのかわいいタニアちゃんに……かわいいかわいいかわいいタニアちゃんにふざけたことをしてくれて、ぜぇえええ……ったいに許せないよ！　あんな都市、今すぐに焼き払うべきだよ!!」

　娘への愛と怒りを同時に瞳に宿して、ミルアさんが力説した。

　それを見て、思う……説得できるのかな、これ？

「お、落ち着くのじゃ、ミルア。わしらも人間のことは好ましく思っていないが、さすがに王都を滅ぼすというのは……」

　前に会った時は威厳に満ちていた長だけど、過激な意見を口にするミルアさんに押されている様子で、今はしどろもどろだった。

「うちのタニアちゃんを傷つけた人間に情けを？　そんなことありえないよ。死刑一択」

「ど、どうして、そう過激な方向に思考が働くのじゃ……？」

「子供を傷つけられて怒らない母親なんていないよ」

「む、むぅ」

　もっともな正論に長は返す言葉がないみたいだ。

　ミルアさんを諭すことは諦めた様子で、スズさんを見る。

「スズよ、お主もミルアと同じ意見なのか？」

「んー、そうですね」

　テーブルの上のお茶を一口飲んで、スズさんが言葉を紡ぐ。

「もちろん、賛成ですよ？」

　にっこりとそう言うものだから、スズさんは恐ろしい。

「王都を滅ぼすとまではいきませんが、それなりの謝罪と賠償。それと、今後、二度とこういうことが起きないようにするため、改善策の提出。あとは……そうですね、実行犯である勇者の私刑……ではなくて死刑というところですか」

「スズまでミルアと同じようなことを……」

「カナデちゃんの自由意志に任せているので、どのような事態に巻き込まれても、基本、本人の責任ですけどね。ですが……それはそれ、これはこれ。ミルアさんの言う通り、子を傷つけられて怒らない母親なんていませんよ」

　スズさんは笑みを浮かべているが、目は笑っていない。今までに見たことがないほど怒っているらしく、空気がビリビリと震えるほどの迫力があった。

「あ、アルは……」

　最後の綱とばかりに、長がアルさんを見た。

「む？　妾わらわの意見が聞きたいのか？」

「そ、そうじゃ。アルは、今回の件、どうするつもりなのだ？　さすがに王都を攻めるのは……」

「そうじゃな……妾は元々放任主義で、ソラとルナに過干渉するつもりはないのじゃ。今回の件も必要以上に動く気はないぞ。それに、王都を滅ぼすのはやりすぎじゃな」

「おぉ……そう言ってくれるか。うむ。その言葉を待っていたぞ」

「……ただ」

　アルさんの言葉は終わってなくて、嫌な予感を覚えたのか、長がビクリと震える。

「あまりいい気分はせぬな。スズと同じようなことを言うが、放任主義ではあるが、母親なのでな。ソラとルナはかわいい。その二人を傷つけられて、怒らぬ方が難しい」

「うぐ」

　頼みの綱であるアルさんを説得することができず、長は非常に困った顔をした。

　基本、精霊族は人間を嫌っている。嫌っているが、国なんて滅んでしまえ、とまでは思っていないのだろう。

　どうにかして説得したいが、しかし、アルさん達の決意は固い。

「おぉ、お主らは……！」

　そこで俺達に気がついたらしく、希望を見つけたというように顔を明るくする。

「ごぶさたしています。それと、突然、すみません」

「話を聞いて来てくれたのか？　よかった、そういうことならば歓迎を……」

「タニアちゃあああああぁんっ!!」

「ふぎゅっ!?」

　話を遮り、ミルアさんがタニアに突貫した。

　全力で抱きしめられて、タニアが奇妙な悲鳴をあげる。

「タニアちゃん！　タニアちゃん！　タニアちゃん！　大丈夫？　怪け我がしてない？　痛くない？　怖くない？　お母さんがいるから、もう大丈夫だよ」

「そ、そんなに慌てないでよ。あたしなら平気だから、って、全力で抱きしめないで！　死ぬ！」

　タニアがミルアさんをなだめる一方で、アルさんとスズさんがこちらを向く。

「久しぶりじゃな、娘達よ」

「みなさん、おひさしぶりです」

「うむ、久しぶりなのだ」

「元気そうですね、母さんは」

「にゃー、お母さん、前とぜんぜん変わってないね」

　さきほどまでの剣けん吞のんな雰囲気はどこへやら、母娘おやこは久しぶりの再会を喜んでいた。

「ところで、どうしてカナデちゃん達がここへ？　もしかして、私に会いに来たの？」

「うーん、ある意味で正解なんだけど……」

「我らは、王都に侵攻するという母上達を止めるために来たのだ」

「「止める？」」

　スズさんとミルアさんは、揃そろって小首を傾かしげた。

　なぜ止められなければいけないのか？　自分達は正しいのに、なぜ、娘達は反対するのだろう？

　そんな感じで、本気でカナデ達が望むところを理解していない様子だ。

「母さん。王都に攻撃をとか焼き払うとか、そんなバカなことはしないで」

　タニアはミルアさんを引き離して、そう説得した。

「母さん達が怒るのは無理ないけど、あたしらなら大丈夫だから」

「そうそう。私達、なんともないよ」

「それに、あれは人間全体が悪事に加担したわけではありません。勇者という愚か者が画策したことであり、その他の人間に罪はありません」

「だから、王都を焼き払うとか、そういう物騒な会話はやめるべきなのだ」

「やだ！」

「それは聞けませんね」

　娘達の説得が一蹴されてしまう。

「一万歩譲って、王都を焼き払うのはなしにしても……」

「カナデちゃん達に危害を加えたことに対する謝罪と賠償……誠意を示してもらわないと」

「妾達はおかしなことは言うてないぞ？　全て正当な権利であり、正論じゃ」

　三人共ぜんぜん意見を変えてくれないが、それも当然だ。三人が口にしているように、子供を傷つけられて怒らない母親なんていない。その怒りは当たり前のものだ。

　とはいえ、王都への攻撃なんて見過ごすわけにはいかない。

　どうにか思い直してもらおうと、俺達は必死になって説得を続けるのだった。
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「ふぅ……疲れた」

　あれから、日が暮れるまで話し合いを続けた。

　王都を焼き払うというのは回避できそうだけど、でも、謝罪と賠償は絶対ということで、そこはどうしても譲ってもらえない。

　以降、話し合いは平行線になり、結論が出ず、明日へ持ち越しに。

　今日は精霊族の里に泊まることになり、割り当てられた部屋で肩の力を抜いた。

　長時間、話し合いをしたせいで、かなり疲れた。

「そういえば、温泉があるんだっけ」

　ゆっくりと温泉に浸つかり、癒やされたい気分だ。行ってみようかな？

　そんなことを考えていると、部屋の扉をノックする音が響いた。

「はい？」

「こんばんは」

　扉を開けてみると、ユキの姿があった。彼女一人だけで、他に誰もいない。

　ユキは俺を嫌っているみたいだけど、そんな相手のところになんの用だろう？

　不思議に思いつつ、とりあえず部屋に招き入れる。

「お茶、飲むか？」

「いらないわ」

「お菓子があるみたいだけど……」

「いらないわ」

　ツーンとそっけない。

　どうして、ここまで嫌われているのやら。寂しいやら悲しいやら、複雑な気持ちだ。

「話があるんだけど、今、いいかしら？」

「ああ、問題ないけど……」

「回りくどいことは嫌いなの、ストレートにいくわ。ソラとルナとのパーティーを解消しなさい」

　突然の話に、さすがに動揺してしまう。

　ただ、彼女はとても真面目な顔をしていた。冗談や嫌がらせでこんなことを言っているわけじゃなくて、ユキなりの理由があるのだろう。

　しっかり話を聞かないといけないと思い、動揺を鎮め、ユキと向き合う。

「理由を教えてくれないか？」

「理由なんて簡単よ。私が、ソラとルナの友達だから」

「それは、どういう……？」

「あんたと一緒にいると、ソラとルナが危険な目に遭うの！」

　その言葉は矢のように鋭く、俺の胸に突き刺さる。

「あの二人、里を飛び出すなんて無茶をして……私は、二人が里を出ることに反対していたの。だって、そうじゃない。外の世界は危険がいっぱいだもの。安全な里にいればいいのに、わざわざ危険に飛び込む理由なんてないわ」

「それは……」

「アルさまは、ソラとルナの判断に任せる、って言っていたけど……でも、その結果がコレじゃない。人間にひどいことをされた、傷つけられた。それなのに、ソラとルナは外の世界に残るべきなの？　そんなわけないじゃない。二人は今すぐ里に戻すべきよ」

「……だから、パーティーを解消しろと？」

「そうよ。あの二人、あれで頑固だから。私が言っても聞かないと思うの。でも、あんたがパーティーを解消するって言えば問題は解決ね。なぜか、信頼しているみたいだし」

「そうかもしれないが……」

「このままだと、またソラとルナが傷つくかもしれないのよ？」

「っ!?」

　その言葉はなによりも重たく、鋭く……俺の心に深々と突き刺さる。

「本当にソラとルナのことを思うのなら、パーティーを解消して。そして、二人を里に帰して」

「俺は……」

「さすがに、今すぐ答えを求めるほど、私も鬼じゃないわ」

　ユキが一歩、後ろに下がる。

「アルさま達を説得するんでしょ？　どう転がるかわからないけど、数日はかかると思うから……その間に考えをまとめて、あんたの答えを聞かせてちょうだい」

「……わかった。きちんと考えるよ」

「あんたは人間だけど……でも、ソラとルナのことを大切にしているのは、なんとなくわかったわ。ソラとルナも、あんたのことを大切に思っている。それくらいはわかるつもりよ」

「そっか、ありがとう」

「お礼なんて言わないで。結局、ソラとルナは傷ついているの。そのことを忘れないで」

　ユキは俺に背を向けて、一度も振り返ることなく部屋を後にした。

　その背中を見送ることしかできず、それ以上声をかけることもできない。

「どうしたらいいんだろうな？　なんていうか……情けないな、俺」

　ため息をこぼして、髪をガシガシとかいた。
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　気がつけば朝になっていた。

　いつベッドに入ったのか、いつ眠ったのか、まるで覚えていない。

　あまり寝ることができなかったらしく、頭が重く、眠気がまとわりついていた。このままじゃいけないと冷たい水で顔を洗い、眠気を振り払う。

「どうするべきか」

　洗った顔はそのまま、水を拭くこともなく……俺は考えていた。考え続けていた。

　ソラとルナのため、パーティーを解散するべきなのか？

　そもそも、危険に晒さらしてしまうというのなら、それは他のみんなも同じだ。冒険者なんてしていないで、里でおとなしくしていた方がいい。

　ニーナとティナは帰る場所はないけれど、アルさんに頼めば喜んで受け入れてくれるだろう。

　でも、また仲間を失うなんて……

「……ダメだ。悪いことばかり考えちゃうな」

　一度、ユキの言葉を意識したらダメだった。パーティーを解消した方がいいのでは？　ということばかり、何度も何度も繰り返し考えてしまう。

　だけど、そんなことはしたくない。みんなと離れ離れになんてなりたくない。

「一応、時間はあるから、もう少し考えてみるか」

　幸いというべきか、ユキからは少しの猶予をもらっている。アルさん達を説得するまでの間……たぶん、二日か三日はあるだろう。

　その間に俺なりの答えを出して、きちんとユキと向き合いたい。

「よし」

　水が滴る顔をタオルで拭いて、俺は外に出た。
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　朝食を食べた後、再びアルさん達の説得を行う。

　アルさん達の主張は変わらない。

　王都の事件はアリオスが仕組んだもので、彼の命令を受けた騎士達に罪はない。しかし、アリオスを勇者に任命した王には責任がある。

　知らなかった、こんなことをするとは思わなかった、では済まされない。上に立つ者として、自身が下した命令に責任を持ち、向き合わなければいけないのだ。

　だからこそ、きちんとした謝罪と賠償をしなければ、到底、納得できるものではない……簡単にまとめると、アルさん達の主張はそんなところだ。

　昨日は、問答無用で焼き払う！　だったから、少し穏やかになった気がする。娘達に会い、説得されたことで少しだけ頭が冷えたのかもしれない。

　これなら、うまく物事を進めれば解決できるかも。

　ちょっとした作戦を思いついた俺は、話し合いが終了した後、長のところへ向かう。




　長に相談をして、無事に話をまとめることができた。これで、アルさん達のことはなんとかなりそうだ。

　最後の仕上げをするため、とあるおつかいをソラとルナに頼む。思い通りにいけば、うまいことアルさん達の暴走を止めることができるだろう。

　成功するかどうか、やや不透明な部分はあるものの、アルさん達の問題に関しては、俺ができることはもうない。後は祈るだけだ。

　あとは、俺の問題を解決しなければいけない。

　とはいえ、情けない話だけど、一人ではどうしても解決できそうになくて、先人の知恵を借りることにした。

「アルさん」

「ん？　なんじゃ、レインか」

　とある家の扉をノックすると、ひょこっとアルさんが顔を出した。

　アルさんの家にスズさんとミルアさんが泊まっているらしいが、二人の姿はない。

「今、一人ですか？」

「うむ。スズとミルアは、長のところに行っておるのじゃ」

「長のところに？　それはまた、どうして？」

　まさか、長を説得して味方にしようとしている？

　そんな危惧を抱くが、懸念に過ぎないことをすぐに知る。

「スズもミルアも、それなりに偉いからのう。挨拶やら色々としておかなければいけないのじゃ」

「なるほど。そういうことは大事ですね」

「それで、レインはどうしたのじゃ？　妾に何か用か？　そういえば、ソラとルナが見当たらぬが……なにか企たくらんでおるのか？」

「えっと……す、少し相談したいことがありまして」

　今、ソラとルナがなにをしているか、悟られるわけにはいかない。すぐに話を逸らす。

　まあ、相談があるというのは本当のことなのだけど。

「ふむ、相談か……今回の件とは違う話らしいな？　しかも、それなりに真面目な内容と見た」

「わかるんですか？」

「レインはわかりやすいからのう。あと、妾の頭の回転が速いということもあるが」

　さり気なく自慢を挟むところがアルさんらしい。

　色々な意味で敵かなわない。

「ちょっとした問題が起きて……色々と考えてみたんですが、どうしても答えを出すことができなくて。それで、アルさんに相談に乗ってもらえたら、って」

「ふむ。まあ、構わぬぞ。ただし、一つ条件があるのじゃ」

「なんですか？」

「妾と一緒に風呂に入れ」

　たっぷり三十秒、フリーズした後、

「は？」

　俺は、とびぬけて間の抜けた声をこぼした。
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「ひゅふぃいいいいい」

　熱い湯と白い湯気。それらを満喫して、アルさんは恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　ここは精霊族の里に作られた露天風呂で、今は俺とアルさんの貸かし切きり状態だ。

　この露天風呂は、里には風情が足らんと、アルさんが趣味で作ったらしい。

「ど、どうしてこんなことに……？」

　アルさんに相談に乗ってもらいたいだけなのに、気がつけば彼女のペースに巻き込まれて、一緒に露天風呂へ入ることに。

　マナー違反だけど、俺は腰にタオルを巻いている。しかし、アルさんはなにもつけていない。

　隠すなんてやましいことじゃ！

　……なんていうような感じで、堂々と肌を晒していた。

　直視できるわけがなくて、俺は明後日あさっての方を向いていた。

「んっ、くぅ……ぷはぁあああ！　やっぱり、風呂で飲む酒はうまいのう！　極楽じゃ♪」

　アルさんは露天風呂に酒を持ち込み、幸せそうな顔をして飲んでいた。

　完全に遊び人のすることなのだけど、アルさんがやると不思議とよく似合う。
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「レインも一杯やるか？」

「い、いえ。俺はいいです」

「そうか？　遠慮しなくていいのじゃぞ？」

「遠慮というわけじゃなくて……というか、なんで風呂なんですか？」

「よく言うじゃろう。裸の付き合いは大切じゃ、とな」

　それは人間の格言だと思っていたのだけど、精霊族も知っていたのか？

「ほれ。レインも飲め」

「いや、ですから……」

「妾の酒が飲めないというのか!?」

「絡み酒!?」

　酔うとめんどくさいな、この人！

「……これから大事な話をしたいので、さすがに酒は飲めません」

「ふむ、大事な話と来たか」

　アルさんも真面目な顔になる。

　酔っているかと思ったけど、そうでもないらしい。そういえば、精霊族は酒に強かったか。

「なら、話してみるがよい。今の妾はご機嫌じゃから、なんでも聞いてやるぞ」

　アルさんは酒をくいっと喉に流し込み、不敵な表情でそう言うのだった。

「その前に、せめてタオルを……」

「マナー違反じゃぞ？」

「わかっているんですけど、さすがに厳しいです」

「む。妾の裸など魅力がなく、見たくないと？」

「そ、そういうわけじゃ……」

「くふふ、冗談じゃ。まったく、仕方ないのう」

　アルさんはニヤニヤと笑いつつ、タオルで前を隠してくれた。

　この表情、この態度……やっぱりルナの母親だなあ、と強く実感した。

「それで、相談とはなんじゃ？　もしかして、ソラとルナのことか？」

「っ!?　どうして、それを……」

「レインは、わかりやすいからのう。それがお主の美徳でもあるが、もう少し隠し事が上手になった方がよいぞ。でなければ、ウソもつけん」

「アルさんは……俺の相談したいこと、だいたいの見当をつけているんですね」

「まあのう。王都の件でソラとルナ、他の皆を危険に晒したことを後悔しているのじゃろう？　そして、これからも一緒にいていいか悩んでいる……そんなところか？」

「……アルさんって、心を読めるんですか？」

「そんなことできるわけなかろう。さっきも言ったが、レインがわかりやすすぎなのじゃ。ここ最近、ソラやルナ、皆を見て苦い顔をして悩んでいることが多かったからのう」

　だからといって、ここまで正確に的中させることができる人は、アルさん以外にいないと思う。改めて、とんでもない人だな、と心が震えた。

　そんな俺を見て、アルさんはニヤリと笑い、再び酒を飲む。

「俺……みんなと一緒にいていいのかな、って」

「また危険に晒してしまうかもしれない、そう怯おびえておるのか？」

「怯えて……はい、そうですね。それは、とても怖いです」

「妾が言うのもなんじゃが、今更の話ではないか？　魔族と戦ったこともあるのじゃろう？　それなのに、なぜ今、そんなことを思う？」

「それは……ちょっとした機会があって」

　ここでユキの名前を出すのは卑ひ怯きょうな気がしたので、詳細はぼかしておいた。

「ちょっとしたことがあって、みんなのことを考えるようになって……これでいいのかな、って」

「ふむ」

「今までの俺は、みんなと一緒にいることに満足して、それ以上のことを考えなかった。一緒にいることの意味、理由、結果を気にしたことがなかった。そして……王都で、みんなを危険な目に遭わせてしまった」

　アリオスは俺を狙い、あんな事件を引き起こした。そして、みんなが巻き込まれた。

　ユキの言う通りだ。俺のせいでみんなを危険に晒した。

　これから先、同じことが起きないなんて言えない。むしろ、冒険者を続ける以上、危険を繰り返してしまう可能性は高い。

　だとしたら、パーティーを解散するべきでは？

　そんな風に、思考がマイナスに傾いてしまう。

　本当はイヤだ。

　心の底から信頼できる仲間と出会うことができた。楽しいことも悲しいことも共有して、一緒の時間を過ごしたいと思う。

　ずっとずっと一緒にいたい……そう強く思う。

　でも、それは俺のわがままじゃないだろうか？　俺と一緒にいることでみんなが危険に晒されるのなら、身を引くべきじゃないか？

　ユキに指摘される前に、自分で気づくべきだった。

　とても心地いいから、みんなに甘えて、危険に気づかないフリをしていたのだろう。

　そうやって俺は……

「これっ」

「いた!?」

　ぽかん、とアルさんにげんこつをもらう。

　意外と力が入っていて、ちょっとだけクラクラとした。

「な、なにを……？」

「その顔は、どうでもいいことを延々と悩み、迷っている様子じゃな」

「どうでもいいことなんて、そんなことは……！」

「ある程度、察しはつくが、どうでもいいことじゃよ」

　あえてなのか、アルさんは断言してみせた。

「それは、つまらぬ考えじゃ。というよりは……おこがましい、というべきかのう」

「おこがましい……？」

「なぜ、レインが全ての責任を負う必要がある？　皆の保護者にでもなったつもりか？　まあ、皆が年端も行かぬ子供なら責任はあるかもしれぬが、そういうわけではなかろう。皆、大人じゃ。自分の行動の責任は自分で負う。それが当たり前のことで、レインが気にする必要はないのじゃ」

「ですが……」

「パーティーのリーダーだから？　仲間に誘ったから？　原因が自分にあるから？　なんでもかんでも自分が起点と考えるのは、おこがましいことではないか？」

「……」

「む？　じゃが、ニーナはまだ子供か。その点に関しては、多少の責任が生じるかもしれぬが……それでも、心は立派な大人じゃ。自身の行動の責任を自身で負う覚悟は決めておるじゃろう。それなのに勝手に責任を負う必要などない」

　アルさんの言葉は優しく、胸に響いた。

　でも、まったく責任がないとは思えない。程度はわからないけど、多少はあるはずだ。だからこそ、ユキは俺を認めていない。

「それでもまだ責任を感じるのなら、覚悟を決めてみせよ」

「覚悟……ですか」

「うむ。今、迷っているのは心が定まっていない証拠じゃ。揺れているのじゃな。じゃから、覚悟を決めて心を定めることで、自おのずと道が見えてくるじゃろう……ぷはーっ」

　そんなかっこいいことを言いつつ、アルさんは酒を飲んだ。
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　風呂から上がり部屋へ戻ると、

「こんばんは、レインさん」

「やっほー、お邪魔しているよ」

「スズさん!?　それに、ミルアさんも」

　なぜか、スズさんとミルアさんがいた。

　二人共風呂上がりらしく、ほかほかしてて、あと石せっ鹼けんの良い匂いがした。

　妙な色気があり、そのくせ無防備な姿を見せているから、ちょっと視線に困る。

「どうしたんですか？　俺に用でも？」

「ええ。レインさんを説得しようと思って」

　説得と言われても、それは俺達の役目なのでは？

「レインくんは、私達が王都を攻めることに反対なんだよね？」

「それは、もちろん」

　その点については何度も話をして、しかし説得することができず、平行線で終わっている。

「もしかして、考えを改めてくれる気に？」

「ううん、そんなことないよ」

「というよりは、レインさんを説得した方がいい、という結論になったんですよね」

「えっと……？」

　二人がなにを求めているのかよくわからない。

　俺はちょくちょく鈍感と言われるが、この時ばかりは、その適用外だと思う。

　……だよな？

「もう少し詳しい話をしてくれませんか？　よくわからないんですけど……」

「つーまーりー」

「こういうことですよ」

「うわっ」

　いきなりスズさんが抱きついてきた。押し倒された俺は、スズさんとミルアさんの膝の上に寝る形に。二人のダブル膝枕……という、よくわからない状況だ。

「あ、あの……これは？」

「ふっふっふ。私達の大人の魅力で、レインくんをメロメロにして懐柔しようと思って」

「思いまして」

　二人の見た目は幼いが、しかし、大人の雰囲気はしっかりとある。その上で、この言葉が適切かどうか微妙だけど、二人はとんでもない美少女だ。

　ダブル膝枕なんてされてしまい、俺は顔を熱くして慌ててしまう。

「いや、あの……こ、こんなことは困るんですけど」

「なら、私達に味方してほしいなー？　一緒に王都に攻め込もう？」

「賛成してくれるだけでも構いませんよ？　そうしたら、もっとすごいことを……ふふ」

　もっとすごいことって、どういうこと!?

「えへへ、どうどう？　私達の膝枕、気持ちいい？」

「どうですか、レインさん？」

「えっと……はい。素直に気持ちいいです」

「なら、私達に協力してくれる？」

「それは……ごめんなさい」

　予想外の展開だけど、これはこれで、二人を説得するチャンスかもしれない。

　こんな体勢ではあるが、改めて話をしてみようと思う。

「スズさんとミルアさんは、どうしても王都を攻めるつもりですか？」

「んー……どうしても、というわけではないですけどね。ただ、カナデちゃん達がいじめられたのに、それに対してなにもしないなんてこと、できませんよ」

「かわいいタニアちゃんをいじめた勇者とか騎士とかは、フルボッコだよっ！」

「最強種は人間と国交を結んでいませんが……まあ、私達は国ですらないですが……それなりの付き合いはありますからね。ここで静観してしまうと、最強種が低く見られてしまいます」

「それはダメなんだよ！　この辺りで一度、しっかり釘くぎを刺しておかないと」

　なるほど、もっともな話だ。

　極端な話だけど、人は失敗をしないと学ばない。痛い目に遭うことで、もう二度とあんな目に遭いたくないと思い、力と知識を蓄えて成長していくものだ。

　逆に言うのなら、痛い目に遭わなければ成長しない。なにも変わらない。

　カナデ達を不当に拘束、傷つけた件を反省させなければ、同じ過ちを繰り返すかもしれない。スズさんとミルアさんはそのことを危惧しているのだろう。

　こうして話を聞くと、二人の主張は至極当然のものに思えるのだけど……

「まずは、タニアちゃん達を捕まえた騎士、冒険者達はサンドバッグの刑！　あと、勇者に勝手な権限を与えた国の重鎮連中は、フルボッコの刑！　それからそれから、タニアちゃんを傷つけた勇者は……死刑。うふ、うふふふっ」

　……相当に私怨が入り混じっているところが厄介だ。反省させるだけで終わらず、そのまま、本当に国を滅ぼしてしまいそうな気がする。

　さすがにそれはやりすぎなので、どこかで妥協点を見つけてもらわないと。

　とはいえ、この様子なら、俺の考えている策がうまくいきそうだ。スズさんとミルアさんの問題は、よほどのことがない限り、うまく解決すると思う。

「……少しいいですか？」

　この際だ、聞けることは全部聞いておきたい。

「うん、なに？」

「二人の主張はわかりましたけど、一つ疑問があって……俺に対する怒りはないんですか？」

「「え？」」

　スズさんとミルアさんは、揃って不思議そうな顔に。

　とぼけているのか、本当に気にしていないのか。そこが気になり、質問を続ける。

「事件の主犯のアリオス……勇者の狙いは俺でした。カナデ達はなにも関係がなくて、俺のせいで巻き込まれて……みんなに被害が及んだのは俺のせいです。だから、俺は……」

「「はぁあああ……」」

　二人は同調しているかのように、同時に深いため息をこぼした。

　それから、共に、こちらに呆あきれた視線を送る。

「まさか、レインさんがそんな風に考えていたなんて」

「タニアちゃんのす……恩人に悪いことは言いたくないけど、でもでも、それはおこがましい、っていうものだよ？」

　また、おこがましいと言われてしまった。

「レインさんは優しいから、気にしてしまうのも仕方ないと思いますけどね。でも、そこまでの責任を負うことはないんですよ？」

「というかそれを言うなら、タニアちゃんを旅に出した私に根本的な責任がある、っていうことになっちゃうよ？　里でずっと保護していればよかった、っていう話になっちゃうよ？」

「それは……」

　そう言われると、そうかもしれない。

　でも、やはり、みんなを巻き込んでいるのは確かなわけで……

「……ふぅ」

　仲間と一緒にいたいけど、一緒にいたら傷つけてしまうかもしれない。

　矛盾した感情がぐるぐると渦を巻いて、心をかき乱していく。考えても考えても答えが見つからなくて、頭が重くなってしまいそうだ。

　俺、どうしたらいいんだろう？

「ふふ」

　俺の葛藤を察した様子で、スズさんが優しい顔を見せる。

　見れば、ミルアさんも母性にあふれる顔をしていた。

「レインくんは、考えすぎちゃうところが問題点だね」

「でも、カナデちゃんのお母さんとしては、うれしいですよ」

「うん、そうだね。それだけ悩むっていうことは、タニアちゃん達のことを真剣に考えている、っていうことだからね」

「それは……もちろん、そうですよ。真剣に考えています。みんな大事な仲間だから」

「なら一人で抱え込まないで、みんなに話してみてはどうですか？」

「スズちゃんの言う通りだよ」

「でも、それは……」

「なんでも打ち明けろ、とは言いませんよ。誰でも隠したいことの一つや二つ、ありますから」

「でもでも、そういう悩みは別だと思うな。だって、レインくんのパーティーのこれからに大きく関係しているでしょ？」

「そういうことは皆で共有して、話し合い、答えを見つける……それが一番の方法では？」

「そうしようとしないで一人で解決しようとするから、おこがましい、って思っちゃうんだよ」

　目から鱗うろこが落ちるような気分だった。

「そっか、俺……」

　二人の言う通りだよな。

　確かに、こういう問題は共有して話し合わないといけない。それなのに俺は一人で考えるだけで、みんなに打ち明けようとすらしていない。一人で抱え込んでばかりだ。

　これ……みんなのことを考えているようで、その実、自分のことしか考えていない。なんてダメダメなヤツなんだ。これじゃあ、おこがましいと言われて当たり前だ。

「ありがとうございます。俺、目が覚めました」

「うんうん、どういたしまして。やっぱり、レインくんはそういう顔の方がいいよ」

「ちなみに、私達の気持ちは今までと変わりませんよ。レインさんなら、カナデちゃん達を任せられますから……これからも、ウチの娘をよろしくおねがいしますね」

「はい！」

　今度は間違えないように、しっかりと頷うなずいてみせた。

「あ、ところで私達のお願いだけど……」

「それはダメです」

　にっこりと笑いつつ、しかし、バッサリと両断しておいた。
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　翌日、みんなに集まってもらう。

　ソラとルナはちょっとした用事を頼んだため、今はいない。ただ、できる限り早く話をしておきたいと思い、先に他のみんなに悩みを打ち明けることにした。

　その結果……

「にゃー……レインのばか」

「そうね、バカね」

「バカやな」

「えっと、えっと……めっ」

　連続で怒られてしまう。カナデ達は揃ってジト目で、けっこう怖い。

　それ以上に迫力があるのがニーナだ。むー、と頰を膨らませている。普段まったく怒らないだけに、こうしてご機嫌斜めになった時は一番恐ろしい。

「レインと一緒にいることで、私達が危険に晒されるとか……」

「でもって、それを自分の責任と考えるとか……」

「レインの旦那は、ホンマ、アホやなあ」

　アホ、いただきました。

　みんな、とても呆れているようだ。

「そうやって悩んじゃうところは、とても優しいレインらしいかな、って思うよ？　でもね、なんていうか……えっと」

「カナデ、こういう時はハッキリ言った方がいいわ。レインはアホでバカで、ダメダメってね」

「うぐ」

　容赦のない言葉に、ぐさりと心に矢が刺さる。

　でも、事実ダメダメなので、その批判は甘んじて受け止めないと。

「心配してくれるのはうれしいけど、あたしらは子供じゃないの。自分で考えて、自分でものを決めているのよ？」

「そら、レインの旦那と一緒にいたら危険な目に遭うかもしれんけどな。でも、それら含めて、うちら自身が決めたことや。その覚悟はあるし、責任をレインの旦那に押し付ける気はないで」

「そうだよ、ティナの言う通りだよ。私達は、私達の意思でレインと一緒にいるの！　背負う必要のない責任を負うなんておかしいよ。もうっ、今日のレインはダメダメだよ！」

「いや……ホント、すまない」

　みんなで話し合いをするつもりだったが、途中から俺の説教大会へ移行していた。

　とはいえ、そうなっても仕方ない流れなので、ひたすらに頭を下げる。

「レイン、レイン」

　ニーナが、うなだれる俺の顔を持ち上げた。

　そうやって視線を合わせると、にっこりと笑う。

「わたし、まだ……子供だけど。でも、ね……レインと一緒にいたいよ」

「……ニーナ……」

「危ないとしても……やっぱり、一緒がいいな。それは、わたしが、そう決めたことだから。だから……レインは気にする必要、ないの」

「……ああ、そうだな。ありがとう、ニーナ」

　ニーナの優しい言葉が、ストンと心に落ちた。そして、温かい気持ちになる。

　勘違いをして、一人で勝手に背負い込もうとして……そうやってやらかしてしまった俺のことを、みんなは仕方ないなと言いつつも、笑顔で許してくれる。

　もう二度と間違えてはいけない。

　みんなの信頼を裏切るようなことをしてはいけない。

　そんな誓いを心に立てて、前を向いて歩くことを決意する。

「ま、レインの旦那も反省しとるみたいやし、この辺にしとこか」

「そうだね。あまりしつこく言っても、それはそれで嫌な感じになっちゃうからね」

「いい、レイン？　これからは、二度とそんなバカなことを考えないように！」

「わかった、誓うよ」

「ん、よろしい」

　ニーナに続いて、みんなの顔にも笑顔が戻った。

　うん。

　説教大会になってしまったけれど、みんなに話をしてよかった。これで迷いは消えて、答えを出すこともできた。

　これからもがんばろう。

「それじゃあ、お母さん達の説得に戻ろう。そろそろ、起きているんじゃないかな？」

　昨日、あれからアルさん達は飲み明かしたらしく、ぐっすりと寝ていた。

　なので、みんなとの話を先にした……というわけだ。

「説得はするけど、どうしたらいいのかしら？　母さん、見たまま子供っぽいから頑固なのよね」

「うーん、私のお母さんもそうなんだよね。こうと決めたことは、なかなか譲ってくれなくて」

「アルさんも、なかなかに厄介やなあ。一番落ち着いとるようで、一番過激っぽいしなあ」

「でも……がんばら、ないと」

　ニーナが小さな拳をぎゅっと握りしめて、気合を入れるポーズをとる。

「ニーナの言う通り、がんばらないといけないな。場を混乱させた俺が言うのもなんだけど……うん。絶対に止めないと」

「にゃー……お母さん、本当に王都を攻めそうなんだよね」

「母さんは、たぶん、九割本気だと思うわ」

　スズさんとミルアさんが、微ほほ笑えみを浮かべつつ王都を火の海に変える。

　そんな光景が鮮明に想像できるのだった。

「せや。レインの旦那が言ってた策っていうのは、どうなってるんや？」

「それは、ソラとルナに任せているんだけど、二人はまだ？」

「戻ってきてないかな」

「あの二人になにを頼んだの？」

「ああ、それは……」

「た、大変じゃ！」

　策の内容を話そうとしたところで、突然、扉が勢いよく開いた。

　相当に慌てているらしく、精霊族の長が息を切らしている。

「にゃー、どうしたの、そんなに慌てて？」

「こらっ、品性欠乏症猫。相手は長なんだから、口調に気をつけなさい」

「品性欠乏症猫!?」

　タニアの容赦ないツッコミに、カナデはガーンというような顔をした。

　それは置いておいて。

「そんなにあわてて、どうしたんですか？」

「あ、アル達が……今から王都に攻め込むと言い始めたのじゃ！」
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　急いで精霊族の里の入り口へ行くと、スズさん、アルさん、ミルアさんの三人の姿があった。それぞれラフな格好をしていて、普段とあまり変わりない。

　ただ、その身にまとう闘気は別格だ。三人はやる気たっぷりで、思わず怯ひるんでしまいそうになる。

「ちょっと、お母さん！　どこに行くつもりなの!?」

「もちろん、王都ですよー」

「あたしらとの話が終わってないでしょ！」

「だってだって、タニアちゃん難しいことばかり言って、お母さんの邪魔をするんだもん！」

「話は平行線で、互いに納得することはないじゃろう？　なので、話はここまでじゃ。妾達は妾達で、勝手に行動させてもらうのじゃ」

　まずい。

　アルさん達は我慢の限界に達したらしく、強引に行動に移ることにしたようだ。

　もはや話し合いは無理。こちらも強引に止めるしかないのかもしれないが、アルさん達の力を考えると、それは不可能に近い。

「待ってください！　話はまだ……」

「終わりなのじゃ」

　時間稼ぎに付き合うつもりはないと、ぴしゃりと言われてしまう。

　どうすればいい？　詰みに近いこの状況から、どうやって逆転すればいい？

　必死に考えるものの、打開策が思い浮かばず、次の行動に移ることができない。

　どうすることもできず、ただ、アルさん達を見送ることしか……




「待つのだ！」




　諦めかけたその時、鋭い声が割り込み、アルさん達の足を止めた。

　その声の主は……

「ルナ！　それに、ソラも！」

「ふふん、絶妙なタイミングというヤツみたいなのだ！　我は、このような出番をずっと待ち望んでいたぞ。さあ、刮かつ目もくせよ！　そして、驚きょう愕がくするがいい！　我こそは……」

「黙りなさい」

「ふぎゃん!?」

　ソラのげんこつが炸裂して、ルナが地に沈んだ。

　突然現れてなにをしているんだこの二人？　という、微妙な空気が流れる。

「空気の読めない駄妹が失礼しました。とりあえず……レイン、おまたせしました」

「ああ、助かったよ。本当に良いタイミングだ」

「ソラは、主の期待を裏切ることのない優秀な使い魔なので。ふふ」

　今まで姿の見えなかった娘達が現れて、アルさんは少し驚いているみたいだった。

　しかし、すぐに気持ちを切り替えた様子で、射るような視線をソラに向ける。

「ふむ。ソラよ、そこをどくのじゃ。ソラも妾の邪魔をするつもりか？」

「邪魔といえば邪魔になりますが……まずは、こちらの人間の話を聞いてください」

　そう言うと、ソラは一歩、横に移動した。

　その後ろから現れたのは……

「こんにちは。そして、少しぶりですね、レインさん」

　サーリャさまだった。
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　アルさん達は、国がきちんと誠意を見せるのならば考えないこともない、と言った。

　なので、その通りにすることを考えた。

　精霊族の里は色々な場所と繫がっている。距離という概念は適用されず、移動には転移魔法が用いられているため、一瞬で遠くまで移動できる。

　その特性を利用して、ソラとルナに頼み、王都に赴いてサーリャさまを連れてきてもらうように頼んだのだ。許可は昨日のうちに長から得ていた。

　面倒と迷惑をかけてしまい申しわけないのだけど、サーリャさまなどの王族に動いてもらわないと、アルさん達を止めることはできないと判断した。

　話はうまい具合に進んだらしく、ソラとルナは、無事にサーリャさまを連れてきてくれた。

　その後、サーリャさまとアルさん達の話し合いが行われて……宴会が開かれることに。

　うん、なにを言っているかわからないと思う。

　俺も意味がわからない。

　でも、それは本当のことで……現在進行形で、目の前で宴会が開かれていた。




「うはははっ、いいぞいいぞ。もっと飲むのじゃ、ほれ」

「はい、いただきますね」

　お酒で顔を赤くしたアルさんは、とても上機嫌な様子でサーリャさまに酒を注いでいた。

　サーリャさまはほんのりと頰が染まり、そこそこ酔っているみたいだ。ただ、まだ余裕はあるらしく、コクコクとマイペースにお酒を飲んでいく。

「おお、いい飲みっぷりなのじゃ。妾も負けていられないな！　精霊族は酒で負けてはならぬ！」

　よくわからない持論を持ち出して、アルさんも追加で大量のお酒を飲む。水みたいに飲んでいるが、大丈夫なのだろうか？

　精霊族は酒に強いみたいだけど、それでも、かなりの量を飲んでいると思う。明日、二日酔いにならないといいのだけど。

「にゃー……レイン。なんで、こんなことになっているのかな？」

「ごめん、俺もわからない」

「あはは、だよねー」

　同じテーブルを囲むカナデは、苦笑しつつ、お酒を一口飲んだ。




　あれから、サーリャさまとアルさん達の話し合いが行われたのだけど、俺達は参加を禁止された。アルさん曰いわく、トップ同士の会談に俺達が関わる必要はない……と。

　その通りなので、もどかしくはあったものの、部屋の外で待つことにした。

　そして、話し合いは数時間に及んだ。

　紛糾しているのか？　平行線を辿たどっているのか？

　長時間続いたことで悪い想像をしていたのだけど、蓋を開けてみると、サーリャさまとアルさん達はこれ以上ないほど意気投合するという結果に。

　サーリャさまは王から預かった親書を渡して、同時に国として正式に謝罪をした。

　アルさん達はそれを受け入れて、攻め込むのを中止にした。

　それから、友愛の証あかしとして宴うたげが開かれることになり……後は見ての通りだ。

　みんな仲良く、お酒を飲んでいる。




「ま、うまくいった、ってことでいいんじゃない？」

「ふふん、我のおかげなのだ！」

「なにをバカなことを言っているんですか。王女を連れてくるという策を考えたレインのおかげでしょう。主の手柄を横取りするような真ま似ねはいけませんよ」

「むう。ちょっとくらい褒めてもらってもいいではないか。なあ、ニーナもそう思わないか？」

「……あふぅ」

「む？　ニーナよ、なぜ顔を赤くしている。照れているのか？　我はそんなに恥ずかしいことを言った覚えはないぞ？」

「って……これ、お酒じゃない！」

　タニアの言う通り、ニーナはお酒の入ったグラスを手にしていた。

　顔を赤くして、瞳をぼーっととろけさせて、ふらふらと頭を前後に揺らしている。

「まいったわね。間違ってお酒を飲んじゃったみたい」

「大丈夫なん？」

「ニーナも最強種だから、お酒を飲んでも悪影響はないわ。ただ、まだ子供だから耐性はないし、こうして簡単に酔っちゃうの」

「あふぅ。ふわふわ、するの……にゃあ」

「私の決め台詞がとられた!?」

「決め台詞だったのですか……」

「ニーナ、それはもう飲んではいけないぞ。ほら、横になるといいのだ」

「んぅ」

　みんなでニーナの介抱をする。

　当の本人は、ほろ酔い気分で気持ちよさそうだった。

「カナデ、ニーナのこと頼んでもいいか？　俺、ちょっと用事があるんだ」

「うん、いいよ。任せておいて」

「ありがとう」

　俺は宴会場を後にして、そのまま外に出た。




～Yuki Side～




　少し離れたところから、楽しく騒がしい宴会の音が聞こえてくる。

　そんな中、私は、泉のある里の広場に一人でいた。

　ここで、あの男と話をする予定だ。とはいえ……

「本当に来るのかしら？」

　ソラとルナを危険に晒して、責任を取ることができるのか？

　そんな質問をぶつけたら、なにも答えられないでいた。

　情けない。やっぱり、人間はどうしようもない。

　ソラとルナは、私が守らないと。

「私が昔、二人に助けられたように……今度は、私がソラとルナを守る」

　ソラとルナとの出会いはずっとずっと前……物心ついて間もない時のことだ。

　当時の私は、今と真逆の性格をしていて、ひどく内向的でひたすらに不器用。友達なんていなくて、いつも一人で遊んでいた。

　そんな子供だったから、他の子からよくからかわれていた。時に子供は残酷だ。それは人間も最強種も変わらなくて、度々、ちょっかいを出されていた。いじめと言われるようなことをされていた。

　悲しくて、悔しくて、苦しくて。

　どうすることもできず、私は泣くことしかできない。

　そんな時、ソラとルナが現れた。

「そこまでです！　つまらない真似はやめて、すぐにその子から離れなさい」

「いじめなんてしていたら、噂うわさの人間と同じレベルに落ちるのだ。それでいいのか？」

　私にとって、ソラとルナはまさしくヒーローだった。

　颯さっ爽そうと現れて、言葉を交わしたこともない自分を助けてくれて……私は、二人に強い憧れを抱いた。二人のようになりたいと思った。

　それから、ソラとルナと一緒に遊ぶようになり、私達の距離は縮まる。それと同時に、私の性格も大きく改善されていった。二人の影響だ。

　内向的だった部分は外交的に。そして明るく……というよりは、勝ち気になった。私に何度もちょっかいを出していたヤツを泣かすほどに、強気になった。

　全部、ソラとルナのおかげだ。二人には感謝してもしきれない。

　もっとも、ソラとルナは私を助けて、大きな変化を与えたことを自覚していないだろう。ただ単純に、私という友達ができた。そんな認識しか持っていないと思う。

　そんなところが、ソラとルナの魅力だ。

　だからこそ、あの人間が許せない。

　安易な考えで二人を巻き込んで、危険な目に遭わせて……ソラとルナになにかあったら、どうするつもりなのか。もっと考えてほしい。

「本当なら、魔法でも叩き込んで灰にしたいところだけど……まあ、ソラとルナがずいぶん心を許しているみたいだから、それはやめておくけど」

　ソラとルナが心を許している……ちょっと、イラッとする。

「でも、適当なことを口にするようなら、私が……」

　今度は、私がソラとルナを助ける。

　そう誓ったはずなのに、一度、失敗した。ルナが魔物に捕まった時、私はなにもできなかった。大人に言われるまま、里に閉じこもっていた。

　あの時ほど、自分の行動を後悔したことはない。

　そして、もう二度と失敗しないと誓った。心に決めた。

「だから、私は……！」
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　家が建ち並ぶ区画を通り過ぎて、豊かな緑が広がる静かな広場に移動する。

　その広場にユキの姿があった。

「来てくれたのね」

「そういう約束だから」

　宴会が始まる前……適当なタイミングで時間を作り、ここに来るように頼まれていたのだ。

「それで、答えは？」

　回りくどい話は好まないらしく、ユキは直球で尋ねてきた。

　それに対する答えは、すでに見つけている。

「断るよ」

　わりとハッキリ言うことができたと思う。

　たったの一言ではあるが、俺の意思を強く伝えることができたはずだ。

「……そう」

　ユキは怒るわけでもなく驚くわけでもなく、ただただ静かに、そう一言つぶやいた。

「あなたがそう決めたのなら、これ以上、私が口を出すことはできないわ。残念」

「悪いな」

「ただ、どうしてそういう考えに至ったのか、よかったら聞かせてくれる？」

「俺はわがままなんだ」

「えっと……どういう意味かしら？」

「簡単にまとめると、これからもみんなと一緒にいたい」

　シンプルなたった一つの想い。

　それを告げると、ユキの目が丸くなる。

「……え？　それだけ？」

「ああ、それだけだ」

「ちょっとまって……私、色々と言ったわよね？　警告したわよね？　あなたと一緒にいることで、ソラとルナが危険な目に遭うかもしれない、って。それなのに……え？　それだけ？」

　ユキは頭が痛いという様子で、こめかみの辺りを指先で押さえていた。

　気持ちはわからなくはない。俺の答えは、身勝手極まりないものだからな。

「でも、他に言いようがないんだ。ソラとルナと一緒にいたい。拒絶されたら別だけど、そうでない限りは、一緒に笑い一緒に泣いて……ずっとずっと、そんなことをしていきたい」

「そのために、ソラとルナを危険な目に遭わせてもいいと？」

「大丈夫だ」

「なにがよ？」

「俺が守る」

　心からの決意をユキに告げた。

　みんなと話をして、俺が全部の責任を負うことはおこがましいと、そう理解した。それでも、ユキが言っていることも間違いではないと思う。

　俺と一緒にいることで、みんなに危険が及ぶ可能性はある。責任とかそういう話は抜きにしても、それは絶対だ。

　だから俺は、どんなことが起きてもみんなを守る。

　悲しませることはしない。

　泣かせることはしない。

　不幸になんてしない。

　そのために俺ができることをなんでもして、困難がやってくるというのなら、全力でそれに抗あらがう。理不尽な運命に襲われたとしても、この身を盾にしてみんなを守る。

　それが、俺が新しく立てた誓いだ。

　そう語ると、ユキはため息をこぼす。

「呆あきれた……そんなの現実が見えていない、ただの痛い子じゃない。どんなことからでも守るなんて、不可能だわ」

「でも、やる前から諦めるつもりはない」

「あのね……」

「道を歩いている時、絶対に転ばないように守る、っていうのはさすがに無理だけど。でも、王都の一件のような事件が起きた時は、どんなことをしても、なにがあっても守るよ」

「言い切るのね。それ、どれだけの覚悟があるのかしら？」

「俺の命を賭ける」

　即答すると、ユキは驚いたように目を丸くした。

　それから、じっと俺を見つめる。

　ややあって、ユキは小さく笑う。

「どうやら本気みたいね」

「もちろん本気だ」

「仲間のために命を賭けられるなんて、そんなヤツ、人間にいるわけがないって思っていたけど……あなたは違うみたいね。ウソは０％、本気が１００％。まったく、頭がおかしいんじゃない？」

　チクチクと刺すような台詞なのだけど、でも、ユキはどこか楽しそうだ。柔らかい表情を見せてくれていて、今は、年相応の女の子らしい顔をしていた。

　くるりと、ユキが背中を見せる。

「どこへ？」

「話は終わり。なら、邪魔者は立ち去るのみでしょう？」

「認めてくれるのか？」

「仕方ないじゃない。命を賭けるなんて、そこまで言われてダメなんて言うほど、私は狭量じゃないわ。ただ……その言葉、絶対に守りなさいよ」

「もちろんだ。ユキにも誓うよ」

「うん、良い返事ね……あなたなら、私の代わりに、本当にソラとルナを守ってくれそう」

　ユキは振り返り、

「ソラとルナをお願いね」

　小さく笑い、この場を後にした。

　ユキの笑顔はとても優しく、あれが彼女の本当の姿なんだな、と思う。

「ふう」

　一人になったところで、俺は吐息をこぼして、体から力を抜いた。すごく緊張したけど、最終的に認めてもらえてよかった。

　ユキからしたら、娘を嫁に出すような感覚なのかもしれない。それくらい、ソラとルナのことを大事に想っているのだろう。

　そんな彼女の気持ちを裏切らないように、がんばらないといけないな。

「俺は……みんなを守る」

　空に向けて手を差し出して、ぎゅうっと拳を強く握るのだった。
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～Another Side～




　陽だまりの泉……そう呼ばれている広場にレインとユキの姿があった。

　二人は色々な話をした後、先にユキが立ち去り、それからレインも立ち去る。

　その背中をこっそりと見ていた影が二つ。

「……我が姉よ。我らのことはバレていないか？」

「大丈夫だと思いますよ。ここが精霊族の里の中だからなのか、二人共、周囲に大して気を配っていなかったみたいなので」

　ソラとルナは、用事があると宴会を抜けたレインをこっそりとつけていた。

　理由は単純明快……気になるから。

　レインのプライバシーをまったく配慮していない辺り、この双子らしいと言えた。

　本当のところ、ソラは反対したのだけど、ルナに強引に押し切られてしまった。

　レインの内緒の用事を知りたくないか？　……と言われてしまったら好奇心を抑えることはできず、一緒に覗のぞき見みをすることに。

「まさか、ユキがあのような話をレインにしていたなんて。ちょっと予想外ですね」

「うむ。口ではあれこれとうるさく言っていたが、本音は、我らのことを心配していたのだな。典型的なツンデレっ子ちゃんなのだ」

「からかうようなことを言ってはいけませんよ。ソラ達のことを心配してくれたのですから」

「でも、ちと余計な心配ではないか？　危険だから我らを里に帰らせろとか、レインと同じで、ちょっとおこがましいのだ。我らのことは我らで決めるのだ。もう子供ではあるまいし」

「そうですね」

　ひとしきりユキに対する感想、想いを口にして、それから双子は口を閉じた。

　それぞれ考えることは同じで、レインのことを思い浮かべる。

「それにしても、レインがあのような答えを出すなんて。我はびっくりなのだ」

「そうですね。ソラもルナも、みんなを守るなんて……こう言ってはなんですが、ちょっと理想的すぎますね」

「でも、そこがレインの良いところなのだ。現実だけを見て諦めるよりも、夢を見て努力し続ける方がかっこいいのだ」

「そうですね、かっこいいですね」

「うむ、かっこいいのだ」

　そこで、双子の頰が朱色に染まる。

「ルナ、顔が赤いですよ」

「そういうソラも顔が赤いのだ」

「仕方ないじゃないですか。ソラのことを絶対に守るとか、そんなかっこいいことを言われたら……ドキドキしてしまいます」

「うむ。我も、なんていうか……女としての本能がウズウズと疼うずいているのだ」

　ソラとルナは、完全に恋する少女の顔になっていた。

　二人は、そんな互いの顔をちらりと見る。

　双子なので、ほぼほぼ顔は同じだ。鏡を見ているような気分で、恋する自分の顔を見るという恥ずかしさに、二人はさらに頰を染めた。

　羞恥に耐えられないという様子で、ソラとルナは明後日の方を見た。

「今、我が姉がなにを考えているか、当ててやろうか？　なのだ」

「ほう。ルナは、ソラの心が読めるようになったと？」

「今のソラに限定すれば簡単なのだ。ズバリ、レインのことを考えているな？」

「はい、正解です」

「おう、簡単に認められたのだ……」

「そういうルナも、レインのことを考えていますね？」

「そ、それは、えっと、その……はふぅ」

　日頃の態度はどこへやら、ルナは顔を赤くして耳を赤くして、愛らしく照れる。

　普段の言動は破天荒ではあるものの、ルナは基本的に乙女だ。わりとロマンチストであるし、恋愛観はちょっとかわいらしいところがあり、そこらの女の子となにも変わらない。

　いつもは、そういうところはまったく表に出さない。そして不遜な態度でごまかしているため、なかなか知られていないが、姉であるソラにはお見通しらしい。

「その……我が姉はレインのことを考えていると言ったが、それは、どのような気持ちなのだ？　どんな風に考えているのだ？」

「もちろん……好き、という風に考えていますよ」

「おうふ」

　ソラの直球の言葉に、ルナが奇妙な声をあげた。他人の好意の表明なのに、双子であるせいか、自分のことのように恥ずかしくなってしまったらしい。

「元々、ソラはレインのことを好ましく思っていましたが……今回のことで、確信を持つことができました。ソラは、レインが好きです。愛しています」

「おおう……ソラは、だ、大胆なのだ」

「そういうルナは、どうなんですか？」

「わ、我か？　我は、そのぉ……えっと、あのぉ……」

　もじもじと恥じらうルナ。ここに他のメンバーがいたら、どうしたの!?　と思い切り驚いていたかもしれない。

　他人を茶化す分には元気だけど、自分のことになると、途端に照れてしまう。やっぱり、ルナは乙女なのだ。
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「我も、その……レインが好き……なのだ」

　ルナは、今にも消えてしまいそうな小さな声で、顔を真っ赤にして言う。

　そんな妹を見て、ソラは優しく笑う。

「ふふ、ルナもソラと同じ気持ちなんですね」

「それは、だって……あんなかっこいいことを言われたら、惚ほれてしまうのだ。姉と同じように、元々気になっていたし……今回の件で、完全にトドメを刺されてしまった感じなのだ」

「そうですね、さきほどのユキとの会話は反則ですね」

「そうなのだ。あれで惚れない方がおかしいというものなのだ！」

「では、これでソラ達姉妹は、レインに惚れた者同士ということになりますね」

「あ……」

「ソラとルナは、今日から恋のライバルでしょうか？」

「むむむっ」

　ルナがいつもの調子を取り戻して、難しい顔になった。

「我は姉と争わなければならないのか……？」

「ソラだけではないと思いますよ。カナデと……あと、たぶん、タニアもレインのことを好きになっているかと」

「言われてみると、そんな雰囲気なのだ。ライバルが三人も……ニーナとティナはどうなのだ？」

「ティナは……ちょっと悩ましいところですね。好意を抱いているのは間違いないと思いますが、それが恋愛感情なのかどうかはわかりません。同じく、ニーナもわかりません。家族に見せる親愛なのか、特定の人だけに見せる愛情なのか……微妙なところですね」

「我としては、そのうち、ティナもニーナもレインのことを本気で好きになると思うのだ。そうなるとライバルは五人に……むむむ！　今のうちに勝負をつけないといけないのではないか？」

「ほう……ルナは、ソラに勝つつもりですか？」

　ソラは余裕の笑みを浮かべていた。ルナなんて相手にならない、と言っているかのようだ。

　そんな姉の態度に触発されるかのように、ルナは頰を膨らませて、むむむとやる気を出す。

「姉が相手でも、我は負けないのだ。レインの心は我が射止めてみせるのだ」

「ソラも負けません。カナデにもタニアにも負けません。レインと、こ、恋人になってみせます」

「今、少し照れたな？」

「……気のせいです」

「くふふ。我が姉よ、そう照れるでない。さきほどからずっとクールだったから、マジものの恋愛に限れば姉の方が上ではないかと焦っていたが……なるほどなるほど。どうやら、そんなことはなくて、クールぶっていただけなのだな？　これなら我の勝利もありえるな。くははは！」

　立場が逆転して、ルナは実に楽しそうに笑う。悪の組織の幹部っぽい笑みだ。

　ルナは真面目な話に弱いのだけど、しかし、基本的に周囲をかき乱すトリックスターだ。すぐさまソラの分析を完了して、得意になる。

「……ただ」

　でも根本的に、ルナは姉のことが大好きだ。

「せっかくだから、我は姉と一緒にがんばりたいぞ？」

「……ふふ、そうですね。二人で一緒にがんばりましょうか」

　ルナが手を差し出した。

　ソラは、その手を笑顔で握る。

「一緒にがんばりましょうね」

「うむ！」

　互いの気持ちを知ることで姉妹の仲の良さが増して、ソラとルナは星のように笑顔を輝かせた。
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　サーリャさまとアルさん達の会談は数日にわたって続いた。

　基本的な話はまとまっているが細かい調整が必要らしく、日を跨またいで続けられたのだ。

　結果、アルさん達は矛を収めることに。そして、サーリャさまは、後日改めて王と一緒に謝罪に伺うことを約束した。

　それだけで話は終わらない。

　なんと、個人的なものではあるが、アルさんがサーリャさまと交流を結ぶことになった。今後、機会を見てアルさんとサーリャさまが、互いに訪問しあうことになったらしい。

　今はまだ小さな流れだけど……もしかしたら、これがきっかけとなり、人と精霊族の交流が復活するかもしれない。

　その第一歩で、期待せずにはいられない偉業だ。

　スズさんとミルアさんも、サーリャさまのことを気に入ったらしく、手紙のやり取りをすることを約束していた。

　二人の心まで摑つかんでしまうなんて、本当にすごい。さすが、賢王の娘というべきか。

　そして……




「では……みなさん、お世話になりました」

　話がまとまり、サーリャさまが王都に帰ることに。転移門を使用するため、アルさんが同行するらしい。

「突然の来訪にもかかわらず、手厚い歓迎をしていただき、誠にありがとうございました」

「なに、気にするでない。また来るといい」

　戦争を回避することができて、長は上機嫌だ。

　長もサーリャさまを気に入ったらしく、再会の約束を交わしていた。

「レインさん」

　サーリャさまは、みんなと別れの挨拶をして、最後に俺のところへ。

「少しの間だけでしたが、会えてうれしく思いました。ふふ、ラッキーというやつでしょうか」

「俺もうれしかったです。それと、急なお願いを聞いてくれて、ありがとうございました」

「気にしないでください。ただ、そうですね……せっかくなので対価を要求しても？」

　サーリャさまは、いたずらっぽい笑みを浮かべると……

「今度、機会を見つけてお茶をしましょう……二人きりで」

　艶っぽい表情で、そんなことを耳元でささやくのだった。

「え、えっと……」

「ふふ、期待していますよ」

「……なるべく努力します」

「楽しみにしていますね。……それと、ひとつレインさんのお耳に入れておきたいことが……」

　サーリャさまのとある話。それは、とても大きな情報だった。

「では、妾達は行くぞ。またなのじゃ」

「レインさん、みなさん。またいつか」

　サーリャさまは、アルさんと一緒に転移門の中に消えた。

　転移門を使用するため、精霊族が付き添わないといけないのだけど、アルさんが名乗り出るのは少し意外だった。それほどサーリャさまを気に入った、ということか。

　その後、荷物をまとめて、俺達も精霊族の里を後にすることに。

　スズさんとミルアさんと長が見送りに来てくれる。スズさんとミルアさんは観光をするらしく、もうしばらく精霊族の里に滞在するらしい。

「カナデちゃん、元気にがんばってくださいね。笑顔が大事ですよ。あと、床に落ちたものを食べてはダメですよ？　三秒ルールなんてありませんからね？　それと、もう少し女の子らしさを学びましょうね。そうすることでレインさんにアピールを……」

「うにゃー！　お母さん、色々と余計なお世話だから！」

「あら、ふふふ」

　二人は相変わらずの母娘だった。

「うぅうううっ、タニアちゃん。本当に帰っちゃうの？　お母さんと一緒にいてくれないの？　そろそろ修行は終わりにして、里に帰ってきてもいいんだよ？　大丈夫。反対する人がいたら、お母さんが全部なんとかしてあげるから！」

「えっと……またね、母さん」

「うわーんっ、タニアちゃんが冷たいよー！　反抗期っ、反抗期なのっ!?」

　こちらも相変わらずの様子で、とても大変そうだった。でも、ミルアさんの行動は愛情にあふれているので、なんだかんだでタニアはうれしそうにしていた。

　その隣で、長がソラとルナと話をしている。

「儂わしが言えたことではないが……二人共、元気でな。体には気をつけるのじゃぞ」

「うむ。我は元気が一番の取り柄だから、心配いらないのだ！」

「それに、どうしても達成したい目標ができましたからね。おちおち病気になんてなれません」

「む？　それは、どういう……」

「ふっふっふ」

「それは……」

「「秘密」」

　ソラとルナはぴたりと口を揃えて、そう言うのだった。

　長は首を傾げる。近くで話を聞いていた俺も、首を傾げる。

　二人の新しい目標って、なんだろう？　なにも聞いていないのだけど……まあ、なんでもかんでも話す方がおかしい。秘密の一つや二つ、誰にでもあるものだから、そのままにしておこう。

「それじゃあ……」

「「またー！」」

　最後にみんなで挨拶をして、俺達は精霊族の里を後にした。

　数日間の滞在で、その目的は暴走するアルさん達の説得というもの。

　遊びに来たわけではないのだけど、でも、充実した時間を過ごすことができて……今度、機会があれば遊びに来たいと思うのだった。




　転移門を抜けて、迷いの森に出た。

　うさぎをテイムして出口に案内してもらい、街道に出て、ホライズンへ続く道を歩いていく。

「……」

「にゃー？　どうしたの、レイン？　なんかぼーっとしているね」

「ん？　ああ……いや、なんでも」

「ホントになんでもないの？　あたしらに隠し事とかしてないでしょうね？」

「それは……」

　ないと言いかけて、ふと、思い直した。

　一人で抱え込むのは悪い癖と言われているし、そのせいで問題が大きくなるかもしれない。それに、みんなを信用していないみたいだ。

　不安を与えるかもしれないからと迷っていたのだけど……うん。素直に話をしよう。

「実は、悪い知らせがあるんだ」

「悪い知らせ……」

「母さん達の件を解決して、せっかく良い気分だったのに」

　カナデとタニアがげんなりした表情になって、それが他のみんなにも移る。

　苦笑しつつ、悪い知らせをみんなで共有する。

「アリオスが投獄された、っていう話は前にしたよな？」

「うむ、聞いたぞ。勇者の資格を剝奪されたことも聞いたのだ」

「ざまあみろ、ですね。そのまま、一生を牢ろうで過ごすといいと思います」

　ソラとルナは容赦ないな。

　まあ、俺も似たような気持ちなので人のことは言えないが。

「そのアリオスなんだけど……脱獄したらしい」

「だつ……ごく？」

　ニーナにとっては難しい言葉らしく、小首を傾げた。

「あのな、ニーナ。脱獄っちゅーのは、勝手に牢を抜け出す悪いことや」

「レインも……抜け出した、よ？」

「あはは、そうやな。それじゃあ、レインも悪い子やなー」

　ニーナのうまい切り返しに、ティナを始め、みんなが「あはは」と笑い……

「「えええーっ!?」」

　数秒後、我に返った様子で大きな声をあげて驚いた。

　俺は唇に人差し指を当てて、静かに、と頼む。

「これは公にされていないことだから、内緒で頼む」

「う、うん。わかったよ」

「まさか、あの勇者が脱獄してたなんて……びっくりね」

「サーリャさまから聞いたんだ。モニカっていう女騎士がいただろ？　あいつが手引きをして、アリオスを脱獄させたらしい」

　モニカは王に仕える親衛隊で、アリオスを監視するために派遣された……はずだったのだけど、あろうことか国を裏切ったらしい。動機は未いまだ不明らしいが、刑が執行される前に、アリオスとその仲間達を連れて姿を消した。

　その話をすると、タニアが呆れたような顔になる。

「なによ、それ。側近に裏切られるなんてダメダメじゃない。あの王様、ホントに大丈夫なわけ？」

「そう言うな。モニカは何年も仕えていたらしいから、そんな騎士が裏切るなんて、予想することは難しいさ。むしろ、何年もかけて王の懐に潜り込むモニカがすごいと思う。いや、モニカというよりは、その背後にいる連中か……？」

　一度、モニカと顔を合わせた夜のことを思い返した。

　あの時の会話から察するに、彼女の背後には誰かがいる。個人なのか大規模な組織なのか、それはわからないが、一筋縄でいかない相手であることは間違いないだろう。

「っていうことは、あの勇者、またなにかしてくるのかな？」

「どうだろうな？　王都であれだけのことができたのは、勇者の威光のおかげだからな。それを失った今、どれだけのことができるのやら」

　とはいえ、気をつけた方がいいか。

　直接、顔を合わせて話したからわかるが、アリオスはだいぶおかしくなっていた。元々傲慢な性格をしていたが、今は、加えて暴力性が増しているように思えた。

　それに俺を恨んでいる様子だったから、このままで終わるかどうか、怪しい。

　機会があれば、こちらから動いた方がいいのかもしれない。

　とはいえ、これ以上の情報がないため、なかなか難しい。

「今、アリオスはどういう扱いになってるん？」

「指名手配されているよ。ただ、一部の人しか知らないけど」

　これは仕方ない。

　勇者が犯罪を犯して、逮捕。その後、脱獄した……なんていう話、公にできるわけがない。そんなことをしたら動揺が広がり、いらない事件を招く可能性がある。

　なので、公にはアリオスは病気で療養中ということになっている。いずれ、王が別の勇者を見つけ出して、交代を発表するだろう。

「指名手配か……我らで捕まえて、その賞金でおいしいものを食べたいのだ」

「それは、とてもおいしいごはんになるでしょうね」

　ルナとソラがとても悪い顔をしていた。

　ニーナの教育によくないので、やめてほしい。

「とにかく、そういうわけだ。脱獄したばかりだから、さすがにすぐ行動は起こさないと思うが……念ねんの為ため、気をつけておこう」

「うん、そうだね。あの勇者、なにをやらかすかわからないからね」

「でも、安心して。なにかあっても、あたしがレインを……」

「我が守るのだ！」

「ソラに任せてください」

「あたしの台詞!?」

　ソラとルナは、自分に任せろというように胸を張り、左右から抱きついてきた。

　それを見て、カナデとタニアが訝いぶかしげな顔に。

「にゃん？　なんか、以前と距離感が違うような……？」

「怪しいわね……」

　二人の視線を気にすることなく、ソラとルナは元気に言う。

「レイン、話はそれで終わりなのか？」

「あ、ああ」

「なら、早く家に帰るのだ！　家に帰って、のんびりお昼寝をしたいのだ！」

「そうですね。レイン、ゆっくりと日光浴などをしませんか？」

「まあ、それもいいかもな」

　笑い……それから、遠くを見て気を引き締める。

　たぶん、アリオスとの縁は切れていない。まだどこかで出会い、戦うことになるだろう。そんな予感があった。

　でも、ヤツの思い通りにはさせない。なにを企んでいたとしても、絶対に打ち破ってみせる。そして、みんなを守ってみせる。

　俺は、空に向けて手を伸ばして、ぐっと拳を握ってみせた。




幕まく間あい２　時にはこんな話も




　ホライズンに戻ったレイン達は、冒険者としての活動を再開した。

　Ａランクに昇格したため、以前よりも活動の幅が広がり、難易度の高い依頼も増えた。

　そんな依頼も、レイン達にとっては大したことはない。パーティーには複数の最強種。レインも数々の修羅場をくぐり抜けたことで、彼女達並みに強くなっている。

　いくつもの依頼をこなして、冒険者としてさらにレベルアップしていく。

　順調で、それでいて穏やかな日が続いていた。




　ある日の午後。

「いらっしゃい、タニア」

「邪魔するわ」

　昼ごはんを食べた後、カナデの部屋をタニアが訪ねた。そわそわしていて、落ち着きがない。

　それはカナデも同じで、他のメンバーに見られていないだろうか？　と、わざわざ廊下に出て左右を確認した。誰もいないことを確信して、扉を閉める。

「それじゃあ……」

「はじめましょうか」

　部屋で二人きりになったカナデとタニアが、なにを始めるのか？

　それは……

「ふふーん。この前、レインに頭を撫なでてもらったんだよ！」

「それ、いつものことじゃない？」

「でもでも、ちょっとだけ優しい感じがしたような？」

「あのね……頭を撫でてもらうだけで満足してどうするのよ。あたしらの目的は、その先でしょ」

「そうなんだけどね。だけど、なかなか難しいなー」

「レイン、鈍いものね」

「そうだね……でも、好き」

「そうね……好き」

　カナデとタニアは恋のライバルではあるが、相手は朴ぼく念ねん仁じんのレイン。なかなか振り向いてもらうことができず、同盟を結ぶことにした。

　そして……どうすればレインに振り向いてもらえるか？　今日はレインにこんなことをしてもらった、ということを話し合うようになっていた。

　そうすることで、カナデとタニアは己の恋を一歩でも前に進ませようと努力していた。

　ちなみに成果はゼロ。最近は、惚のろ気けと愚痴の大会と化している。

「でも、もどかしいね。私、けっこう好きってアピールしていると思うんだけど」

「あたしだって。色々してるのに、でも、ぜんぜん気づいてくれないし」

　カナデとタニアは互いの顔を見て、同時にため息をこぼした。

　素直に告白をすればいいのではないか？

　そう思われるかもしれないが、そもそも、そんな度胸がないから、こうして二人であれこれと話をしているのだ。

「レイン、なんであんなに鈍いのかな？」

「んー……最初、自分の実力を正確に把握してなかったように、自分の魅力を自覚していないんじゃないかしら？　だから、好意を向けられるわけがない、と思っている……とか？」

「それと、レインは、ソラ達のことをそういう目で見ることを避けているように思います」

「それが意識的なのか無意識なのか、詳しくはわからぬがな。その原因は、たぶん、恋愛が原因でみんなの関係が崩れてしまうことを恐れているのだろうな」

「あー……それも正解かもしれないね」

「でも、言い換えるとそれは、あたしらのことを大事にしてくれてるってことだから、あまり強くは言えないし、必要以上に求めることもできないんだけどね」

　カナデとタニアはうんうんと頷いて……

「ソラ!?」

「ルナ!?」

　いつの間にか、こっそり部屋に忍び込んでいた双子に気がついて、共に驚きの声をあげた。

「あんたら、いつの間に!?」

「扉が開いた音はしなかったんだけど……」

「ふふん、我らをなめてもらっては困るのだ」

「魔法を使って、ちょちょい……と」

　悪い顔をするルナとソラを見て、カナデとタニアは、やれやれとため息をこぼした。

　この二人が本気になれば、鍵をかけていても意味はない。とても厄介だった。

「で……なにをしてるわけ？」

　タニアは鋭い表情をソラとルナに向けた。

　好奇心で盗み聞きをしたのなら、おしおきが必要だ。そんな感じで二人を睨む。

「実は、カナデとタニアに話しておきたいことがありまして」

「そうしたら、ちょうどいい具合に内緒話をしていたから、我らも混ぜてもらおうと思ったのだ」

「あのね……内緒話なんだから、盗み聞きをしないの！」

「ぎゃおっ!?」

「ひぃんっ!?」

　タニアのげんこつがルナとソラの頭に落ちて、それぞれ悲鳴をあげる。

　ただ、手加減はされているらしく、二人は涙目になる程度で済んでいた。

「ご、誤解なのだ。盗み聞きをするつもりはなくて、我らも混ぜてもらおうと思ったのだ」

「にゃん？　それ、どういうこと？」

「ハッキリ言いなさいよ」

「つまり……ソラ達もレインのことを好きになりました。以前から気になっていましたが、今は、ハッキリと恋をしていると断言できます」

「うむ、我らはレインの恋人になりたいのだ。なので、我らもこの恋の会合に参加したいのだ」

「「……」」

　カナデとタニアが目を丸くして、沈黙が訪れた。

　ややあって、カナデの尻尾がぴーんと立つ。タニアの尻尾も上を向いた。

「「えええええぇ───!?」」

　どれだけ大きな声を出せるか挑戦するかのように、二人は叫んだ。

　とにかく、ひたすらに、思い切り……全力で叫んだ。

「なんや？　どうしたんや？」

　二人の驚きの声は家中に響いて、ティナがするりと扉をすり抜けて様子を見に来た。

　カナデとタニアは、慌てて手を横に振る。

「う、ううんっ、なんでもないよ!?　にゃんでも！」

「そうそう、なんでもないわ！」

「そか？　まあ深くは聞かんけど、今、ニーナがお昼寝中やから静かに頼むでー」

　やれやれという感じで、ティナは扉の向こうに消えた。

　それを確認したところで、念のため声を小さくしつつ、カナデとタニアは双子に尋ねる。

「ちょっと……さっきの発言、どういう意味よ？」

「ソラとルナもレインのことを好きになった……って」

「そのままの意味ですよ」

「我らもレインが好きになったのだ」

「マジかー」

　新しいライバルの登場に、ついつい自分のキャラを忘れて、カナデがそんなつぶやきをこぼした。

「カナデとタニアは、レインのことが好きだろう？　ならば、我らもこの気持ちを打ち明けて、対等な立場になるべきではないか、と思ったのだ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。なんで、その……あたしらがレインを好きなことを知っているの？　二人に話したことなんてないんだけど」

「む？　本気で言っているのか？」

「二人の日頃の態度を見れば、丸わかりですよ。気づいていないのはニーナと……当の本人であるレインくらいでは？」

　実際、カナデとタニアの態度はわかりやすかった。

　いつもレインと一緒にいようとする。以前に比べて、甘える頻度が増えた。時折、女性の武器を使うなどして大胆な行動に出る。

　乙女全開の行動なので、普通なら見ていればわかる。

「というわけで、ソラ達もレインのことが好きになりました」

「はあああ……まさか、ソラとルナまで参戦するなんて。これ、五角関係っていうのかな？」

「そんな顔をするな。我らが加わることで、事態が進展する可能性もあるのだぞ？」

「どういうこと？」

「同盟を結びましょう」

「対レインの恋愛同盟、っていうことかしら？」

「私達だけじゃなくて、二人が追加されて……うん。それ、わりとありかも」

　ソラの提案に、カナデとタニアが食いついた。

　双子はライバルではあるが、しかし、今は現状を打破するための力と知恵が欲しいのだ。味方は一人でも多い方がいい。

「一人より二人、二人より四人。一致団結することで、まずは、我らが恋する女の子ということをレインに意識させるのだ。そうでもしないと、勝負を始めることすらできないのだ」

「意識してもらった後は、各々でがんばりましょう。そして、誰がレインの心を射止めたとしても恨みっこなし……どうでしょうか？」

「乗ったにゃ！」

「乗るわ！」

　これ幸いとばかりに、カナデとタニアは双子と同盟を結ぶことを決意した。

　藁わらにもすがる思い……というか、精霊にもすがる思いだった。

「では、決まりなのだ。我ら四人、協力してレインの心を陥落させるのだ！」

「この恋、絶対に成就させてみせますよ！」

「「おーっ！」」

　かくして、対レインの恋愛同盟が結ばれることになった。




「……みんな、がんばりーや」

　扉の向こうでティナが聞き耳を立てていたことは、誰も気づいていない。





４章　最期




　その日は、街の近くに現れたミノタウロスの討伐という依頼を請けた。家の用事もあるため、カナデとタニアの三人で討伐をすることに。

　ミノタウロスというのは、猛牛が二足歩行して武器を持ったような、そんな魔物だ。Ｂランクにカテゴリーされていて、かなりの強敵として知られている。

「カナデっ、そっちに行ったぞ！」

「任せて！」

　ミノタウロスは巨大な斧おのを振り下ろすが、カナデに当たることはない。

　カナデの姿は残像となり、斧はなにもないところを通過した。

「うにゃん！」

　瞬間移動をしたかのように、カナデがミノタウロスの背後に回り込んだ。そのまま、膝の裏に強烈な一撃を叩たたき込こむ。

　二足歩行しているからなのか、ミノタウロスの急所も人と同じだ。ミノタウロスは悲鳴をあげて膝をついた。

「これで終わりよ！」

　タニアが勢いよく跳躍して、ミノタウロスの顎を膝で砕いた。

　さらに、宙でくるりと回転。尻尾を薙なぎ払はらい、ミノタウロスの顔を痛烈に打つ。

　ゴキリと首の骨が折れる音がして、ミノタウロスは完全に地面に沈んだ。ほどなくして、その体は魔石に変わる。

「ふふん。あたしにかかればこんなものね」

「あぁ!?　私がトドメを刺そうと思っていたのに!?」

「早いもの勝ちよ」

　Ｂランクのミノタウロスも、カナデとタニアにかかれば赤子のようなものだった。

　以前ならもっと苦戦していたと思う。でも、色々な経験を積んで、みんな、大きく成長していた。俺も負けていられないな、と闘志を燃やす。

　ただ……ふとした瞬間に、とあることを考えてしまう。

「ねえねえ、レイン。タニアになにか言ってよ。私の手柄を横取りするんだよー」

「レインならわかってくれるわよね？　あたしが悪いわけじゃなくて、トロトロ猫が悪いって」

「トロトロ猫!?」

「……」

「レイン？」

「……え？」

「どうしたの、ぼーっとして。なにか考え事？」

「あ、いや……問題なく討伐が終わったから、ちょっと気が抜けたのかもしれない。すまない」

「もう、しっかりしてよね。油断したらいけないって、前にレインが言ったことじゃない」

「そうだよな、悪い」

　俺が集中できていないのは、先日、アルさんからとある話を聞いたからだった。

　先の一件で、不思議に思っていたことがある。

　どうしてアルさん達たちは、カナデ達が処刑されそうになったことを知っていたのだろう？

　アルさんもスズさんも、それを知る術はないはずだ。タニアを溺愛しているミルアさんも、二十四時間見守っているわけじゃないから、同じく無理だ。

　大きな事件だから、そのうち噂うわさが広まっていただろうが、それにしては動きが早い。

　その疑問をぶつけてみると、アルさんはこう言った。

「謎の少女が現れて、里に情報をもたらしたのじゃ」……と。




～Another Side～




「ただいま戻りましたわ」

「おかえりなさい」

　屋や敷しきに戻ったイリスは、リースの挨拶を受けつつリビングへ移動した。

　すると、イリスが帰ることを予期していたかのように、紅茶とお菓子が用意されていた。

「わたくしのこと、監視していましたの？」

「いいえ。ただ、そろそろ戻ってくるのではないか……と思いまして。予想よりは遅かったため、紅茶が冷めてしまいましたが」

「これで構いませんわ。少し疲れたので、今は冷たい紅茶が飲みたい気分ですの」

　指先で宙をなぞると、小さな氷が召喚されて、ティーカップの中にぽとんと落ちた。そのままティースプーンでかき混ぜて、アイスティーにする。

　ほどよく冷えたところで、イリスは静かにアイスティーを飲む。

「ふぅ、落ち着きますわ」

「ただのおつかいなのに、そんなに疲れたんですか？」

「あのですね……かつてわたくしを封印した相手がいるところに赴くなんて、精神的に疲れるに決まっているではありませんか。精霊族の里は警備も厳重ですし……まったく」

「ふふ、おつかれさまでした。それで、どうなりました？」

「わたくしが伝言役となり、精霊族の里に火種を放り込む。そして、あわよくば最強種と人間の全面戦争に……なかなかおもしろい策ですが、失敗いたしましたわ」

「あら、そうなんですか？」

「気になり、少し様子を見ていましたが……レインさまが間に入り、収めてしまいましたよ」

「そうですか、残念ですね」

　残念と言いながらも、リースに気落ちした様子はない。まるで失敗するのがわかっていたかのような態度だ。

　イリスは怪け訝げんそうに尋ねる。

「これも予期していたのですか？」

「ある程度は」

　涼しい顔をしてリースが答えた。

「納得いきませんわ。予期していたのなら、どうして手を打たなかったのですか？」

「大して期待していないし、失敗したらしたで構いませんので」

「……あなた、なにがしたいのですか？」

「もちろん、人間を滅ぼすことですよ。魔王さまの意思を、願いを叶かなえることこそが、私達魔族の使命ですからね」

「そのわりに、やることなすこと、甘い気がしますが……」

「本気にはなれないので。以前も言ったかもしれませんが、魔王さまが休眠している間にやりすぎると、起きた時に怒られてしまうんですよ。なので、ほどよい加減の……そうですね、嫌がらせをする。そうして時間を稼ぎつつ、こちらの戦力を増強する。それが一番ですね」

　そう語るリースは、ゲームを楽しんでいるかのようだった。

　たとえるなら、目隠しをして命綱をつけず、崖の上で綱渡りを楽しむような……危険とスリルを味わい恍こう惚こつに浸る。行き着く先は、破滅以外にありえない。

　そんなリースを見て、イリスは己の行く先を決めた。

　かつての自分は、破滅思考に囚とらわれていたが、今は違う。レインと出会い、変わった。

　どのように生きるか、それは定まっていないものの、誇りを持ち、恥ずかしくないように歩いていきたいと願っている。

　魔族に協力することはありえない。

　助けてもらった恩？

　元々、敵対する者同士なのだから、そんなことは気にしない。

　ただ、すぐに立ち去るのはもったいない。リースの方から懐に招いてくれているのだ。どうせなら、得られる情報、全部得てしまうのはどうだろうか？

　リースの今後の動きや、魔族全体の動向など。それらの情報を集めて……そして、レインに渡してもいいかもしれない。

「どうかしました？」

「……いえ、なんでもありませんわ」

　イリスは澄まし顔でアイスティーを飲んだ。

　人間に対する復ふく讐しゅうはやめたけれど、でも、今更人間の味方をするつもりはない。

　でも、レイン個人の味方になりたいとは思った。

「それで……わたくしの仕事はこれで終わりなのですか？」

「あら。もしかして、私達の仲間になる覚悟が？」

「それはまだなんとも。ただ、もう少し協力してもいいと思っただけですわ」

「歓迎すべきことですね。ただ、これから少し忙しくなるので。イリスさんは、ゆっくりしていてください。頼りにしたい時は、改めて声をかけますから」

「あら、またなにか悪巧みを？」

「そろそろ、アリオスさまに完全に堕おちてもらおうかと」

　リースは、とても楽しそうな笑顔を浮かべた。





◆






　王都で起きた事件から一ヵ月ほどが経たった。

　アリオス達の事情を知る一部の騎士と冒険者は、各地を捜索していた。

　その目的は、アリオス達の捕縛だ。王都はもちろん、各都市も隅々まで捜索を重ねていく。全ての街、全ての村を捜索して……絶対に逃さないという執念を感じられた。

　捜索の手は、当然、フラムにも及んだ。

　猫の子一匹逃さないように、全ての家が調べられる。倉庫も馬小屋も調べられて、隠し部屋がないかどうかも調査された。

　……しかし、アリオス達を見つけることはできなかった。




　フラムの近くにある洞窟にアリオス達の姿はあった。

　騎士と冒険者が近くに来ているという情報をモニカから得て、慌てて洞窟に避難したのだ。

「ただいま戻りました」

「あっ、モニカ。おかえりー」

「どうでしたか？」

　偵察に出ていたモニカが戻ってきたことで、リーンとミナはほっとした顔に。

　ただ、モニカは難しい表情を浮かべていた。

「追っ手はまだフラムに滞在していますね。もうしばらく、近辺の捜索を続けると思うので、下手に動かないでここで待機していましょう。魔道具で結界を展開しているので、すぐに見つかることはないかと。私と同じく、偵察に出たアッガスさんの帰りを待ちましょう」

「そっか……ありがと、モニカ。あんたがいてくれてマジ助かったわ」

「ええ、本当に。私達は魔法特化なので、探索などは向いておらず……ご迷惑をかけます」

「いえ、気になさらず。みなさんの……アリオスさまのお役に立てるのならば光栄です」

　こんなことは苦労ではない、なんてことはないと、モニカが笑う。そんな彼女に癒やされるかのように、リーンとミナも微ほほ笑えみを浮かべた。

　勇者の称号を剝奪されて、国を追われて指名手配までされて、全てを失ったリーンとミナにとってモニカは生命線に等しい。自分達を助けてくれて、その後も積極的に守ってくれている。

　自然とモニカに依存していたが、しかし、そのことを自覚はしていない。

「アッガスはまだなのかい？」

　タイミングを見て、アリオスがモニカに声をかけた。

「ここに戻っていないのなら、まだ周辺の調査をしているのではないかと」

「まったく……周囲を調べるだけなのに、どれだけの時間をかけているんだか」

「この辺って、なんか調べることあんの？」

「逃走用のルートを確保するため、地形などを把握しておく必要がありますから。あと、余裕があれば水と食料を調達しておきたいです。フラムで得たものは残っていますが、心もとないので」

「めんどいし……あーもう！　あたしら、なんでこうなっちゃうのかな」

「今は耐え忍ぶしかありません。いつかきっと、私達の行いが正しいと証明されるでしょう」

「だ、だよね。あたしらなにも間違ってないし！」

　アリオスの罪を責めるわけでもなく、また、己の罪と向き合うこともせず……ただただ、リーンとミナは現実から目を逸そらす。

　これは悪い夢でいつか覚める。そして、いつかまた勇者パーティーとして栄光の道を歩む時が来ると、そう信じていた。

　現実を認めることを恐れて、目を逸らしているため、信じる以外の道はなかった。

「アリオスさま、少しよろしいですか？」

「うん、なんだい？」

「こちらへ」

　モニカに誘われて、アリオスはリーンとミナに声が届かない洞窟の入り口へ移動した。

　そこで、モニカはいかにも深刻そうな顔をして、そっと口を開く。

「先日の、アッガスさんの件なのですが……」





◆






　アッガスは、洞窟から少し離れたところにある廃屋の中にいた。

　一人ではなくて、冒険者と一緒だ。

「……アリオスはこの先の洞窟にいる。仲間も一緒だ」

「へぇ、こんな辺境に隠れていたのか。道理で見つからないわけだ」

「捕縛するまでが仕事だ。アリオス達は強いが、人は集めてきたか？」

「冒険者が二十人、騎士が五十人ってところだな」

「心もとないな」

「相手は勇者だから、まあ、この倍は欲しいよな。でも……あんたがいるから大丈夫だろ？」

　冒険者の男がニヤリと笑う。

「あんたが薬で勇者達を眠らせて、俺達が一気に制圧する。薬が失敗したとしても、予備の作戦はまだ三つもある。これだけの準備をしていれば、いくら勇者でもひとたまりもないさ」

「ああ、任せろ。俺は俺の仕事をきっちりとこなそう。その代わり……」

「わかっているさ。あんたのことは上にうまく取り計らってもらうよ」

　冒険者の言葉に、アッガスは満足そうに頷うなずいた。

　アッガスはアリオス達を売ることにした。己の身の安全と引き換えにアリオス達の情報を売り、さらに捕縛の手伝いをする。そうすることで減刑を求めたのだ。

　仲間を売ることに、なにも感じないわけではない。しかし、もう限界だ。

　以前から、アッガスは何度かアリオスに苦言を呈してきた。しかし、それらは聞き入れられることはなく、アリオスは周囲を省みることなく、暴走を繰り返した。

　果てに、王都の事件を引き起こした。

　アッガスは彼の案に賛成はしたが、だがしかし、人を殺すなんて思っていなかった。そこまで愚かだったなんて、考えもしなかった。

　これ以上アリオスと一緒にいたら破滅してしまう。

　リーンとミナも同じだ。自分の浅慮を認めようとせず、アリオスと同じように暴走する。

　あんな連中と心中するつもりはない。

　仲間を売るなんて最低の行為？　構うものか。

　人間、自分が一番かわいいものだ。自分と他人、どちらか一方を犠牲にしないといけない時が訪れたとしよう。その時は、誰も彼も自分を選ぶはずだ。

　だから、これはなにも問題のない正当な行為だ。

「じゃあ、俺は最後の確認にいってくる。あんたは作戦に備えて、休んでてくれ」

「ああ、そうさせてもらう」

　冒険者が廃屋を出て、アッガス一人になる。

　一人になったアッガスは、己の拳を見つめ、小さく呟つぶやいた。

「俺は……こんなところで終わる男じゃない」




　アッガスは農家の生まれだ。

　アリオスのように特別な血を引いているわけではない。リーンのように貴族の生まれでも、ミナのように特別な力を授かっているわけでもない。ごく普通の平民だ。

　物心ついた時から、畑仕事の手伝いをするようになった。子供にできることなんて限られているが、そんな子供の手も借りたいほど、アッガスの家は貧しかった。

　農家という職業に問題があるわけではなくて、父親に問題があった。彼は底抜けのお人ひと好よしで、頼まれればイヤと言えない性格をしていた。

　そんな父親の性格につけ込み、金を無心する者が次から次に現れた。

　自分とて裕福なわけではないのに、困っている人がいるのならと、要求に応じてしまう。家族がもうやめてほしいと言っても、見捨てることはできないと、やはり応じてしまう。

　結果、莫ばく大だいな借金を背負うことになり……破滅した。

　両親は共に首を吊つり、兄弟は奴隷として売られるという、最悪の結末だ。この世の地獄があるとすれば、まさにその瞬間だっただろう。

　そんな中、アッガスだけは生き延びることができた。

　悪辣な借金取りがやってくる前に、なんとか逃げ出すことに成功したのだ。家族を連れて行くことはできず、自分一人ということになったが、それはもうどうしようもない。自分一人を逃がすだけでいっぱいいっぱいだったのだ。

　とはいえ、親の庇ひ護ごなしに子供が生きることは難しい。

　アッガスは天涯孤独となり、数年を路上で過ごすことになった。

　どうしてこんなことになったのか。

　父親が底抜けのお人好しだったから？　誰かが強引にでも止めるべきだったのに、それをしなかったから？　そもそも、こうなる運命だった？

　何度も何度も考えて……そして、力が足りなかったから、という結論に至る。

　純粋な武力だけではない。金、権力、名声……そういったもの全てが欠けていたため、家族を失ってしまったのだと、幼いアッガスはそんな結論を出した。

　故に、アッガスは力を求めるようになる。

　金を。権力を。名声を。

　それらを手に入れることができれば、あるいは、失ったものを取り戻すことができるかもしれない。その代わりのものを手に入れることができるかもしれない。

　そう考えたのだ。

　そして、冒険者になることを選んだ。危険の多い職業ではあるが、偉業を成し遂げれば一発逆転のチャンスがあるからだ。

　アッガスは鍛錬を重ね、地道に依頼をこなしていき、着実にレベルアップをしていく。

　一見すると真面目な冒険者だけど、しかし彼は、極端な合理主義者だった。

　助けを求められたとしても、報酬がなければ決して動かない。意味もなく人を助けることはしない。ボランティアなんて絶対にしない。

　父親が反面教師となり、アッガスは損得勘定だけで動くようになっていた。

　ただ、冒険者にとって、ある意味でそれは必須スキルと言える。

　アッガスは大きな力を身につけて、そして、勇者パーティーに参加することに。

　これでまた一つ、力を手に入れることができたと、アッガスは喜んだ。勇者パーティーの一員として、そして、さらに力を手に入れるために活動に励んだ。

　途中、レインが追加メンバーとなるが、その職業は最弱と言われているビーストテイマー。損得だけで物事を考えるため、レインは自分の得にならないという判断を下した。

　故に、レインの味方をすることはない。敵寄りの中立……そのような感じだ。

　そしてレインを追放して、新しい一歩を踏み出して……しかし、失敗した。アリオスが暴走を繰り返して、築き上げてきたものを全て失う。




「だけど、諦めてたまるものか」

　アッガスは拳を強く握る。

　パーテイーの名声は地に落ちた。財産は没収された。指名手配もされた。

　だが、それがどうした？　これくらい、かつて味わった地獄に比べれば大したことはない。

　まだまだ、これからだ。いくらでも挽ばん回かいすることができる。

「そのために、まずは、アリオス達を売る」

　元々、アリオスの失敗が招いたことだ。なら、その責任を取ってもらう。

　これは至極当然の権利だろう……アッガスは、そう考えていた。損得だけで物事を考える彼らしい答えといえる。

「俺は……こんなところで終わる男じゃない。終わってはいけないんだ！」

　力を手に入れて、財を手に入れて、全てを手に入れる。

　そうすることで、かつて失ったものを取り返すのだ。

　なにをしても、どんなことをしてでも取り返してみせるのだ。

「そのために、俺は……！」

　仲間を裏切る。




「……遅いな？」

　冒険者の男が廃屋を出て、そろそろ一時間が経とうとしていた。

　作戦の確認と言っていたが、ここまで時間がかかるものなのだろうか？

　不思議に思い、様子を見に行こうと廃屋の外に出る。

「ギガボルト！」

　瞬間、力強い声と共に雷撃が疾走して、アッガスを撃つ。

　全身に走る激痛に加えて、手足の痺しびれ。立っていることはできず、その場に倒れた。

「ぐっ……な、なにが……!?」

「残念だよ、アッガス」

「なっ!?　あ、アリオス……!?」

　夜闇の中からアリオスが現れた。

　リーン、ミナ、モニカも一緒にいた。

「モニカから聞いたよ。君は、僕達を売ろうとしていたらしいね？」

「ど、どうして……」

「どうしてそのことを知っているのか、とお尋ねになりたいのでしょうか？　アッガスさんはとても慎重な方で、じっくりと準備を進めていましたね。私も最初は気づきませんでした。しかし……私にはとても頼りになる味方がいますから」

「くっ……し、しかし、もう包囲は完成しているはずだ。逃げられるとは……」

「あー、冒険者とか騎士とか混じってた、あれ？　そいつらなら死んでもらったけど」

　リーンがあっさりと言う。

　そんなにあっさりといくわけがないと、アッガスは否定したくなるが、しかし、彼女はウソをついているように見えない。

「リーンが言っていることはウソではないよ。こちらも、モニカが教えてくれたからね。奇襲をかけるつもりだったみたいだが……逆に奇襲をかけて、全滅させたところさ」

「ば、バカな……」

「君は僕達に薬を盛り、そこを奇襲しようとしていたんだろう？　つまり、力比べでは敵かなわないと自覚していたわけだ。なら、つまらない策を抜きにすれば、僕達が圧勝する……そうだろう？」

「……」

　どうしようもないほど敗北したのだと悟り、アッガスは完全に言葉を失う。

　なぜこんなことに？　どこで自分は間違えた？

　頭の中で繰り返し考えて……そして、その存在に気がついた。

「モニカ、お前のせいか……!?」

「ふふ」

　アッガスに睨にらみつけられるが、モニカは涼しい笑みを浮かべていた。

　元々、アリオスは暴走していたものの……今にして思うと、モニカの存在がトドメとなっていたような気がした。

　彼女がやってきてから、パーティーはおかしな方向へ進み、暴走を加速させた。それを偶然と済ましてしまうのは違和感が大きく、誰かの意思が働いていたと考える方が自然だ。

　そして、裏で糸を引いていたのは……

「アリオス、その女は危険だ！　俺は……ぐぁっ!?」

　アッガスの手に刃が突き刺さり、途中で悲鳴があがる。

「この期に及んで命乞いかな？　見苦しい真ま似ねはやめてくれ。君は僕達を売ろうとした、仲間を裏切った。これは許されるべきことではない……さあ、裁きの時間だ」

「ぐっ……！」

　アッガスは手を貫かれた痛みに耐えつつ、必死に打開策を考える。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　まだなにも取り返していない。それなのにこんなところで死んでしまうなんて……

「い、嫌だ!!」

　アッガスは雷撃に焼かれた体をなんとか動かして、這はいつくばってでも逃げようとした。

　しかし、それを許さない者がいる。

「アースバインド！」

「ホーリーアロー！」

　リーンの魔法がアッガスの全身を搦からめ捕とり、ダメ押しというように、ミナの魔法が足を貫いた。

「リーン、ミナ！　待て、俺は……!?」

「あたしらを売ろうとするとか、すっげー見損なったんですけど。ふざけたこと考えてくれちゃった罰として、ここで死んでくれる？　アッガス……あんた、いらないし」

「その罪、もはや死以外で償うことはできないでしょう。私達のこの先のために、アッガス……ここで私達の糧となってください」

　仲間達に冷たい目で見下されて、アッガスは絶望を覚えた。

　奇くしくもレインが追放された時と似た状況になっていた。かつて追放した側が、今度は追放される側に回る。ある意味で罰なのかもしれない。

　それでも、アッガスは命を諦めることはできず、懇願する。

「俺が悪かった！　謝る！　だから、これ以上は……！」

「やれやれ、往生際が悪いな。アッガス、君は僕の敵だ。敵はどうするか、知っているだろう？」

「まて、違う！　俺は、俺は……！！！」

「……残念だ」

　悲しそうにしつつ、アリオスはそう言う。

　それは偽りの言葉ではなく、本心からの言葉だった。

　勇者の称号を剝奪されて、全てを失い……それでも仲間だけは残ったと思っていた。

　しかし、それは幻想で、アッガスは裏切ろうとしていた。仲間を売ろうとしていた。

　許せない。

　許せない。

　許せない。

　悲しみが怒りに代わり、激しい憎しみすら覚えた。

「さようならだ、アッガス」

「まっ……!?」

　アリオスは氷のように冷たい表情で、一切の慈悲なく欠片かけらも迷わず、剣を振り下ろす。
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　ザンッ!!




　刃がアッガスの首を断つ。

　頭が地面を転がり、力を失った体から大量の血が流れ出した。

　勇者パーティーの一員だったアッガス・ノルドは、その人生を辺境の地で終えた。

「……」

　アリオスは、アッガスの死体を複雑な顔で見つめていた。その手に持つ剣は血に濡ぬれて……剣先から滴る赤い雫しずくは、涙のようでもあった。

　アッガスを殺したことを悲しんでいるのかもしれない。後悔しているのかもしれない。

　しかし、アリオスが仲間を手にかけたという事実は変わらない。その事実が消えることはない。その罪は魂に刻まれることになった。

　この瞬間、身も心も……その魂も完全に堕ちた。
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　死体の後始末をすると言い、モニカはその場に残った。

　アリオス達は洞窟に戻り、移動の準備を進めている。

　アッガスが手引きした追っ手は退けたものの、フラム近郊に潜んでいることはバレたと考えた方がいい。故に、すぐに潜伏場所を変えることにしたのだ。

「ありがとうございます。アッガスさんのおかげで、アリオスさまの魂を穢けがすことができました」

　アッガスの死体を見下ろしながら、モニカは満足そうに笑う。

　今回の件、全て裏で糸を引いていたのはモニカだ。

　モニカにはリースという味方がいるため、アッガスが裏切ろうとしていたことは早々に察知した。しかし、忠告することなく、そのまま放置した。

　それどころか裏で手を回して、アッガスの裏切りを加速させた。

　そうして、アリオスがアッガスを殺すように仕組んだ。

　全てモニカの思惑通り。

「ふふ」

　笑いが止まらないとはこのことか。

　唇の端を吊り上げるモニカは、その整った容姿とは正反対に、悪魔のように見えた。

「これで準備は整いました。アリオスさま、あなたは私達の味方になりますか？　それとも、魔王さまの贄にえとして……ふふ」





５章　雨に濡ぬれた少女




　今日はあいにくの天気で、朝から雨が降り続いていた。

　こんな日は家でのんびりしたいが、調味料が切れてしまったため、残念ながら買い物に行かないといけない。傘を持ち、玄関へ向かう。

「レイン、どこに行くの？」

「お出かけなのか？　楽しいところなのか？」

　リビングのソファーでゴロゴロしていたカナデとルナがこちらを見た。

「買い物だよ。調味料がなくなったんだ」

「なら、ついでに今夜のごはんの材料も買おうよ。私、お魚がいい！」

「我は野菜がいいぞ！」

「そこら辺は料理担当のティナと相談してくれ」

　我が家のシェフ長はティナなので、俺がメニューを決めることはできない。

　でも、ティナは優しいから、無茶なものでなければリクエストに応えてくれるだろう。

「一人で大丈夫？　私も一緒に行こうか？」

「調味料くらいだから問題ないさ。雨だし、カナデ達たちは家でゆっくりしててくれ」

「雨はイヤだなー……」

「なんだ、カナデは雨が苦手なのか？」

「猫は濡れるのが嫌いなんだよー」

「風呂は平気なのに？」

「お風呂は温かいから気持ちよくて好き」

「よくわからぬぞ……」

　二人のやりとりを見ていると、なんとなくほっこりした。

　平和な日常が戻ってきたなあ、という感じがする。

「じゃ、いってくる」

「いってらっしゃーい」

「いってらっしゃいなのだ」

　二人に見送られて俺は家を後にした。




　傘を差して雨の街を歩く。

　雨なので露店は少なくて、商店まで足を運ばないといけなかった。ただ、おかげで質の良い調味料を手に入れることができた。これならティナも喜ぶだろう。

「ついでだから、甘いものでもお土産に買っていこうかな？」

　みんな、甘いものが好きだから喜んでくれると思う。

　甘かん味み処どころへ移動して、人数分のショートケーキを包んでもらう。なんとなく、ソラとルナが目をキラキラと輝かせるところを想像した。

「さてと。すぐに帰って……ん？」

　ふと、表通りを外れた細い道に人影があることに気がついた。

　それなりに雨が降っているのだけど、傘を差していない。代わりにローブのようなもので、頭まで全身をすっぽりと覆っている。

「なんだろう？」

　ローブで顔が隠れているため、断定はできないが、たぶん知らない人だろう。

「ちょっと声をかけてみるか」

　これもなにかの縁だろう。

　そう思いながら、ローブの人のところに歩み寄り、そっと傘を差し出した。

「こんなところで傘も差さずにじっとしていたら、濡れて風邪を引くよ」

「？」

　ローブがわずかに揺れた。

　首を傾かしげたのかな？

「なにをしていたんだ？」

「……人を探していた」

　鈴が鳴るような、とても綺き麗れいな声だ。

　たぶん女の子。俺よりも下……ソラとルナと同じくらいかな？

　声だけの判断なのでなんともいえないが、そんな印象を受けた。

「人を探すなら、こんなところにいないで冒険者ギルドとか宿を回るとか、そうした方がいいよ」

「迷った」

　なるほど。だから、こんなところで途方に暮れていたのか。

「えっと……」

　冒険者ギルドまで案内してもいいのだけど、その前に、濡れた体をなんとかした方がいい。このままだと風邪を引いてしまう。

「俺が案内するよ」

「ホント？」

「ただ、その前に温まった方がいい。風邪を引くよ。近いからウチに来るか？」

　って、ちょっと待て。自分で言っておいてなんだけど、これ、ナンパでは？

　これじゃあ、この子を警戒させてしまう気が……

「ん」

　ローブの子は小さく頷うなずいた。

　どうやら信じてくれたみたいだ。

「えっと……」

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ。それじゃあ、行こうか」

　無警戒すぎるところが気になるものの、まあ、俺はなにも企たくらんでないからよしとしよう。

　そのままローブの子を連れて家に帰る。

「ただいまー」

　挨拶をするが反応はない。

　出かける前にカナデとルナがリビングにいたが、その二人も見当たらない。雨で外に出られないし、昼寝でもしているのかもしれないな。

「さ、入って」

「おじゃまします」

　ローブの子はためらうこともなく、すんなりと家に入った。

　もしも俺が悪人だったら、どうするつもりなのだろうか？

　無防備というか無警戒というか、この子のことが少し心配になってしまう。

「くしゅんっ」

「大丈夫か？」

「ん、平気。少し寒かっただけ」

「とにかく着替えるといい。あと、よかったら風呂も入っていくか？」

「お風呂、あるの？」

「湯を張るのに少し時間はかかるけど」

「ありがと」

　風呂に入る……ということでいいんだよな？

　口数の少ない子だから、どう判断していいか迷う時がある。

「おっ、レインの旦那」

　奥からふわふわとティナが現れた。

「おかえり、頼んでた調味料はどうや？」

「はい、これ」

　調味料が入った袋をティナに渡した。

「おおきに。って……なんや、その子？」

「道に迷って雨に濡れていたから、つい」

「犬猫のような感覚で人を拾わんといて」

「ごめん」

「ま、それもレインの旦那らしいか」

「この子の着替えを用意してくれないか？」

「ほい、任せとき」

　ティナがふわふわと奥に消えた。

　そんなティナを見て、ローブの子は驚いているようだった。

「今の……幽霊？」

「ああ。でも、俺の大事な仲間だ」

「幽霊が仲間……もしかして？」

「ほら、まずはその濡れたローブをなんとかしよう」

　ローブの子を脱衣所に連れて行く。

「ここが脱衣所で、奥が風呂。ちょっと待っててくれ」

　浴室に移動してお湯を入れる。十分もすればいっぱいになるだろう。

「少し待てばお湯がいっぱいに……いっ!?」

　浴室から脱衣所に戻ると、裸の女の子がいた。その足元には濡れたローブが。

　たぶん、裸の女の子がローブの子の中身なのだろう。

「ちょっ……まだ俺がいるのに脱ぐなんて!?」

「ん、問題ない」

「大アリだから！　って……」

　ふと、彼女の頭に視線が固定される。

　小さな角が二本、額の上の辺りから生えていた。

　それは……最強種『鬼族』の証あかしだ。
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『鬼族』という最強種がいる。

　鬼族は、皆、頭に角が生えている。角の数は特に決まっているわけではなくて、一本の者もいれば十本の者もいる。

　それ以外は普通の人間とあまり変わらない。人間と同じように歳としをとるし、外見が変化する。

　そんな鬼族の能力は、特定のものに定められていない。

　猫霊族なら身体能力に優れていて、竜族ならバランスがよくて、神族は特殊能力を持つ……などなど、種族毎ごとに特徴があるのが基本だ。

　しかし、鬼族にはそういった特徴がない。

　力に優れている者もいれば、魔力に優れている者もいる。神族と同じように、一風変わった特殊能力を持つ者もいる。

　人間より強いことは間違いないが、どの方面で優れているか、それは個人個人で異なるのだ。

　その理由は、多種多様の種族が存在することにある。

　一番シンプルなのは、名前がそのままの『鬼』だ。長く大きな角が生えていることが特徴で、猫霊族を凌しのぐほどの豪腕を持つ。

　珍しいところで『霊鬼』という鬼族もいる。幽かくり世よから霊を呼び出すことができると言われている。

　その他、羅刹、吸血鬼、夜や叉しゃなどという変わり種もいて、最強種の中で一番種類が多いと言われている。あまりにも多いから、まとめて『鬼族』というカテゴリーに収められている。

　そんな鬼族と人間の関係は良好で、一番仲が良いと言っても過言ではない。

　鬼族は主に東大陸で暮らしているらしく、その大半が、人の街や村で共存生活を送っている。素直な性格の者が多いと言われているため、人も受け入れやすいのだと思う。

　鬼族は一度定住の地を見つけたら、そこからあまり動かない。そのため大半の鬼族は東大陸にいて、この中央大陸に来ることはとても珍しいことだ。




「君は……鬼族なんだよな？」

「ん」

　女の子がコクリと頷いた。

　確認するまでもないけど、やっぱり鬼族だった。

　ちょっと興奮してしまう。いや、変な意味ではなくて。

　ビーストテイマーとして、珍しい種族と出会うとついついテンションが上がってしまうのだ。

「レイン、レイン」

　脱衣所の扉の向こうからカナデの声がした。

「これ、ティナに頼まれて持ってきたんだけ……ど？」

　扉が開いて、服を手にしたカナデが現れた。

　カナデは目を丸くして、俺と女の子の間で視線を行き来させる。

　服を脱いだ裸の女の子。

　そして、俺は男。

　カナデはぽかんとして、次いでワナワナと震えて、最後に顔を赤くして叫ぶ。

「にゃ、にゃにをしているのぉおおおおおっ!?　というか私、こういう機会にばったり遭遇すること多くないかな!?」

　俺は慌てて脱衣所を出た。
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　リビングで待つこと三十分ほど。

「にゃー……おまたせ」

「ん」

　カナデと鬼族の女の子が姿を見せた。もちろん、鬼族の女の子は服を着ている。

　服はカナデのおさがりらしいが、サイズが合わずダボダボだ。他に服がないらしいので、彼女が着ていたものが乾くまでは我慢してほしい。

　風呂に入って温まったらしく、女の子の頰はほんのり赤く染まっていた。肌が陶器のように白く綺麗だから、火照っているのがよくわかる。

　白い髪は絹糸のようにサラサラで、大きいリボンでまとめられていた。

　まるで人形みたいに綺麗な女の子だ。

「事情はこの子から聞いたけど……レインも、もっと注意しないと！　この子のはだ、は……裸を見ちゃうなんて！」

「面目ない……」

「私だって見てもらったことないのに！」

　いや、俺に見せる必要はないだろう……？

　見て当たり前みたいな言い方はしないでほしい。

「体は温まったか？」

「ん……ありがと」

　女の子がぺこりと頭を下げた。

　あまり感情を表に出さないらしく、表情がほとんど変わらない。ただ、感謝していることは伝わってきた。

　たぶん、悪い子じゃないだろう。

「雨が止やむまでウチでゆっくりするといいよ」

「いいの？　迷惑じゃない？」

「ぜんぜん。な？　カナデ」

「うんうん、お客さんは大歓迎だよー！」

　よくよく考えてみたら、お客さんは初めてかもしれない。

　家は購入したが、あちらこちらに出かけてばかりなので、誰かを迎える機会がない。

「ありがと」

　女の子が再び頭を下げた。

「ボク、リファ。鬼族。十五歳。よろしく」

「俺はレイン・シュラウドで、こっちは……」

「カナデだよ。見ての通り猫霊族なんだ。よろしくね！」

「ん、よろしく」

「他にも仲間がいるんだけど、まあ、それは機会があれば紹介するよ」

「ウチのことも紹介してやー」

　壁をすり抜けてティナが現れた。

「びっくりした」

　淡々とした口調なので、本当に驚いているのかどうかよくわからない。

「ウチは、幽霊のティナ・ホーリや。よろしくやでー」

　挨拶をしたティナは、再び壁をすり抜けてどこかへ行き、また戻ってきて、リファをもてなすためのお茶やお菓子を用意してくれる。

　そのためにカナデに服を任せて、色々と準備をしていたらしい。

「おー」

　テーブルの上に並べられたお茶とお菓子を見て、リファが目をキラキラと輝かせた。こういうところはちょっと子供っぽい。

「食べていいの？」

「どうぞ」

「ボク、お金ないよ？」

「そんなものとらないよ」

「……いただきます」

　ぺこりと頭を下げてから、行儀よくお菓子とお茶に手をつける。礼儀正しい子だ。

「おいしい」

「ありがとなー。お菓子はウチの手作りなんやで」

「ティナはお菓子作りが上手なんだよ」

「おー、すごい」

　あくまでも淡々とした口調で褒める。

　適当に言っているわけじゃなくて、ただ単にそういう性格なのだろう。本気ですごいと思い、喜んでいることは、キラキラとした目を見ればわかる。

　お菓子をすごく気に入ったらしく、あっという間に半分を食べてしまう。

「冒険者ギルドには俺が案内するよ。雨が止んで服が乾いたら、街に行こう」

「ありがと、助かる」

「にゃん？　そういえば、リファはどうしてこの街に？」

「人を探しているんだ」

「へー、そうなんだ」

「こんな雨の中、傘も差さずに立っていたから気になって……それでウチに連れて来たんだよ」

「そういうことだったんだね。私てっきり、レインが無自覚にたらしたのかと」

「そんなことはしないぞ？」

「にゃー……自覚してないし」

　なぜか頰を膨らませるカナデだった。

「ところで、誰を探しているんだ？」

　もしかしたら知り合いかもしれないと思い、そんなことを尋ねてみた。

「英雄を」

「英雄？」

「領主の不正を暴いて、魔族を倒して、悪魔を退けて、勇者の悪行を白日の下に晒さらした……人呼んで、ホライズンの英雄を探している」

　俺のことだった。




　自分で言うのはどうかと思うけど、俺は『ホライズンの英雄』なんて呼ばれている。

　以前、悪徳領主の不正を暴いて、突如出現した魔族を討伐したことで、街の人にそう呼ばれるようになったのだ。

　英雄なんて柄じゃないけど、親愛の証のようなものだから悪い気はしていない。

「えっと……リファ」

「ん？」

「もしかして、その英雄の名前は知らないのか？」

「ん、知らない」

　リファが小さく頷いた。

「でも、とても有名と聞いた。この街に来ればすぐに見つかると思った」

「なるほど」

「レインは英雄を知っている？　だとしたら紹介してほしい」

　リファはぺこりと頭を下げた。

　それから、まっすぐな瞳でこちらを見つめてきた。

　その目はとても綺麗に澄んでいて、悪いことを考えているようには見えない。何かしら大事な目的があるのだろう。

　それならばと、素直に正体を明かすことにする。

「えっと……俺がその英雄なんだ」

「レインが？」

　予想外らしく、リファが目を丸くした。

　あまり表情の変わらない子だから、こういう反応は新鮮だ。

「ホント？」

「本当だよ」

「……でも、強そうに見えない」

　ぐさりと来る一言だった。

「レインは強いよ？　私達最強種と契約しているし、それだけじゃなくてビーストテイマーとしてもすっごく優秀なんだよ」

　フォローするようにカナデがそう言うと、リファが考えるような仕草をとる。

「カナデと契約……それはすごい。ティナも？」

「せやな。ウチもレインの旦那と契約しているで」

「でも、ティナは幽霊」

「レインの旦那は、ファントムテイムとかいう、わけのわからん力を持っているんや」

「ふぁ、ファントムテイム……？」

　聞いたことがないらしく、リファが動揺していた。

　まあ、幽霊を使役するなんて珍しいからな。故郷でも、隣のおじさん以外見かけたことがない。

「それなら……でも……」

　リファはぶつぶつとつぶやいて、何事か考えていた。

　いったい、どんな目的があるんだろう？

「レイン」

　ややあって、リファがこちらを見た。今までで一番真面目な顔をしていた。

「ボクと戦ってくれない？」

「え？　なんでだ？」

「レインの力を確かめたい」

「そんなことを言われても……」

　理由もないのに戦うことなんてできない。ましてや相手は女の子だ。

　最強種だから余計な心配かもしれないが、それでも理由のない戦いは迷いが生じる。

「詳しい理由を聞かせてくれないか？　力を確かめたいと言われても、いきなりで納得できない」

「むう」

　理由を口にすることに抵抗があるらしく、リファが困ったような顔に。

　しつこく聞けば教えてくれそうな雰囲気はあるが、それなりに大事な理由みたいだから、無理に聞き出すようなことはしたくないな。

　少し考えて、俺は頷く。

「わかった、戦おうか」

「いいの？」

「いいよ。リファにとってとても大事なこと、っていうのは理解できたから……なら、戦うよ。その後で理由を話すかどうか、それはリファに任せる」

「ありがと」

「ただ、俺はそんな強くないから、がっかりしても文句は言わないでくれよ？」

「レインの旦那、いつまで勘違いしてるんや？」

「レインが弱かったら、他の人はどうなるのー、っていう話だよね」

「楽しみ」

「……頼むから二人共、変に煽あおらないでくれ」
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　ちょうどいいタイミングで雨が止んだので、庭へ移動した。足を取られたり泥が跳ねたりしないように、雨でぬかるんだ地面を魔法で整地する。

　それから、十メートルほどの間隔を空けて、リファと対たい峙じした。服が乾いたので、格好が変わっている。

　この辺りでは見かけない服だ。東大陸で着ている人が多いという、浴衣だろうか？　独特の雰囲気があり、それがリファとよく嚙かみ合あい、とてもよく似合っている。

「レイン、がんばれー！」

「リファもがんばるんやでー！」

　カナデとティナが応援をしてくれる。

　その隣でルナが地面に座り、家から持ち出したお菓子をぱくぱくと食べていた。

「うむ、こんな催しがあるなんて聞いてないのだ。わくわくなのだ」

　どこからか話を聞きつけて見物に来たらしい。

　見世物じゃないんだけど……まあいいか。ルナがいれば、怪け我がをした時、回復をしてもらえるからな。万が一を心配する必要がなくなり、安心だ。

「いくよ」

「ああ、来い！」

　リファが地面を蹴り、戦闘が開始された。

「ふっ！」

　リファがまっすぐ突撃してくるのだけど……速い！

　十メートルほどの距離があったはずなのに、一瞬で目の前に迫る。最強種だけあって、身体能力はかなりのものらしい。

　ただ、これくらいなら俺でも対処できる。

　驚きは押し込めて、落ち着いてリファが繰り出してくる拳を無手で捌さばいた。

　人間に止められるとは思っていなかったのだろう。リファは驚きに目を丸くして、それから警戒するように後ろに跳んだ。

「やるね」

「一応、それなりに修羅場をくぐっているからな」

「少し本気出す」

　リファから放たれる圧が強くなり、警戒レベルを一段階引き上げた。

　数秒の睨にらみ合あいの後、リファが再び突撃。その速度に変わりはない。

　少し本気を出すと言っていたけれど、身体能力が上昇するわけじゃない？　なにか別の隠し玉があるのだろうか？

　警戒しつつ、リファを迎撃する。

　リファの突撃はとても速く、人の限界を簡単に超えていると思う。

　ただ、人外の相手はそれなりにしてきたし、なによりも二度目となれば目が慣れる。右腕で薙なぐようにして、リファの突撃に合わせたカウンターを叩たたき込こむ。

　その一撃は確実にリファを捉えるのだけど……

「なっ!?」

　拳がリファに当たる直前、その体が四散した。

　いや……四散したように見えただけで、実際にはまったく別の現象が起きていた。リファの体が無数の黒いコウモリに変わり、周囲に散ったのだ。

「にゃ!?　こ、コウモリに変身した!?」

「ど、どういうことなんや……？」

「ほほう、これはこれは！」

　観戦しているみんなも予想外だったらしく、一斉に驚いていた。

　そんな中、無数のコウモリが周囲を飛び回り、不意をついて俺の背後に集結する。

　するとコウモリが人の形を取り、再びリファが現れた。

「な、なんだそれは!?」

「ボクの能力」

　リファが背後から突貫してきた。

　慌てて防御しようとするが、あまりに予想外の光景に動揺してしまい、ガードが遅れてしまう。

「ぐっ!?」

　着弾と同時に天と地が逆転した。

　ぐるぐると回転しつつ吹き飛ばされて、何度も何度も転がる。地面に腕を突き立てるようにして、強引にブレーキをかけて、ようやく止まることができた。

「今のは効いたな……！」

　骨が折れていることはないだろうが、打撲は確実だ。できれば回復しておきたいが、リファはそれを許してはくれないだろう。

「終わり？」

　リファは追撃をかけることなく、どこか残念そうな感じで問いかけてきた。

「人間にしては強い。でも、その程度ならダメ」

「……そう判断するのはまだ早いぞ」

　このまま負けてたまるものかと、負けず嫌いの心が燃え上がり、立ち上がる。

　さあ、ここからは反撃の時間だ。

「まだ続ける？」

「もちろん」

「ん。その気合はいい」

　拳を構えるが、リファはその場で棒立ちだ。少しずつ距離を詰めても反応することなく、好きにしてくださいというような態度を見せている。

　やはり、またコウモリに変身して逃げるつもりなのか？

　でも、それはそれで好都合だ。

「いくぞ……ブースト！」

　魔法で身体能力を上昇させてから突撃した。

　先ほどよりも速く、鋭くなっているが……

「甘いよ」

　リファは動揺を見せることなく、再びコウモリになって俺の攻撃を避けた。不意をついたつもりだったけど、そう簡単にはいかないか。

　一つ目の作戦は失敗したが、作戦はまだまだある。

　そのうちの一つが……コレだ。

「止まれっ！」

「っ!?」

　ビーストテイマーの能力を使用して、コウモリに停止指示を出した。

　コウモリになっている状態なら、命令を聞かせることができるかもしれない。その考えは正しく、無数のコウモリに分裂したリファの動きが止まる。

「くっ……この！」

　コウモリだけど、元は最強種。リファを長時間縛り続けることは難しいらしく、気合を入れるような声と共に、命令が弾はじかれてしまう。

　コウモリ達は自由を取り戻して、すぐに一箇所に集合。再びリファが顕現する。

「今の……なに？」

　こちらの能力を警戒している様子で、リファは距離をとりつつ、そう問いかけてきた。

「俺はビーストテイマーなんだ」

「……それで？」

「普通の人を操ることはできないけど、コウモリに変身するならなんとかなるかな……って」

「コウモリに変身しても、ボクは最強種。人間に操られるなんてありえない」

「まあ、そこは色々と」

　たぶん、俺の中に流れている勇者の血が影響しているのだろう。そのおかげで、普通なら通じるはずのない命令がリファにも通じている。

　ただ、さすがにそこまで説明することはできない。勇者の血のことは機密情報なので、信用できる相手以外に教えることはできない。

　まあ……リファはいい子そうで、たぶん、問題はないと思うが。

「いくよ」

　まだ続けるつもりらしく、リファが構えた。

　納得してもらうには勝利するしかないと思い、俺も構えた。

　リファが突貫……してきたと思ったら、その体が影の中に沈んだ。

「なっ!?」

　突然のことに驚いて、思わず動きを止めてしまう。

　リファがその隙を逃すことはない。

「隙あり」

　今度は俺の影からリファが飛び出してきた。

　そんなバカな!?　まるで瞬間移動じゃないか。

「くぅっ!?」

　リファは飛び出した勢いで宙を舞い、くるくると回転しつつ蹴りを叩きつけてきた。咄とっ嗟さに腕でガードするものの、その威力はかなりのもので、ビリビリと痺しびれてしまう。

　リファはさらに独こ楽まのように回転して、宙に浮いた状態のまま連続で蹴撃を繰り出してくる。

　一撃、二撃、三撃。

　二撃目まではガードすることに成功したが、三撃目をまともに受けてしまい、ガツンと頭に衝撃が走る。かなり強烈で、一瞬、意識が消えた。

　なんとか踏みとどまり、倒れることは耐える。

　反撃……というか、これ以上攻撃されないための牽けん制せいの一撃を繰り出すが……

「甘い」

　再びリファが影の中に消えた。

　慌てて周囲を見ると、今度は少し離れた木の影から現れる。

　影と影を移動する能力か……？　確定するには材料が足りないが、瞬間移動に似たものと、ひとまず仮定しよう。

　それなら……やりようはある。

「物質創造！」

　リファの周囲を囲むように石壁を作りあげた。さらに……

「重力反転！」

「これは……!?」

　リファにかかる重力を倍増させて、石壁の中に閉じ込める。

「驚き、こんな能力を持っているなんて」

「色々とあってね」

「でも、やっぱり甘い」

　壁に囲まれていようが重力が倍増しようが、そんなことは関係ないというようにリファは影の中に消えた。今までと同じように影を渡り、奇襲をしかけるつもりなのだろう。

　とても厄介な技で、普通なら予兆を見切ることは不可能だ。

　でも、それに頼り切りになっているのなら、なんとかなる。

　最大限の警戒をして、俺はここぞというタイミングで振り返る。

「なっ!?」

　絶妙なタイミングで、背後にある木の影からリファが顔を出した。

　大地を踏みしめるようにして、拳を突き出して……

「……」

　リファの眼前で止める。

「これでどうだ？」

「……今の一撃を食らえば無事じゃない。ボクの負け」

　リファは素直に負けを認めてくれて、降参と言うように両手を挙げた。

　それから、不思議そうに小首を傾げる。

「でも、どうしてボクの場所を？」

「背中を見てみるといい」

「ん……虫？」

　リファが服を引っ張るようにして背中を見ると、そこには小さな虫が張り付いていた。

「俺、ビーストテイマーだけど、インセクトテイマーの力も多少あってさ。で、力を使ってその虫をリファの背中に貼り付けた」

「この虫は魔力を帯びている？」

「リファが言うように、リアクターアントっていう魔力を帯びた虫だ。虫というかアリな。特殊なアリで、そこにいるだけで他の魔力と干渉する性質を持つんだよ。まあ、魔力を妨害できるほどじゃないんだけど」

「このアリのせいでボクの魔力が乱れて、そこから出現位置を探知した？」

「正解」

「でも、こんなものいつの間に……まさか」

　自分で答えに至ったらしく、リファが驚いた顔になる。

「さっきの派手な能力を使った時？　あれはボクを閉じ込めるためじゃなくて、この虫を貼り付けるための目くらまし……？」

「それも正解」

　頭のいい子だ。こちらの手の内を全部晒した状態で勝負したら、勝てないかもしれない。

「これが俺の力、っていうことになるかな」

「……」

「虫の力を借りているし……まあそもそも契約で得た力は俺のものじゃないから、自力じゃないんだけどな。純粋な力比べでなければ納得いかないのなら、これ以上はどうすることもできないから、その場合は俺の負けになるよ」

「ううん。そんなことは言わない」

　リファは小さく首を横に振る。

　そして、どこかキラキラとした眼まな差ざしをこちらに向けてきた。

「レインは強い。ボクより強い」

「次やっても勝てる保証はないけどな」

「ううん……そんなことはないと思う。とにかく、ボクの負け。レインの力、認める。偉そうにしてごめんなさい」

　リファはぺこりと頭を下げた。

　あれこれと強気な台詞せりふを口にしたことを気にしているらしく、ちょっと元気がない。

「いいよ。俺の力を確かめることは、リファにとって必要なことだったんだろう？　なら、いくらでも確かめてくれて構わないさ。模擬戦でいいなら、いくらでも付き合うよ」

「ん……ありがと。レインは優しい」

「うむっ、そうなのだ！　レインは優しいのだ！」

「にゃー……なんだか、また一人、レインに……」

「カナデやタニアは大変やなー」

　勝負が終わり、みんながあれこれと感想を口にした。

　いや、感想というよりは雑感……？

「とりあえず……俺を探していたっていう理由、中で聞こうか」





◆






　家の中へ戻り、リビングへ移動した。

　再びティナがお茶とお菓子を用意してくれて、その間に、俺はみんなを呼びに行く。リファの話は大事なことのようだから、きちんと全員で話を聞いた方がいいと思ったのだ。

「驚き」

　みんなが集合すると、リファは目を丸くした。

　でも、その顔は相変わらず無表情だ。

「竜族と神族もいるなんて」

「あたしはタニアよ」

「ニーナ……です」

「ソラです。そこの駄妹の双子の姉です」

「駄妹は余計ではないか!?」

　二人が挨拶をして、最後にソラが挨拶をした。

　それから、円を描くようにそれぞれ席についた。俺の左右にソラとルナが座り、その対面にリファが来る形だ。

「にゃー。レインの隣、取られた……」

「あの双子、さっそくやってくれたわね……」

「ふふん。同盟は結んだが、アピールをしてはいけないという決まりはないのだ」

「こういう小さなアピールを重ねていくことで、最終的に勝ちを得ることができます」

　なぜかカナデとタニア、ソラとルナの間で火花が散っていたが……ケンカというわけではなさそうなので、今は気にしないでおこう。

　それよりもリファの話が大事だ。

「それじゃあ、話を聞かせてくれないか？」

　リファはコクリと頷いて、その目的を口にする。

「ボク達、鬼族を助けてほしい」

　その内容は思っていたものよりも大おお事ごとで……それでいて、わかるようでわからない話だった。

　どういうことなのか？　ついつい首を傾げてしまう。

　そんな疑問を察したらしく、リファは詳しい説明に移る。

「ボクは鬼族。その中でも珍しい、吸血鬼と呼ばれている」

「あっ、聞いたことあるよ！　人間の血を吸う悪い鬼族なんだよね」

　カナデが警戒するように目を細くした。

　ただ、リファがそんなことをするような子には見えない。

「そういう吸血鬼もいるけど、ボクはそんなことはしないよ。人間と一緒に暮らしているし、遊ぶこともあるよ？　一緒にしないで」

「うっ……ごめんね。私の早とちりだったみたい」

　いつも無表情なリファに睨まれて、カナデは素直に謝罪した。

　リファが感情を強くしたことで、彼女が誠実な子であることを悟ったのだろう。

「ボクが暮らしているところは、東大陸に入って少しのところにあるクリオスっていう街」

「クリオス……聞いたことがあるわ」

　心当たりがあるらしく、タニアが口を開いた。

「街の規模としては、このホライズンとあまり変わらないらしいわ。ただ、人口の十分の一……ううん、もっと少なかったかしら？　とにかく、鬼族が一緒に暮らしている、というのが特徴の街ね。鬼族の能力が活いかされていることもあり、けっこう賑にぎわっているみたい」

「ほむ。タニアは詳しいのだ」

「レインと出会う前はあちらこちらを旅してたからね。その際、耳にしたことがあるの」

「タニアの言うことは正しい。ボクが説明すること、一つ減った」

　人と最強種が共存する街か……うん、機会があれば観光に行きたいな。

　ただ、そんなのんびりした話をしている場合じゃないらしく、リファは深刻な顔を作る。

「今、クリオスは……滅びようとしている」

「穏やかな話じゃないな。どういうことなんだ？」

「スタンピードが起きている」

「すたん……ぴーど？」

　スタンピードを知らないらしく、ニーナは不思議そうに小首を傾げた。

　他のみんなは知っている様子で、険しい顔になる。

「むう、スタンピードが起きているのか」

「厄介ね……リファの言うことも納得ね」

「なに……それ？」

「スタンピード……いくつかの要因が重なり合い、魔物が爆発的に増殖する現象のことです。イナゴの群れが作物を荒らすように、スタンピードが発生したら周囲の街は壊滅してしまうとか」

「人間のことはよく知らぬが、天敵である魔物のことだから、我らでも知っているのだ」

「おー……ソラとルナ、博識」

「ふふん、そう褒めるでない。褒めろ褒めろ」

「どっちですか」

「はいはい、二人はちょい静かにしとこなー」

　話が逸それ始めたところで、ティナがストップをかけた。

　さすがというか、タイミングが完璧だ。

「話を戻すけど、クリオスの近くでスタンピードが発生したんだ」

「にゃー……それでレインに助けを？」

「ううん、違う」

「え、違うの？」

「普通のスタンピードなら、ボク達でなんとかなる」

　鬼族は戦闘に優れた最強種で、その力はさきほどの模擬戦で証明されている。あれでまだ本気じゃないから、全力を出せばそこらの魔物なんて敵じゃない。

　スタンピードが起きて、数千、数万の魔物を相手にするとなると、さすがに苦戦するだろう。

　ただ、話を聞いた限り、クリオスにはたくさんの鬼族がいる。人と協力すれば、犠牲ゼロというわけにはいかないが、スタンピードを制圧することはできるはずだ。問題が問題だから、王都からも援軍が出るだろう。

　多少の被害は出るだろうが、敗北はない……普通はそんな答えにたどり着く。

　しかし、リファが助けを求めているということは、普通じゃない事態が起きているのだろう。

「クリオスでなにが起きているんだ？」

「ん。スタンピードが連続して発生している」

「連続して……？」

　そんなことはありえない。

　スタンピードは十数年に一度の割合で発生すると言われている。

　その前兆ならちょくちょくと起きているものの、あくまでも前兆で終わり、スタンピードに発展することはほとんどない。

「一度目のスタンピードは一ヵ月前に起きた。制圧に三日間。それから一週間後、二度目のスタンピードが起きた。三度目のスタンピードは五日後」

「三度も起きているのか!?」

「ありえないのだ……」

「そんなことが起きる確率は、宝くじに連続で当選するようなものですね」

　俺だけじゃなくて、みんなも驚いていた。

　スタンピードが連発するということは、それくらいに信じられない現象なのだ。

「ボク達鬼族も限界がある。人間はなおさら。援軍も無限に来ない。防壁を築いて街を砦とりでにしたけど、いつまで耐えられるか……」

　ここで初めて、リファが不安そうな顔を見せた。きっと、街に残してきた家族や仲間のことを心配しているのだろう。

　俺もついこの前、みんなと引き離されたから、その気持ちはよくわかるつもりだ。大事な人が危険に晒されて、その顔が見えない時、とても不安になってしまう。

「あ……」

　気がつけば身を乗り出すようにして、リファの頭を撫なでていた。

「あ……ごめん、つい」

「ん……構わない。なんか安心する。もっとして」

　リファに求められて、もう少し頭を撫でた。

「ん、もう大丈夫」

　リファが落ち着きを取り戻したところで、タニアが口を開く。

「それで、レインに援軍を求めに？」

「うん。スタンピードの原因を排除するために、力を貸してほしい」

「原因を？」

「スタンピードを制圧することは、まだできる。今は余計な消耗を抑えるために、あえて籠城しているだけ。でも、このまま続いたら保たない。だから、制圧するよりも、スタンピードが連発する原因を突き止めないといけない」

「そうね、もっともな話ね」

「ボクの仲間が、クリオスから離れたところに強力な魔力反応があることを突き止めた。一ヵ月前……最初のスタンピードが起きる時から反応があった。すごく怪しい」

「もしかして……リファは、人為的にスタンピードが起こされていると？　そう考えているのか？」

「ん」

　正解というように、リファはコクリと頷いた。

　スタンピードを人為的に起こすなんて、普通に考えてありえないが……でもそれを言うなら、スタンピードが連発していること自体がありえないか。

　この事件はおかしなことが多いから、常識を疑うべきだろうな。

「ボク達は、強大な魔力を持つ者がスタンピードを起こしていると判断した。だから、討伐することを選んだ。でも……」

　リファが暗い顔になり、その顔を隠すようにうつむいた。

　膝の上に置かれた手が、ぎゅっと強く握られる。

「……仲間は帰ってこなかった」

「そう……か」

「相手の正体は不明。ただ、ボク達最強種でも敵かなわない相手ということが判明した」

　最強種に匹敵する存在なんて数えるほどしかいない。

　伝説と言われているＳランクの冒険者か、あるいは勇者か。

　もしくは……魔族。

「ボク達鬼族が総出でかかれば、謎の敵は倒せると思う。でも、そうなると街が守れない。少数精鋭で挑むべきだけど、手が足りない。強い敵と戦える戦士が欲しい」

「それで俺のところに？」

「レインは魔族を倒したと聞く。だから、だから……」

　リファの声が悲しみの感情に揺れた。

　それが表にあふれるかのように、瞳が潤んで、くしゃりと表情が崩れる。

「お願い。ボクの仲間を、家族を、友達を……助けて」

　ポロポロと涙をこぼしながら、リファは頭を下げた。

　家族や仲間がピンチに陥り、それをなんとかするという使命を背負い、一人でがんばり耐え続けて……その心は、ピンと張り詰めていたのだろう。

　そして今、我慢が限界に達して、感情が一気に表にあふれ出した。仲間を想おもい、家族を想い、友達を想い……涙を流している。

　そんなリファの健けな気げな姿に、俺は心を強く打たれた。

　その涙を止めたいと、心の底から思った。

「大丈夫」

　そっと、指先でリファの涙を拭う。

「その依頼、引き請けた」

「助けてくれる……？」

「ああ、もちろんだ」

「ホント……？」

「ホントだ。リファが困っているなら、その家族や仲間が苦しんでいるなら……力になりたいよ。なんでもできるとは言えないけど、でも、全力を尽くすことは約束する」

「……ありがと」

　リファはすんすんと鼻を鳴らしながらも、ややあって泣なき止やんだ。

　ぐしぐしと手の甲で目元を拭い、それからこちらに抱きついてくる。

「ありがと」

　もう一度、同じ言葉を繰り返す。

　その言葉には、今度は温かい優しさが含まれているような気がした。

「えっと……」

　リファが離れたところで、一度、みんなを見る。

「そんなわけだから、俺はリファの依頼を請けようと思う。みんなの意見も聞かずに勝手に決めてしまったけど……」

「できれば手伝ってほしい、って言うつもり？」

　俺の台詞を先読みして、タニアがそんなことを口にした。

「で、よくわかったな……って続けると思うのだ」

　さらに、ルナにまで台詞を先読みされてしまう。

「ふふん、当たりだろう？」

「まあ……でも、どうして？」

「我らはずっとレインと一緒にいるのだぞ？　レインの考えていること、次に出そうな台詞くらい、なんとなく予想できるのだ」

「手伝ってほしいとか、そういうことは言わなくていいわよ。あたしらのリーダーはレインなんだから、もうちょっと強引にしてもいいと思うわよ。例えば、俺についてこい……とか」

「にゃー、強引なレイン……それはそれでアリだね！」

「話を脱線させないの、この妄想猫」

「妄想猫!?」

　最近、ちょくちょくタニアがカナデにツッコミを入れているような気がした。

　この二人、芸を披露しておひねりをもらうことができるのでは？

「えっと、それじゃあ……」

「うちらはもちろんオッケーやで」

「リファの……力になりたい、の」

　リファの涙にみんなも心を動かされたらしく、依頼を請けることを笑顔で了承してくれた。

　そんなみんなの返答を聞いて、リファが再び涙ぐむ。

「ありがと……すごく感謝」

　少し声を揺らしつつ、リファはぺこりと頭を下げた。

　最初は、無表情で人形みたいな子だと思ったけど、でもそんなことはなくて、とても感情豊ゆたかな子だ。ただちょっと、感情が表に出にくいだけなのだろう。

　そんな純粋なリファの力になりたいと、改めて強く思う。

「それじゃあ……悪いけど、ちょっと冒険者ギルドまでついてきてくれないか？」

「どうして？」

「冒険者に依頼を出す時は、ちゃんとギルドに報告しないといけないんだ」

　以前は手続きを省いたこともあったのだけど、今の俺はＡランク冒険者だから、そういったことをしたら怒られてしまう。他の冒険者の模範にならないといけないのだ。

　よほど急ぎでない限りは、きちんとした手続きを踏んでおきたい。

「クリオスはまだ持ちこたえられそうか？」

「……うん、それは大丈夫」

　少し考えるような間を挟んでから、リファはこくりと頷いた。

「みんな強い。耐えることを目的にすれば、まだまだ平気。実際、まだしばらくは保もつって言っていたからね」

「なるほど。じゃあ、悪いけどギルドで手続きを頼む。そんなに時間はかからないはずだから」

「ん、わかった」

「俺とリファと……あとタニア、一緒に来てくれないか？」

「ええ、いいわよ」

「あとのみんなは旅の準備を頼む。食料と水。必要があれば日用品と装備も。あと馬車の手配を」

「「ば、馬車……」」

　馬車と聞いて、ソラとルナのテンションがだだ下がりした。二人は馬車に極端に弱いから、また酔ってしまうのではないかと恐れているのだろう。

　クリオスは東大陸に入ってすぐのところと聞くし、王都に行くほどの時間はかからないはず。

　ただ、それでも数日はかかるだろうから、二人には厳しいだろう。

「むぅううう、むぅ……ぬぅうううん」

「ううううぅ……」

　ルナとソラが、ものすごく苦々しい顔をして、うめいていた。どうしても馬車は嫌らしい。

「あっ、そうなのだ」

　なにか閃ひらめいた様子で、ルナは明るい顔に。

「レインよ。クリオスへの移動手段を確保すれば、馬車でなくても問題ないわけだな？」

「ああ、そうだけど……なにかアイディアが？」

「タニアの背中に乗せてもらうのだ！」

「あたし、馬車じゃないんだけど……」

「冗談なのだ」

　ウソだ。

　たぶん、タニアが仕方ないわね、と言えばそのまま背中に乗せてもらうつもりだっただろう。

「結局、どうするつもりなんだ？」

「精霊族の里を経由しようと思います」

　ルナの代わりにソラが答えた。

「確か、東大陸に入ってすぐのところに、里に繫つながる入り口があったはずです。それを使えば、馬車に乗ることなく東大陸へ移動できます。その後は、少し歩くことになるかもしれませんが……まあ、普通に移動するよりは早いと思いますよ」

「でも、大丈夫なのか？　ただの移動手段として、精霊族の里を利用するなんて」

　普段、結界を展開して封鎖している場所を、馬車の代わりに利用するなんて。長おさとアルさんが怒るのではないだろうか？

　いや……アルさんは、いいぞ、と気楽に了承してくれそうな気もするが。

「大丈夫です。たとえ長が反対したとしても、説得してみせます」

「あの馬車という悪魔の兵器に乗らされるくらいなら、我はどんなこともしてやるのだ！」

　そこまで言うか。二人は心底、馬車が嫌いになったようだ。

　まあ、乗り物酔いはかなり苦しいと聞くからな。人によっては、二日酔いよりもきついらしい。

　そのことを考えると、仕方ないのかな、とも思う。

「そんなわけで、我とソラは、また精霊族の里に行って話をつけてくるのだ」

「買い物に参加できませんが、いいですか？」

「うん、いいよー。荷物持ちは私がいれば問題ないし……」

「買い物ならうちに任せてやー。きちんと値切って、いい商品を仕入れてみせるで」

「わたしも……お手伝い、がんばる」

　みんなやる気たっぷりだ。それだけリファを助けたいと思っているのだろう。

　俺だけじゃなくて、みんなもリファのことを親身に考えてくれていて、そのことがすごくうれしい。こういう時、仲間の絆きずなを強く感じることができる。

「ありがと」

　リファもその想いを感じ取ったらしく、もう一度、お礼を口にした。

　その顔は小さく笑っていた。





◆






　タニアとリファと一緒に冒険者ギルドを訪ねた。

　そろそろ夕方になろうとしているが、まだ受付はやっているはずだ。

「こんに……」

「あぁっ、シュラウドさん!?」

　ギルドの中に入ると、ナタリーさんと目が合った。

　そして、ものすごい勢いで詰め寄られた。

「よかったです！　今、シュラウドさんの家を訪ねようとしていたところで……まさか、シュラウドさんの方から来てくれるなんて！　よかった、これで無駄な時間を省くことができました」

「ちょ……お、落ち着いてくれ。なんでそんなに慌てているんだ？」

　普段は穏やかな人なのだけど、今はその面影はなく、とても落ち着きがない。よく見ると顔を青くしていて、汗をたくさんかいていた。

　病気というわけではなくて、恐怖を抱えているらしく、わずかに震えている。

　ナタリーさんだけじゃなくて、他の職員も慌ただしい。ギルド内を忙せわしなく駆け回り、色々な冒険者に声をかけている。

　その冒険者達も、皆、一様に険しい表情を浮かべていた。

「これは……？」

　どういうことなのだろう？

　不思議に思いナタリーさんを見ると、衝撃の事実が告げられる。

「シュラウドさん、みなさん。どうか力を貸してください！　このホライズンの近くでスタンピードが発生しました！」




～Another Side～




　ホライズンを一望できる丘の上に、一人の男がいた。

　髪は白髪混じりで、歳六十は超えているように見える。

　しかし、その身にまとう覇気は老人のそれではない。歴戦の戦士という言葉がふさわしく、中途半端な者が彼の前に立てば、その覇気に圧倒されて震えてしまうだろう。

　赤のローブをまとう初老の男は、冷たい風を浴びつつ、街を静かに見下ろしている。

「ふむ」

　男は、視線をホライズンから東の方へ移動させた。

　東は平原が広がり、その中央にまっすぐ街道が伸びている。街道を外れた先に森が見えた。

　その森から魔物があふれていた。スライム、ゴブリン、オーク、オーガ、キラータイガー、キメラ……多種多様の魔物が次々と姿を見せている。

　スライムのように増殖しているのか、それはいつになっても終わることはない。




　スタンピード。




　魔物の大量発生による大災害が、ホライズンを飲み込もうとしていた。

　そんな光景を見た男は、満足そうに頷く。

「やや発生は遅いが……これだけの規模のスタンピードを誘発することができたのならば、上出来という方だろうな。我ながらいい仕事をした」

　次いで、肩越しに後ろを見る。

「そうは思わぬか？　リースよ」

　音もなく姿を見せた魔族……リースに対して、そう問いかけた。

「あら、気づいていたんですね」

「気づかぬわけがなかろう。魔力は抑えているようだが、儂わしらは同胞なのだぞ？　お主が近くにいれば感覚でわかる」

「普通は、そんなことないんですけどね。相変わらずヴァイスさんの探知能力はすごいですね」

「褒めるために顔を見せたのか？」

「そんなことはありませんよ。こう見えて私、忙しいですから」

　リースは、男……ヴァイスの隣に並び、魔物の群れを見下ろした。
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「ヴァイスさんはうまくやっているか、それを確認しに来たんですけど、杞き憂ゆうでしたね。短時間でこれほどの規模のスタンピードを発生させるなんて。さすがの一言です」

「忙しいと言いながら、儂の仕事を見ていたのか。監視されているようで、いい気はしないな」

「すみません。ヴァイスさんの能力を疑っているわけではないんですよ？　ただ、今回の作戦は優先順位が高いので、できることなら失敗したくなくて……念には念を入れているんです」

「わからんでもないがな」

「今回の作戦の重要性を理解してくれているみたいで、うれしいです」

「儂をバカにしているのか？　魔王さまの目を覚ますために必要な作戦。その重要性が理解できないほど耄もう碌ろくしておらん」

「ふふ、そうですね。失礼しました」

　二人が話をしていると、崖の下で魔物の咆ほう哮こうが響いた。

　いつの間にか魔物の群れは倍以上に増えていた。

　それは、破壊と混こん沌とんを撒まき散ちらす津波のよう。全てを飲み込み、それでもなお飽き足らない。なにもかも壊すまで止まることはない。

「では、私は別の方面を見てきますね」

「ああ、任せる」

「あ、そうそう。クリオスの方はどうしたんですか？」

「さらに三度、スタンピードを誘発させておいた。しばらくの間、儂がいなくても問題はないだろう。それも防がれてしまうだろうが、向こうもそろそろ限界。後でケリをつける」

「なるほど、それなら安心ですね」

　リースはにっこりと笑い、

「では、また後ほど」

　優雅に一礼して、その姿を霧のようにして、そのまま消えた。





６章　ホライズンの危機




「スタンピードだって!?」

　ナタリーさんの口から飛び出した意外な言葉に、思わず大きな声が出てしまう。

　タニアとリファもすぐ険しい顔に。

「それは本当なのか？　そんな兆候があるなんて、まったく聞いたことがないのに……」

「シュラウドさんが疑う気持ちもわかります。しかし、たくさんの人からの目撃情報があり……それと、偵察も完了しています。東の方でスタンピードが発生。おそらく、あと二時間ほどでこのホライズンに魔物の群れが押し寄せてくるでしょう」

「……まさか」

　このタイミングでスタンピードが起きるなんて、いくらなんでも怪しい。クリオスのスタンピードと関連があると考えるべきだろう。

　タニアとリファも同じ考えに至った様子で、怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

「同じ敵の仕業、って考えるのが自然だけど……目的がわからないわね」

「うん。そこは、ボクも不思議に思っているかな」

　スタンピードを意図的に起こすことができるとして、そんなことができる者は限られている。最強種か、あるいは魔族のどちらかだろう。

　最強種の同士討ちなんて聞いたことがないから、今回の事件の犯人は魔族の可能性が高いと睨にらんでいる。

　そんな魔族がクリオスを狙うのは、鬼族が共存している街だからだろう。

　魔族にとって、最強種は厄介な存在。機会があれば排除しようとしてもおかしくはない。

　ただ、なぜホライズンまで狙う？

　ここは普通の街で、魔族に狙われるような理由はない。

　リファが俺に助けを求めたことを知り、それを妨害しようとした？

　いや、それはおかしいか。

　俺とリファが出会ったのは、つい数時間前だ。スタンピードはそれよりも前に発生しているらしいから、計算が合わない。

　あるいは、特に理由なんてない愉快犯？

　相手が魔族だとしたら、ありえなくはないが、違和感は残る。愉快犯ならクリオスに固執する必要はないし、遠く離れたホライズンをあえて狙う理由も不明だ。

　ホライズンが狙われる理由があるはずなのだけど……いや、今はいいか。

　まずは、街を守ることを第一に考えないといけない。

「タニア、みんなを呼んできてくれないか？」

「それはいいけど、ソラとルナはもう家を出ていると思うわ」

「二人のことは仕方ない。ソラとルナ抜きでがんばるしかないさ」

　ソラとルナがいないのは、正直、かなり痛い。とはいえ、連絡手段がないので、戻ってきてもらうことは難しい。

　二人抜きでがんばるしかない。

「っていうか……」

　ギルド内を見て、タニアが不思議そうに小首を傾かしげる。

「冒険者、少なくない？」

「そういえば……」

　ギルドの職員が慌ただしく動く中、冒険者達たちは戦いに備えて、装備の手入れや道具の準備などをしていた。

　ただ、その数は少ない。

　普段は、もっと多くの冒険者がいるはずなんだけど……どうしたんだろう？

「その、実は……」

　話を聞いていたらしく、ナタリーさんが申しわけなさそうに言う。

「タイミング悪く、ホライズンに登録されている冒険者の方々は、半数近くが遠出していまして」

「本当にタイミングが悪いな……」

　ここまで不運が重なると、偶然とは思えない。敵は、あえてこのタイミングを狙ったのだろう。

「今、街にいる冒険者は、ここにいる方々で全部です」

「スタンピードの規模は？」

「なんともいえないところですが……二万くらいになるという予想です」

「二万か……」

　過去に十万の魔物が発生したという記録もあるから、極大のスタンピードというわけではない。

　ただ、ここにいる冒険者は五十人くらいだ。

　単純計算で、１：４００という戦力比なので、さすがに厳しい。

「騎士団は？」

「今は避難経路の確保や籠城に備える準備をしているため、席を外していますが、そうですね……百五十名ほどでしょうか」

「それでも全部で二百人か」

「各ギルド支部、騎士団支部、王都に応援を要請していますが、間に合うかどうか……」

　見なかったことにして、逃げ出してしまいたいくらいの戦力差だ。

　数千くらいなら、みんなの力を借りればなんとかなるだろう。でも、いくらなんでも二万は多すぎる。

　数の暴力は、時にかなりの脅威となる。いくら最強種といえど、二万の魔物を相手にしたら、そのまま押し切られてしまうだろう。

　でも、本当に逃げるわけにはいかない。

　この街は、ホームグラウンドだ。愛着があるし、街の人も優しく、好きだ。

　絶対に守ってみせる。

「そのためには……よし、味方をたくさん用意しよう」




～Another Side～




　魔物の群れの襲来まで、三十分。

　カナデとタニアとティナとリファは、迎撃のため、街の東門へ移動した。ホライズン騎士団支部隊長、ステラ・エンプレイスの指示により、すでにバリケードが築かれていた。小規模な砦とりでくらいのサイズがあり、しばらくは持ちこたえられるだろう。

　カナデ達は、さすがステラと褒ほめ称たたえて、彼女はよしてくれと照れた。




　一方で、ニーナはソラとルナを追いかけることになった。

　一度、覚醒を果たしたことでニーナの能力は上昇していた。今の状態ならソラとルナを追いかけることができるという判断になり、二人を連れ戻すことに。

　時間はかかるかもしれないが、絶対に二人を連れてくるね、とニーナは気丈に笑ってみせた。




　そして、レインは……

「援軍を連れてくる」

　そう言い残して、街の西門から外に出て、どこかへ消えた。

　どんな援軍だろう？　スタンピードに立ち向かえる人材を、これだけの短時間で用意できるなんて、力だけではなくて豊富な人脈を持っているのだろうか？

　そんなことを考えるリファだけど、レインは一向に戻ってこない。

「……逃げた？」

　そんな疑いを持ってしまうリファだけど、それも仕方ない。あれだけ自信たっぷりに言っておきながら、まるで戻ってくる様子がないのだ。

　これから起きるのはスタンピードという災厄。魔物の群れに蹂じゅう躙りんされる未来しかない。

　それに怯おびえて逃げてしまうのは、人間なら当たり前だろう……リファは、レインの強さは認めたものの、人間に対してはそんな印象を抱いていた。

　そんな結論を出すのだけど、ふと、不思議に思う。

「ねえ、カナデ。あんた、さっきからなんで腹筋とか腕立てとかしてるの？」

「これからたくさん動かないといけないからね。体をほぐしておかないと」

「だからって限度があるでしょ。やりすぎて、戦いの前に疲れたら意味ないじゃない。この落ち着きなさすぎるソワソワ猫」

「最後に猫ってつけておけば、なんでもいいと思ってない!?」

「思っとらんでー」

「ティナが答えた!?」

　この緊張感のなさはなんなのだろうか？

　いつもと変わらない様子を見せるカナデ達に、リファは困惑した。

　スタンピードが起きているのに。主が逃げ出したのに。それなのに、どうしていつも通りでいられるのか？　どうして、笑うことができるのか？

「なんで？」

「にゃん？」

「なんで笑っていられるの？」

　不思議で仕方なくて、リファは自然と問いかけていた。

「スタンピードが目の前に迫っている。君達の主も逃げた。それなのに、なんで笑えるの？」

「それは違うよ」

　ともすれば侮辱と取られても仕方ない言葉なのだけど、カナデ達は怒らない。

　そんなカナデ達の態度に、リファの心は疑問でいっぱいになってしまう。

「大丈夫。レインは逃げてなんかいないよ」

「でも、帰ってこない」

「んー、色々とやることがあるんじゃないかな？　いくらレインでも、スタンピードをなんとかしちゃう援軍を簡単に連れてくることは……」

「レインならありえるんじゃない？」

「……ありえるけど、でも、さすがに準備は必要だと思うし。そのために、あれこれしているんだと思うな。だから、ちょっとくらいの遅刻は仕方ないよ」

「まあ、レインが戻ってくるまでの間、あたしらがなんとかすればいいし」

「ん……がん、ばる」

　そう言うカナデ達の瞳には、レインに対する絶対の信頼があった。こんなことになっても、誰一人、レインのことを疑っていない。

　自分では想像もできないくらい固い絆きずなで結ばれているのだろうと、リファは、少しカナデ達のことがうらやましくなった。

　リファの家族仲は良く、両親と兄にかわいがられている。隣人の人間達とも良好な関係を築いていた。笑顔で挨拶を交わして、時々、余った料理などを差し入れする。

　そんな関係だ。

　ただ、仲間と呼べるような相手はいない。

　リファはまだ幼いため、まともに戦場に立ったことがない。せいぜい狩りだ。今回、援軍を呼ぶ役目を与えられたのは、最前線から少しでも遠ざけるための措置でもあった。

　だからなのか、リファは、誰かと肩を並べて戦うことに憧れていた。仲間という者に興味を持っていた。現場から遠ざけられてしまうと、逆に興味が出てしまうものだ。

「レインは……来る？」

「来るよ」

　リファの問いかけに、カナデ達は迷うことなく頷うなずいてみせた。

　見ると、冒険者やギルドの職員達もレインのことを疑っている様子はない。レインが戻るまでの間、絶対に持ちこたえてみせるという信頼があった。

　レインならばなんとかしてくれる、そんな希望を抱いている様子だ。

「変なの」

　リファからしてみれば理解できないことで、ここにいる人の心情がわからない。

　ただ……

「うん、がんばろう」

　不思議とやる気は出てきた。





◆






　三十分後。

「来たぞ！」

　偵察に出ていた冒険者の一人が、汗をいっぱいに流しながらギルドに駆け込んできた。それと同時に、非常事態を告げる鐘が鳴らされる。

　騎士達が動揺を収めるために奔走していたためか、ひどい混乱はない。市民は家の中に入り、家族と隣人達の無事を神に祈る。

　そして、戦える者は武器を取る。冒険者や騎士だけではなくて、一般市民も剣を手にしていた。

　その腰は引けているが、決して逃げようとはしない。家族を、友人を、隣人を……大事な人を守るために戦う決意をして、戦場に移動した。

「今回は私が指揮を取らせてもらう！」

　東門の近くに設置された指揮所で、騎士団支部隊長の女騎士ステラが大きな声をあげた。それに合わせて、東門に集結した冒険者、騎士達がそれぞれの武器を構える。

「門を閉めろ！」

　ギィイイイという音が響いて、東門が閉じられた。

　その内側に騎士と冒険者が待機。さらに、門の上にも人が配置されていた。弓を持つ狩人かりゅうどと、杖つえを持つ魔法使いだ。門が敵を食い止めている間、上から雨のように攻撃を降り注がせる、という作戦だった。

　そうやって最大限数を減らしたところで、内側の冒険者と騎士達が攻撃に出る。

　そんな作戦がたてられていた。

「敵、第一波……来ますっ！」

　門の上に立つ見張りの騎士が悲鳴のような叫び声をあげた。

　直後、ゴォンッ！　と門が震えた。

　大量の魔物達が津波のように押し寄せてきて、激突したのだ。その威力に大地が震えて、門がギシギシときしむ。

　多くの騎士と冒険者は怯ひるむが、ステラは恐怖に負けることなく、現状を確認する。

「門はどうだ!?」

「だ、大丈夫です！　結界も展開しているため、耐えられています！」

「ならば反撃だ！　遠距離の攻撃手段を持つ者は、門の上から魔物の群れを薙なぎ払はらえっ！」

　ステラの合図で、門の上にいる冒険者、騎士達がそれぞれの武器を構えた。弓、長なが槍やり、杖、魔法書……色々な武器を手に、押し寄せてくる魔物の群れを睨みつける。

「撃てぇっ!!」

　ステラの合図で一斉攻撃が始まる。

　矢が魔物の頭部を射抜いて、魔法が魔物の体を燃やして凍らせて感電させていく。門に取り付こうとしていた魔物は、長槍を持つ者に叩たたき落おとされていた。

　魔物の突撃が始まり十分ほどが経過するが、未まだ門は破られていない。

「おー、いい感じだね」

「これ、うまくいくんじゃない？」

　高所に登り戦況を観察していたカナデとタニアは、冒険者と騎士達の奮戦に笑顔になる。同じく戦況を見ていたステラも、若干、表情が和らいだ。

　ただ、リファは別だ。

　険しい顔をしたままで、眉根を寄せている。

「……ダメ」

「にゃん？　どういうこと」

「このままだとダメ」

「すまない、それはどういう意味なのだろうか？」

　ステラが不思議そうな顔をして、リファに発言の意味を問いかけた。

　二人は初対面ではあるが、ステラはカナデ達のことを信頼している。だから、そのカナデ達が連れてきたリファのことも信頼している。

　なにかしら問題があれば助言がほしいところだ。

「スタンピードは魔物がたくさんいる。絶え間なく襲ってくる」

「ああ、そうだな」

「休憩なしに、何時間も戦うことになる。あの戦い方だと一時間も保たない」

「なるほど、休憩か……確かに、それは考えていなかった」

　正確に言うと、考えることができなかった、が正しい。

　戦力比は絶望的で、出し惜しみなんてしていられない。常に全力で挑まなければ、あっという間に飲み込まれてしまうだろう。

「この人数だと厳しい」

　そんなリファの言葉は、予言のように的中することに。




　一時間後……戦線が崩壊し始めた。




　敵は二万に及ぶ魔物の大群。対するは二百前後の冒険者と騎士の混成部隊。

　有志の一般人も三百人ほど集まっているが、彼らは最後の最後の手段であり、基本的に戦線に投入するつもりはない。

　二万もの大群を相手に策なんてものは通用しない。策を成立させるためには、最低限の数が必要だ。現状は戦力差が大きすぎて、どのような策を用いても数で圧倒されてしまう。

　だから、シンプルに籠城戦で立ち向かうことにした。

　街の門を盾にして、有利な位置から魔物を迎撃する。

　幸いというべきか、相手は大した知能を持たない魔物だ。真正面から突撃してくるだけで、潜入して門を解錠しようなんて個体はいない。

　半日なら持ちこたえられるだろう。その間にレインや、あるいは他の街からの救援が来れば、なんとかなる可能性はある。

　ステラはそのように考えていたが、しかし、それは甘い考えといわざるをえなかった。

「くそ！　こいつら、次から次に……！」

「おいっ、手を止めるな！」

「わかっている、わかっているが……！」

　門の上に立つ冒険者と騎士達は、途切れることなく襲ってくる魔物を攻撃し続ける。それがもう一時間も続いていて、さすがに疲労が蓄積されていた。

　街を守るという使命感で武器を振る。大事な人に無事でいてほしいという使命感で戦い続ける。

　ただ、それも限界だ。

　体力も気力も底を尽きかけて、次第に動きが鈍くなってきた。

「ホントだ、一時間くらいでけっこう危ない展開に……」

「リファの予想通りね」

　悪化する戦況を見て、カナデとタニアが険しい顔になる。

「このままだと、まずい」

「そうね、ということは……」

　リファの言葉に同意して、タニアがステラを見た。

　これ以上、敵の自由を許せば門を破られてしまう。そうなる前に、こちらから打って出る必要があった。

「あたしらが行くわ。その間に、怪け我がをした人、休憩が必要な人は下がらせて。それくらいの時間は稼げると思うから」

「……また、そなた達に頼ってしまうのだな」

　ステラは苦い表情を浮かべて、拳を強く握る。街を守る騎士でありながら、その力が足りず、タニア達の力を借りなければいけないことを悔しく思っているのだろう。

　そんなステラに、タニアはため息をこぼしてみせて……

「なに言ってんのよ」

「いたっ」

　デコピンをした。

　突然のことに「？？？」となるステラ。そんな彼女に、絶望的な状況なんて知ったことではないとばかりに、タニアは明るい顔をして言う。

「街を守りたいと思っているのは、ステラだけじゃないのよ？　その、まあ……あたしだって、この街のことはそこそこ気に入っているし？　だから力を貸すのはやぶさかじゃないし？」

「にゃー、タニアってば素直じゃないなー」

「うっさいわね、突撃直進暴走猫」

「このタイミングで意味わからないけど、けなされているのはわかったよ!?」

「……ははっ」

　スタンピードの真っ最中だというのに、カナデとタニアはいつもと変わらない。そんな二人を見ているとおかしな気持ちになり、ステラはついつい笑ってしまう。

　ただ、おかげで元気が出た。悲愴感も消えた。

　まだまだやれる。

　自分にできることを全力でやる。

　そうやって、改めて覚悟を決めることができた。

「もちろん、私達も出る」

「え？　でも、まずは私達が……」

「カナデ達だけに手柄を譲るわけにはいかないからな」

　ステラは笑みと共に、そう言った。

　本当は手柄なんて気にしていない。ただ単に、場を和ませるための冗談だ。

　そんなステラの気持ちが伝わり、カナデとタニアも笑顔になった。

「……」

　三人を見て、リファは不思議な感情が胸に生まれるのを感じた。

　温かくて、優しくて、幸せで……うまく言葉にできないが、とても大事なものと感じた。

「カナデー、タニアー、リファー！　おまたせやでー」

　人形に憑ひょう依いしたティナがちょこちょこと走ってきて、そのままジャンプしてタニアの頭の上に乗る。ニーナがいないため、今回はそこが定位置らしい。

「簡単なものやけど、後ろに医療用のテントをいくつか用意してきたで。怪我した人や疲ひ労ろう困こん憊ぱいの人がいたら、そこで休ませるとええよ」

「なんと、いつの間に……」

「ふふん、ウチはできるメイドさんなんや」

　タニアの頭の上で、ティナはドヤ顔をして胸を張る。

　実際、誇れるだけの成果だ。この短時間で医療用のテントを複数設置するなんて、普通はできない。幽霊の力をフル活用できるティナだからこそ成し遂げた業だ。

「よーし、これで準備完了だね」

　カナデは不敵な笑顔を浮かべつつ、簡単に体を動かして準備運動をした。

　それから地面に両手をついて、足を後ろにやる。

　体を低く、下半身に力を溜ためる。

「いきなさいっ、突撃猫！」

「うにゃあああああっ!!」

　タニアの合図でカナデが駆け出した。

　思い切り蹴ることで、爆発したかのように地面が抉えぐれる。軽い衝撃波を撒まき散ちらしつつ、その勢いを乗せて一気に加速した。

　そしてジャンプ。翼が生えたかのように、カナデの体は空高く舞い上がる。門を軽々と飛び越えて、魔物の群れの上へ。

「これでも……くらいなさぁあああああいっ!!」

　宙でくるりと体を回転させて、そのまま隕いん石せきのごとく落下。ゴォンッ！　という轟ごう音おんが響いて、十数匹の魔物がまとめて吹き飛ばされた。

「まとめておいで！」

　挑発するような言葉をぶつけると、魔物が一斉に襲いかかってきた。前から、後ろから、右から、左から、上から……全方位から包み込むかのようだ。

　しかしカナデは慌てることなく、冷静に対処する。

　一撃必殺。全ての魔物を一撃で粉砕して、最小限の手間で最大限の効果をあげていく。

　次々と魔物が吹き飛び、その体が魔石に変わる。

　まとめて十数匹の魔物が倒されるが、それでも全体の１パーセントにも満たない。仲間の仇かたきとばかりに、残りの魔物が津波のごとく押し寄せてくる。

「いくわよ、ティナ！」

「ええでー！」

　翼を背中から生やして、頭にティナを乗せたタニアが空を飛んできた。そして、自慢の火球を上空から放つ。

　どこもかしこも魔物だらけで、狙いをつける必要なんてない。手数が大事だというように、手当り次第、火球を乱射した。

「ウチも続くでー！　必殺っ、大回転魔球や！」

　ティナは魔力の球を作り上げて、魔物に向けて思い切り投げた。

　幽霊の力なのか、はたまたティナの地力なのか。魔力の球は、ゴォッ！　という音で派手に風を切りながら飛び、魔物に直撃した。

　その威力は、タニアの火球に匹敵する。一撃で魔物を砕くだけではなくて、威力が減衰することなく、さらに複数の魔物を巻き込み、炸さく裂れつした。驚きの威力だ。

　それだけではない。どういう仕組みなのか、魔物が急旋回して回避しようとしても、魔力の球は急激なカーブがかかり、自動追尾するという性質も備わっていた。

　ティナは自覚していないが……カナデ達、最強種といつも一緒にいることで、その魔力を浴びて能力が上書きされていた。それ故に、これほどの力を発揮できる。

　ある意味で、ティナは最強種に近い存在になっていた。

「……さすがだな」

　カナデ達の活躍を見て、ステラは、胸の奥から熱い感情が湧き上がるのを感じた。

　彼女達の存在はとても輝いていて、たくさんの人に力を与えてくれる。自分もその一人だ。

　カナデ達だけに任せてなんていられない。

　そして、負けていられない。

「いくぞ！　全員、私に続け！　最大限、彼女達を援護する！」

　ステラが門の上から飛び降りて、向こう側に着地した。それと同時に、剣を円に薙ぎ払い、魔物をまとめて斬り伏せる。

　以前にも増して剣技が冴さえている。訓練の成果だった。

　そんなステラを見た冒険者と騎士達の士気が上がり、それぞれの武器を手に、戦場に飛び込んでいく。

　カナデ、タニア、ティナの三人が魔物の大群を止めて、ステラ達がそれをサポートする。互いの力を最大限に活いかすことができる、とても理想的な配置となっていた。

「うん。こういう時、人間は頼りになるね」

　一緒になって戦うカナデとステラ達を見て、リファは満足そうに頷いた。

　最前線で戦ったことはないが、家族や仲間から、人間についての話を何度も聞いている。彼らは普段は大したことはないが、いざという時はとんでもない力を発揮する……と。

　それを今、ハッキリと実感することができた。

　そのことをうれしく思い、リファは小さく笑う。

「それにしても……すごい」

　カナデ達の活躍を見て、リファは驚いていた。

　最強種といっても、その強さはピンキリだ。稀まれなケースではあるが、人間より弱い者もいる。逆に、魔族を圧倒してしまうような、とんでもない力を持つ者もいる。

　カナデ達は後者だ。

　魔物の群れを圧倒する力と技。そして、一切怯むことのない強い心を持っている。これほどの力を持つ最強種は、リファは、家族以外に見たことがない。

　カナデは、噂うわさに聞く最強の猫霊族『微ほほ笑えみの悪魔』に匹敵する力を持つかもしれない。

　タニアは、噂に聞く最強の竜族『鬼神のごとき幼子』に匹敵する力を持つかもしれない。

　ティナは……幽霊というだけで元は人間のはずなのだが、この強さはいったいどういうことだろう？

　少々混乱しつつも、リファも参戦することにした。

　門の上から飛び降りて、戦線のど真ん中に着地。すぐに魔物が殺到してくるが……

「甘い」

　リファはその身を無数のコウモリに変化させて、四方八方に散った。

　攻撃を回避するだけではなくて、矢のように鋭く、超高速で飛び回る。牙を突き立てて、羽を刃のように使い、次々と魔物を絶命させていく。

　一定の数を減らしたところで、コウモリが門の上に集結。リファに戻る。

「眷けん属ぞく召喚」

　手の平を前に突き出して、一言、そう唱えた。

　すると、リファの影が意思を持ったかのように膨れ上がる。リファよりも大きくなり、三倍ほどになったところで影が弾はじけて、中から漆黒の狼おおかみが二頭、現れた。

　雄と雌が一頭ずつ。五メートルほどの巨体を誇り、鋭い牙と爪を有している。

「いって」

　リファの合図で、まずは雄の狼が駆けた。

　魔物の群れのど真ん中に突撃すると、びっしりと並んだ牙で十数匹の魔物をまとめて食い破る。鉄さえ砕くほどの威力に抗あらがえる魔物はおらず、全て絶命させられた。

　もう一頭は牙を使うことはなく、己の体を武器とする。一気に最高速まで加速すると、魔物の群れの中を縦横無尽に駆け回り、次々と体当たりを繰り返す。

　その巨体は、ただ走るだけで凶器になる。魔物達が跳ね飛ばされて、踏み潰されて、あちらこちらから断末魔の悲鳴があがる。

「ボクもいく」

　リファは鋭い歯を立てるようにして、指を嚙かんだ。

　血がとろりと流れるのだけど、地面に落ちることはなく、重力に逆らい浮き上がる。

　血の塊が二つ、四つ、八つと分裂を繰り返していく。極小サイズになった血の塊が百近く生成されて、リファの周囲に漂う。

　リファは手を振り上げて、

「穿うがて」

　手を振り下ろすと同時に、無数の血の塊が一気に降り注いだ。

　嵐の時の横殴りの雨のように。血の塊が魔物の群れを貫き、駆逐していく。

　さらにもう一度、リファは指を嚙んで血を流した。

　今度は、血の弾丸は生成しない。代わりに、血が凝縮された深紅の大鎌を作り上げた。

「ブラッドサイズ……いくよ」

　自分の背丈ほどもある巨大な血の大鎌を持ち、戦場を駆けた。




　鬼族は細かく分けると、いくつかの種族に分類される。

　例えば、鬼人。

　おとぎ話に出てくる鬼と似た外見を持ち、圧倒的な腕力を持つ。

　瞬発力、速度などを含めた総合的な身体能力は猫霊族に劣るものの、腕力だけは負けていない。その力は猫霊族を遥はるかにしのぎ、最強種の中で一番と言われている。

　例えば、霊鬼。

　身体能力は人間に比べたら高いが、他の最強種に比べると遥かに低い。最強種の中では一番下と言われている。

　しかし、霊を操ることができると言われていて、サポートに長たけている。

　そして、吸血鬼……リファのことだ。

　吸血鬼の最大の特徴は、自分の血を操ることだ。

　今やってみせたように、血を凝縮させて分裂することで、弾丸として撃ち出すことができる。あるいは、固定化することで武器を生成することができる。

　また、己の血を分け与えることで眷属を作ることができる。

　眷属というのは、命令に絶対忠実な下僕のことだ。普段は主の影の中に潜み、命令があれば表に出てその力を振るう。

　ビーストテイマーの使役と似ているが、やや違う。

　ビーストテイマーは、あくまでも獣と対等の立場だ。しかし、眷属は主が絶対的な存在で、命令に逆らうことは許されない。また、その命、魂は主と同化している。

　主が死ねば眷属も死ぬ。

　ただ、その逆はない。眷属の運命は主が全てを握っている、ということになる。

　とはいえ、眷属にするには相手の同意が必要だ。無理やり従わせることはできないので、その点はレインと同じと言える。

　リファも四苦八苦して、二頭の狼を眷属にしたのだ。

　ちなみに、コウモリもリファの眷属だ。眷属の体に乗り移り、敵の攻撃を回避する……という離れ業をやってのけている。常人からしたら荒唐無稽な技だ。

　もっとも、最強種なのだから、それくらいの力を持っていても不思議ではない。




「ふっ！」

　リファはしっかりと大地を踏みしめて、血の大鎌で周囲を薙いだ。

　真紅の刃が円形に走り、それに触れた魔物が一瞬で両断されて、悲鳴を撒き散らす。

　幼い見た目からは想像もできない、苛烈な戦い方だ。

「うわー、リファってすごいね」

　次々と魔物を斬り伏せるリファを見て、戦闘中ではあるが、カナデはついつい感心してしまう。ただ、戦いの手は止めていない。

　殴り、蹴り、もう一度殴り、魔物の群れを蹂躙する。

「こらっ、カナデ！　感心しているヒマがあるなら、もっと手を動かしなさい！」

「せやで！　今以上の勢いで倒さんとあかんでー！」

「わかっているよー！　わかっているんだけど……！」

　カナデ達が参戦して、三十分ほどが経たっただろうか？

　一見すると快進撃を続けているように見えるが、全体を見た場合、魔物の数はさほど減っていない。ようやく一割を削った、というところだろうか？

　残り九割。その数が問題だ。

　いくら最強種といえど、体力に限界はある。今はまだ問題なく動くことができるが、このまま戦いを続ければ、いずれ力尽きてしまう。

　他の問題もある。

　今まで相手にしてきたのは、そのほとんどがＤランク以下の雑魚だ。Ｃランク以上の魔物は多少の知恵があるせいか、カナデ達が出てきてからは後方に下がり、様子を見ている。

　Ｃランク以上の魔物達が一気に参戦すれば、どうなるか？

　パワーバランスが崩れ、カナデ達といえど、抗うことができず飲み込まれてしまう可能性が高い。耐えることができたとしても、最後まで保たないだろう。

「にゃー……近づかないで！」

　背後から迫る魔物を、カナデは殴り飛ばすのだけど、そのせいで左から突撃してきた魔物に気づくのがわずかに遅れた。

「カナデ、横や！」

「っ!?」

　魔物の牙がカナデに迫り……

「はぁっ！」

　危ういところでステラが割り込み、魔物を斬り伏せた。

「大丈夫か、カナデ!?」

「ステラ！　うん、ありがとー！」

「ふふ、やるじゃない」

「そなた達だけに戦わせるわけにはいかないからな。だがしかし……」

　ステラは魔物の迎撃をしつつ、苦い表情になる。

「このままだと……まずい」

「……」

　ジリジリと追い詰められていることを理解していたため、カナデ達は反論しない。

　倒しても倒してもキリがない。終わりが見えていれば、気力を振り絞り、限界を超えた力を発揮できるかもしれないが……まだ全体の一割を倒したところ。ゴールは見えていない。

　最悪の事態になる前に、なにか手を打たなければいけない。

　しかし、どうすればいい？

「大丈夫だよ、ステラ」

「しかし……」

「私達でなんとかしようと思わないで、レインが戻ってくるまで耐えればいいんだよ。レインが戻ってきたら、絶対になんとかしてくれるから！」

「……そうだな、その通りだ」

　レインなら。

　迷いと焦りを抱きながらも、カナデ達は、ひたすらに戦う。

　そんなカナデ達を見て、リファは不思議に思う。

「どうして、そんなに信じられるのかな？」

　リファの目が曇っているだけで、本当はとてもすごい人間なのだろうか？　力が強いだけじゃなくて、その魂は太陽のように輝いていて、高潔な精神を持っているのだろうか？

　リファは、レインに強い興味を持つ。

「でも……厳しい」

　誰も希望は捨てていない。

　しかし現実は無情で、ついにＣランク以上の魔物達が動き出した。

　必死の抵抗を続けるカナデ達を喰くらうべく、破壊を撒き散らそうと……

「「ドラグーンハウリング!!」」

　竜の幻影が戦場を駆け抜けて、魔物の群れを飲み込んだ。参戦しようとしていたＣランク以上の魔物達も例外ではなく、その体が消滅して魔石と化す。

「にゃっ!?　今のは……」

「ふふんっ、我、参上なのだ！」

「遅くなりました。事情はニーナから聞いています」

「ソラとルナ……連れてきた、よ？」

　ニーナをおんぶするソラとルナが、ゆっくりと空から降りてきた。地面に着地したところで、ニーナがソラから降りる。

「ソラ！　ルナ！」

「ニーナが連れて来てくれたのね。ナイスタイミングよ！」

「えへへ」

　ニーナはうれしそうに笑い、Ｖサインを決めた。

　そんなニーナの頭の上にティナが着地。ここが自分の定位置というような感じで、迫りくる魔物の群れを睨みつけた。

「よっしゃっ、みんな、やるで！」

「「お───っ!!」」
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「イクシオンブラスト!!」

「イフリートディザスター!!」

　遅れた分がんばるというように、ソラとルナは超級魔法を炸裂させた。

　荒れ狂う雷撃。怒り猛たける炎撃。

　その両方が戦場に降臨して、魔物の群れをごっそりと消し飛ばす。

「うにゃにゃにゃにゃにゃっ！」

　ソラとルナに負けてられないと、カナデが単身、魔物達に突撃した。

　拳撃と蹴撃を連発して、嵐のように暴れ回り、次々と魔物を打ち倒していく。

　さきほどまでは疲労が蓄積されてきていて、少し動きが鈍っていたのだけど、今は違う。

　仲間の前で格好悪いところは見せられない。

　再び元気が戻り、カナデは縦横無尽に戦場を駆け回る。

「ニーナ、うちの合図でいくで！」

「うんっ」

「今や！」

　ニーナはくるっと手を回転させて、亜空間に繫つながる扉を開いた。その位置は敵の真上。そこにティナが魔力の球を連続で叩き込んでいく。

　転移門から魔力の球が飛び出してきた。

　死角からの攻撃。なおかつ、これ以上ないほどの不意打ちに対応することができず、魔物達は一匹、また一匹と数を減らしていく。

　日頃から仲の良い二人だからこそできるコンビネーション攻撃だ。

「ティナもニーナもやるじゃない。あたしも負けてられないわね……これでもくらいなさいっ！」

　タニアは竜の翼を大きく広げて、周囲に漂う魔力を吸収する。さらに、そこに自身の魔力を乗せて、とっておきの一撃を放つ。

　ドラゴンブレス。

　極大の光と熱が解き放たれて、大地を揺らしつつ、全てを薙ぎ払う。

　光の奔流に抗うことはできず、魔物の群れが消し飛ぶ。

「ふふん、我ら一同」

「みんなの力を合わせれば」

「怖いものなんて」

「ない、よ？」

「さあ、これからが本番よ！」

　ソラとルナとニーナが加わり、カナデ達の本領発揮だ。仲間同士だからこそできる連携で、魔物の群れを次々と制圧していく。

　その力は圧倒的で、同じ最強種であるリファもついつい驚いてしまうほどだった。

　これが彼女達の力。

　これが仲間の絆。

「……いいな」

　リファは、自然とそう呟つぶやいていた。

　さきほどから彼女達に惹ひかれていた。でも、今はさらに心惹かれている。

　どうして、ここまで互いを信頼できるのだろうか？　それはもしかして、レインという主がいるからだろうか？

　だとしたら……

「ますます気になる」

　この疑問を解明せずにはいられない。放っておくことはできない。

　だからまずは、この戦いを乗り切ろう。誰一人欠けることなく、勝ってみせようではないか。

　リファもやる気を出して、血の大鎌で、力いっぱい魔物達を薙ぎ払うのだった。
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　戦闘が始まり、一時間ほどが経った。

　魔物の群れは未だ健在だ。

「「グルァアアアアアッ!!」」

　カナデ達の活躍で三割ほど削ることができた。しかし、あれだけの攻撃を与えて、あれだけの時間をかけて、ようやく三割だ。

　残りは、約一万四千匹。その絶望的な数字に、戦意喪失する者が現れ始めていた。

「諦めるな！」

　恐怖に震える冒険者や騎士達を、ステラが𠮟しっ咤たする。

「心が折れたら、そこで終わりだ。心を奮い立たせて、立ち向かうんだ！」

「しかし、隊長……」

「これじゃあ、もう……」

「諦めてはいけない！　死んではいけない！　自分の命の問題だけじゃない。ここで終わってしまったら、守るべき大切な人も傷ついてしまうのだぞ!?」

「「っ!?」」

「だから、もう一度言う……諦めるな!!」

　ステラの檄に、一人、また一人と気力を取り戻していく。

　体は限界に近い。でも、心はまだ大丈夫。まだ戦える。

　生気を取り戻した冒険者と騎士達は、再び魔物に立ち向かう。

「さすが、ステラ。かっこいいね！」

「よ、よしてくれ」

　カナデのストレートな賛辞に、ステラは顔を赤くして照れた。

　ただ、すぐに険しい表情に戻る。

「ただ……皆には隠しているが、状況は非常に厳しい。このままだと、あと三十分が限界だろう」

「籠城戦に切り替えないの？」

「時間をかけたことで、門の耐久力に不安が出てきてしまった。ここで籠城戦をすれば、敵の攻撃は門に集中するだろう。そうなれば、耐えられるかどうか……もしも門が破壊されたら、魔物の群れが街になだれ込んでしまう。それだけは避けなければならない」

「なるほど。じゃあ、あたしらはそれを阻止するため、ここで迎え撃つしかないわけね」

　近くで話を聞いていたタニアが、魔物を殴り飛ばしつつ、そう言った。

　そんなタニアにステラが尋ねる。

「レインはまだなのか？」

「んー、どうかしら？　そろそろだと思うんだけど……」

「レインの旦那も万能ってわけやないからなー。スタンピードに対抗するとなると、ちと手こずってるのかも。まあ、なにをしとるか、さっぱりわからんのやけど」

「でも……絶対に、来るよ」

「うん、そうだね。それまでは、私達がなんとかしないとね」

「ふはははっ、我がいる限り問題なんてないのだ！　あのような魔物の群れ、我の超絶秘技究極必殺絶技絶大仰天驚きょう愕がく天地神明天上天下無敵絶体絶命魔法にて薙ぎ払ってくれるのだ！」

「な、長いな」

「というか、不吉な言葉が含まれていませんでした……？」

　どんな時でもマイペースなルナに、一同の緊張が少しだけ和らいだ。

「よーし。それじゃあ、みんな、いくよー！」

「カナデが号令飛ばしてどうするのよ。今のリーダーはステラでしょ」

「あっ、つい」

「構わないさ。私よりも、カナデの方がふさわしいかもしれないからな。なにはともあれ……気合十分だ！　いくぞっ」

　改めてステラが号令を出して、街を守るために集まった人々が一斉に突撃した。
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　さらに三十分が経った。

　戦場は混こん沌とんと化して、ありとあらゆる場所で人と魔物が激突して、血を散らしている。時間が経過するにつれて負傷者が増えていき、戦線を離脱する者が後を絶たない。

　しかし、敵の勢いは衰えない。魔物は死を恐れることなく、無謀な突撃を繰り返す。スタンピードの影響で理性が失われているのだ。

　疲労が蓄積し始めていたカナデ達は、その勢いに負けてしまい、後退を重ねてしまう。

　カナデ達の背中には、街の門が見えていた。

　これ以上、後退することはできない。開戦時と違い、今は門の守りは手薄だ。今、門にとりつかれたら簡単に突破されてしまうだろう。

　魔物の街への侵入を許すわけにはいかない。絶対にここで食い止めなければいけない。

　しかし、現実は非情だ。

　仲間がやられても足を止めることなく、魔物は突撃を繰り返した。勝手をさせてたまるものかと、冒険者と騎士が一致団結して防ごうとするが、突破されてしまう。

　そして……魔物の一部が、再び門にとりついた。

「まずいのだ！　連中、街の門にとりついたぞ!?」

　ルナが焦りを含んだ声で叫ぶ。

　魔物達は門を破壊しようと、拳を叩きつけたり、全身で体当たりを繰り返す。

　門の上に残った冒険者と騎士達が迎撃に当たるが、いかんせん数が多すぎた。一匹倒す間に三匹が登ってきて、対処不可能に陥ってしまう。

「ルナ、魔法でまとめて吹き飛ばせないの!?」

「他の人もまとめて吹き飛ばしてしまうのだ！」

　タニアの悲鳴のような問いかけに、ルナも悲鳴のような答えを返した。

「あたしの火球やブレスも巻き込むからダメ。なら、ニーナにカナデを送ってもらって、援護をするしか……」

「あう……ごめん、なさい。目的地がはっきり見えないと……転移は難しい、かも」

「ならなら、私があそこまで走って……うにゃー、邪魔！」

　こちらの意図を察した様子で、魔物達がわらわらと集まってきた。

　カナデは苛いら立だたしそうにしつつ、大きな声をあげて、迫る魔物達を殴り倒していく。拳を連打して、さらに回転しつつ蹴りを繰り出す。

　触れるもの全てを吹き飛ばす独こ楽まのようだ。

　しかし、それで敵を倒すことはできても、その場から移動することができない。足止めされてしまい、救援不可能な状況に追い込まれてしまう。

「ソラとティナは!?」

「我が姉ならば、この先で魔法を連打しているのだ！　姉がいなくなると、さらに大量の魔物がなだれこんでくるから、配置転換は難しいぞ」

「ティナ、は……あっちで攪かく乱らんしているから、やっぱり難しい」

「まずいわね、このままだと洒しゃ落れにならないことになるわ。そうだ、あの鬼族の子は!?」

　タニアが慌てて周囲を見回して、少し離れたところで孤軍奮闘しているリファを見つけた。

　リファは、カナデ達と一緒に戦うのはこれが初めてだ。そのせいでうまく連携を取ることができず、たまに、カナデ達を巻き込みそうになっていた。

　故に、邪魔にならないように離れた場所で一人戦っていたのだけど……結果、孤立することに。

「ま、まずいのではないか？　リファはかなり強いっぽいが、いくらなんでも一人であの数は辛つらいのだ」

「ああもうっ、次から次に問題が……！」

「リファのところには私が行くよ！　にゃん！」

　カナデが特大のジャンプを見せて、打ち上げられる砲弾のごとく空を飛んだ。

　いや、空を駆けた。

　そのまま放物線を描いて、リファの隣にぴたりと着地する。そのついでに、リファの周囲にいた魔物を上から押し潰す。

「おー、びっくり」

　空から降ってきたカナデを見て、まったくの無表情でリファがそう言った。

「手伝うよ！」

「んっ」

　カナデが加わったことで、リファがのびのびと戦い始めた。やはり、一人であれだけの数を相手にするのは厳しかったのだろう。

　やや連携に不安があるものの、余裕ができた。カナデとリファは互いに背中を任せて、魔物達を撃退していく。

「あっちはあれでよし。で……肝心の門の方は」

　どうするべきか？

　迷い、考えて、ひたすらに頭を回転させる。

「うー……こういうの、あたしの役目じゃないんだけど」

　いつの間にか指揮する立場に回っていたが、本来、このような頭脳労働は苦手なのだ。頭を使うよりも体を使い、暴れるのが本来の役目だと、タニアはそう考えている。

　ここにきて、いつも指揮を取ってくれているレインのありがたみを、改めて理解した。

　レインはいつも、戦いの最中に、こんなにも頭を回転させていたのだろうか？　ミスをすることなく、的確な指示を飛ばしていたのだろうか？

　脱帽だ。

　どうやればそんなことが可能なのだろう？

　尋常ではない。

　本当に人間だろうか？　人間の皮をかぶった最強種ではないか？

　ついつい、タニアはそんなことを考えてしまう。

「とにかく、レインが戻るまではなんとかしないと……！」

「どうするのだ!?」

「ここはルナとニーナに任せるわよ！　ソラとティナには、そのまま敵を押おし止とどめておくように言っておいて！」

　二人の答えを待たず、タニアは背中に翼を生やして飛び立つ。

　空からも襲い来る魔物達を蹴散らしつつ、一気に門の上へ飛ひ翔しょうした。

　そして、勢いよく門の手前に降り立つ。その衝撃で地面にヒビが入り、魔物達が怯んだ。

　これ幸いと、タニアがニヤリと笑う。

「みんなっ、伏せて！」

　タニアの叫び声に、近くにいる冒険者と騎士達は慌てて頭を抱えて伏せた。

「これでも、くらいなさいっ！」

　タニアはさらに翼を大きく広げて、ドラゴンブレスを放つ。

　光と熱が荒れ狂い、周囲の魔物達を吹き飛ばす。

　ただ、本気のブレスではなくて、かなり手加減をしていた。全力全開で放てば、直撃でなくても、衝撃波で門を傷つけてしまう可能性があるからだ。

　魔物を掃討することはできないが、かなりの数を減らすことができた。冒険者と騎士達はタニアの活躍に感謝しつつ、門にとりついた魔物達を倒す。

「ふう……どうにかこうにか、間に合ったわね」

　なんとか門を守ることができた。

　しかし、安心するのはまだ早い。

　すぐに増援の魔物が押し寄せてきて、タニア達を飲み込もうとする。

「はぁっ！」

　タニアに襲いかかろうとしていた魔物を、ステラの剣が切り裂いた。

「大丈夫か、タニア!?」

「ステラ！　あんた、いつの間にここまで戻ってきたの？」

「タニアと同じだ。門を守らなければと思い、ここまで戦線を下げた。いや、下げざるを得なかったというべきか……とにかく、これ以上はダメだ」

「わかってるわ！」

　ここが最終防衛ラインだ。

　この後ろには街がある。力を持たない人がいる。

　ここで食い止めることができなければ、街の人達が魔物に蹂躙されてしまう。そうなったら、どれだけの涙と血が流れるだろうか？

　それだけは絶対に許してはならない。

　タニアとステラは決意を強く、魔物達に立ち向かう。




　しかし……その決意を砕くかのように、絶望が襲来した。




「な、なんだ、あれは……」

　ステラが呆ぼう然ぜんとした様子でつぶやいた。

　その視線を追いかけて、タニアも呆然とする。

「な、なによあれ……あれも魔物なの？」

　山が動いていた。

　いや。山ではなくて魔物だ。

　ジャイアントタートル。

　小さな丘ほどもある、巨大な亀の形をした魔物だ。

　動きは非常に鈍重ではあるが、その巨体から繰り出される攻撃は想像を絶するほどの破壊力を持ち、城壁や門を一撃で破壊する。

　さらに甲羅は鋼よりも高く、並の武器では刃が通らず、砕けてしまうだろう。

　Ａランクにカテゴリーされている魔物で、魔族並みの力を持っていると言われている。

　ジャイアントタートルは、仲間なんて関係ないというように、周囲の魔物達を踏み潰して前進する。その度に大地が揺れて、連続で地震が起きているかのようだ。

「ちょっと、聞いてないわよ!?　なによ、あの化け物！」

「まずいぞ、タニア！　あれはジャイアントタートルという、Ａランクの魔物だ！　あいつの攻撃を受けたら、門なんて簡単に壊れてしまう！」

「なら、その前に倒してあげる！」

　タニアは疲れている体に鞭むちを打ち、力を溜める。

　溜めて、溜めて、溜めて……ドラゴンブレスとして一気に解き放つ。

　本日、何度目になるかわからないドラゴンブレスだ。さすがに疲労が蓄積されていて、体が重くなるのを感じた。

　しかし、加減はしていない。むしろ全力全開だ。

　圧倒的な光と熱が走り、全てを飲み込んでいく。この破壊の力に抗うことができるのは、同じ最強種か魔族くらいだろう。

　そう思っていたのだけど……

「なっ!?」

　ジャイアントタートルは、甲羅の中に頭と手足を引っ込めて防御態勢をとる。

　ブレスが直撃して、周囲の魔物を巻き込みつつ、大爆発が起きた。

　ややあって土煙が晴れるが、ジャイアントタートルは健在だ。何事もなかったかのように、頭と手足を出して、歩みを再開した。

「おかしいでしょ!?　なんで、ブレスが直撃したのに平然としてられるのよ!?」

「ジャイアントタートルは、特に防御力に優れている。その防御を突破することは最強種でも厳しいと言われていて……それ故に、Ａランクにカテゴリーされている」

「ああもうっ、ふざけた亀ね！」

　苛立たしそうにタニアがワシャワシャと髪をかき乱した。

　それだけ焦りを覚えて、混乱しているのだろう。

「こうなったら、元の姿で戦おうかしら……？」

　ドラゴン形態に戻れば、あんな亀に負けることはない。

　実行しようとして……しかし、思い直した。

　ドラゴン形態で暴れれば、仲間を巻き込んでしまいそうだ。冒険者と騎士達も巻き込んでしまうだろう。敵を倒すために味方も倒していたら、本末転倒すぎる。

「くぅううう、これ、どうすればいいのよ！」

「……こうすればいいんじゃないか？」

「えっ」

「ファイアーボール・マルチショット！」

　どこからともなく複数の火球が飛来して、ジャイアントタートルの足元で炸裂した。

　派手な炎が舞い上がるものの、ジャイアントタートルはタニアのブレスにも耐えた。初級魔法でダメージを与えることはできない。

　ただ、地面に大きな穴が空いて、足を取られたジャイアントタートルは動けなくなる。非常に高い防御力を誇るが、その巨体故に鈍重で、穴から抜け出すことは不可能だった。

　そんな弱点を的確に見抜いて、行動に移した者は……

「レイン!?」

「おまたせ」





◆






　スタンピードの対策を進めていたのだけど、思っていた以上に時間を食ってしまった。急いで戻ったけれど、すでに戦闘は開始されていて、かなりの混戦に。

　ステラ達は最終防衛ラインまで後退。カナデ達もがんばっているものの、依然として魔物の勢いは衰えていない。

　でも、これ以上は好きにさせない。

「レイン!!」

「うわっ」

　ものすごい勢いでタニアに抱きつかれた。

　突然のことで対処できず、そのまま地面に押し倒されてしまう。

「た、タニア……？」

「もうっ……もうもうもう！　遅いわよっ、レイン！」

　俺の上に乗ったまま、タニアがポカポカと胸を叩いてきた。

「絶対に来るって信じてたけど、でも、あまりに遅いからなにかあったんじゃないか、って……あーもう！　このあたしに心配かけさせるなんて、ひどいご主人さまね。反省しなさい！」

「ごめん、悪かったよ」

「……まあいいわ。許してあげる」

　立ち上がり、タニアの頭を撫なでると顔を逸そらされた。頰が朱色に染まっているところを見ると、たぶん、取り乱したことを照れているのだろう。

　ここまで感情的になるタニアは久しぶりに見たような気がした。

　それだけ心配をかけてしまい、あと、この状況に追い詰められていたのだろう。

「にゃー、レイン！」

「待っていたのだ！　遅いのだ！」

「これでもう安心ですね」

「んっ。もっと、がんばれる……ような気がしてきた」

「うっしゃー、やったるでー！」

　みんなも俺に気がついたらしく、喜び、そして気合を入れるような声をあげた。俺ならなんとかしてくれると、期待してくれているのだろう。

　遅れた分、その想おもいに応えないと。

「帰ってきたんだ」

　バサバサと大量のコウモリが飛来して、それらが一箇所に集まり、リファが姿を見せた。

「逃げたかと思った」

「逃げないさ。リファと約束したからな」

「約束？」

「助ける、って」

「あ……」

　リファが驚いたように目を丸くした。

　もしかして、約束を忘れていたのだろうか？　だとしたら、ちょっとショックだ。

　でも、それならそれで、いいか。

　俺が覚えておけばいい。そして、約束を果たせばいい。

　そうすることで、今度は信じてもらえたら覚えていてもらえたら、とてもうれしい。

「でも、どうするの？」

　険しい表情で、リファが魔物の群れを見た。

　ジャイアントタートルの足は止めたが、倒したわけじゃない。それは他の魔物も同じで、数え切れないほどの魔物が健在だ。たぶん、万を超えているだろう。

「スタンピードを、どうやって制圧するの？　ただの人間が、そんなこと本当にできるの？」

「できる」

　リファの疑問を払拭するため、きっぱりと、力強く言い切ってみせた。

　その反応に少し驚きつつ、リファは質問を重ねてくる。

「どうやって？」

「こうして……ファイアーボール！」

　ファイアーボールを真上に飛ばして、空に炎の花を咲かせた。

　リファは不思議そうな顔をして、小首を傾げる。

「なに、今の？」

「合図だよ」

「合図？」

「頼もしい援軍に、今から来てほしい、っていう合図だ」

「でも、援軍なんて……」

　リファは俺の言葉を否定しようとして、しかし、途中で止まる。遠くから聞こえてくる無数の足音と、獣の鳴き声に気づいたのだろう。

　慌てた様子で振り返り……そして、リファにしては珍しく表情を変えて、目を丸くした。

　オオカミ、ライオン、トラ、クマ、ゾウ、カバ、サイ、タカ、ワシ、ワニ……ありとあらゆる動物達が魔物の群れを挟撃するように、南北から迫ってきた。

　土煙を立てるような激しい勢いで進軍すると、そのまま魔物の群れの横っ腹を叩くような感じで、動物達が思い切り突撃する。

　オオカミなどは鋭い牙を立てて、魔物の肉を食い破り……

　ゾウなどの大きな体を持つものは、勢いをつけて跳ね飛ばして……

　タカなどの翼を持つものは、空から鋭い角度で強襲をしかけて……

　動物達は己のスペックを最大限に発揮して、魔物の群れを蹴散らしていく。

　その数は、おおよそ三千。

　魔物よりも数は少ないものの、皆、Ｃランクに匹敵する力を持っている。魔物の群れに飲み込まれることはなくて、逆に飲み込み返す勢いで戦い、次々と倒していく。

「「「……」」」

　リファが啞あ然ぜんとしていた。

　タニアとステラも啞然としていた。

　他のみんなも……冒険者と騎士達も啞然としていた。

「な……なにこれ？」

　みんなの気持ちを代弁するかのように、リファがぽつりと呟いた。彼女がここまで動揺しているのは、初めてじゃないだろうか？

「なんで動物達が……」

「言っただろう？　俺は、ビーストテイマーだ」

「ま、まさか……これだけの数をテイムした？」

「いや、さすがにそれは無理だ」

　いくらなんでも三千もの動物をテイムすることはできない。勇者の分家だとしても無理、人の限界を超えている。

　以前、ちょっとしたことで、魔族が生み出した千近い魔物を使役したことがある。ただ、あれは支配権を横取りしただけで、直接、使役したわけじゃない。真正面から使役しようとしたら、百が限界だろう。

　あの時よりも成長はしていると思うが、それでも三千は無理だ。

　なら、どうやって、ここにいる動物達に協力してもらったか？

　答えは、わりと単純なものだ。

「動物達の群れのリーダーとだけ、仮契約をしたんだ」

　リーダーと仮契約をすれば、群れ全体を間接的に動かすことができる。仮契約する対象を少なくすることができて、しかし、スタンピードに対抗できる数を揃そろえることができる。

　……という納得のいく説明をしたのだけど、なぜかリファは啞然としたままだ。

「リーダーだけだとしても、それなりの数がいるはず。いくつ？」

「そうだな……百くらいかな？」

「ひゃ、百……」

　集めた動物はそこまで多くはないが、一つの種族にリーダーが一匹というわけじゃない。複数の群れがまとまって行動している場合もあり、そういう時は、何匹ものリーダーと契約をしなければいけなかった。

　結果、百近くの動物と仮契約をすることになり、ここまで時間がかかってしまった。

「おかしい。テイムできるのは一匹だけのはず」

「らしいけど、俺はちょっと特殊みたいだから」

「特殊の中の特殊……はっきり言っておかしい。百もありえない」

「まあレインだから」

「私も、さすがに慣れた」

　納得いかない様子のリファとは反対に、タニアとステラは苦笑しつつ、目の前の事実を受け止めていた。

「まあ、それはともかく」

　俺はカムイを抜いて、構えた。

「頼もしい援軍を連れてきた。みんながんばってくれたし、これで対等だ」

「そうね。正直、あのままだったらちょっとやばかったけど……レインのおかげでなんとかなりそう。ここから反撃の時間ね」

　タニアが不敵に笑う。

「やれやれ……相変わらず、レインはとんでもないな。驚かされてばかりだ。ただ、ここまでしてくれたのだから、我ら騎士も遅れをとるわけにはいかないな……皆、いくぞ！」

　気合を入れ直すように頰を叩いて、ステラは檄を飛ばした。冒険者と騎士達は絶望的な表情を浮かべていたが、彼女の檄でそれは消えて、力強い希望に満ちたものに変わる。

　誰もが前を向いていた。絶望なんていらないと、希望だけを瞳に宿す。

　そんな俺達を見て、リファが小さな笑みを口元に浮かべる。

「悪くないね」

　リファが俺の隣に並び、血で作られた大鎌を構えた。たぶん、リファの固有能力なのだろう。

　そして、彼女は俺と背中合わせに立つ。

　背中は任せた……言葉はないが、そんなリファの意思を感じられる。

「やろうか」

「うん」

　肩越しに振り返り、俺達は小さく笑う。

　そして、戦場に駆け出した。




　まずは、ジャイアントタートルに向けて突撃した。

　機動力は奪っておいたが、いつまでもそのまま、というほどバカではないだろう。なので、今のうちに仕留めておいた方がいい。

「頼んだ！」

　象の群れに指示を出して、穴から抜け出そうともがくジャイアントタートルに体当たりをしてもらう。相手は山のような巨体だけど、象も負けてはいない。

　大質量の突撃を受けて、ジャイアントタートルは悲鳴をあげつつ、体勢を崩した。

「ファイアーボール！」

　全力の魔法をその口の中に放り込む。

　そして、体内で炸裂。ジャイアントタートルはビクンと大きく震えて、その身を魔石に変えた。

「容赦ないね」

「大事な街に手を出そうとするのなら、心を鬼にするさ」

「じゃあ、ボクも鬼らしく、がんばろうかな。穿て、ブラッドシュート」

　リファは親指を嚙み、流れる血で無数の弾丸を作り出した。

　そして、合図で一斉に射出。魔物の群れを薙ぎ払い、その勢いを止める。

「ナイスよ、リファ！」

　どこからともなくタニアが飛んできて、戦場のど真ん中に着地。翼を大きく広げて、魔物の群れをその鋭い目で睨みつける。

「タニア、三十秒後、目の前にブレスを！」

「オッケー、今日は出血大サービスよ。もう何度目になるかわからないブレス……あたしのありったけを食らいなさいっ!!」

　新しい指示を出して、ワニを中心とした動物達が、魔物を一箇所に追い込んでいく。それを見たタニアは、最適なタイミングでドラゴンブレスを放つ。

　手加減は一切なし。全力全開の極撃だ。

　光と熱の奔流が地面を抉りつつ走り、魔物の群れに迫る。

　魔物の群れは慌てて逃げようとするが、動物達がそれを許さない。自分達が巻き込まれない絶妙な距離を保ちつつ、攻撃を繰り返して、魔物の群れをその場に押し留とどめた。

　そして……着弾。

　魔物の群れはこの地上に存在することを許されず、光に飲まれて消滅した。

　そんなタニアの活躍を見たステラが、驚きと称賛を混ぜたような顔で言う。

「す、すごいな……まだこれだけの余力を？　いや、違うか。レインが戻ってきたから、今まで以上の力を発揮できるようになったのか」

「ふふん、そういうこと。せっかくの機会なんだから、ご主人さまに良いところ、見せないとね。まあ、今のはレインのアシストがナイスだったから、っていうこともあるけど」

　タニアはこちらを見て、パチリとウインクをした。

　俺も笑顔で応える。

「タニアは、ここでリファと一緒にステラ達の手伝いを頼む。なんだかんだで、この防衛ラインを突破されないことが最優先事項だ」

「了解！」

「レイン、私はどうすればいい？」

　カナデが大きく跳躍して、こちらに跳んできた。次いで、人形のティナを頭に乗せたニーナが転移でやってくる。

「がんばる、よ？」

「やったるでー！」

　みんな、気合たっぷりだ。

　これなら俺も、遠慮なく指示を出せる。

「作戦は、タニアの時と同じだ。動物達に魔物を追い込んでもらうから、カナデは思い切り攻撃してほしい。こう……岩を投げるとか」

「あいあいさー！」

「で、ニーナとティナは倒し損ねた魔物の追撃を頼む。カナデは攻撃に専念してもらうから、細かいところまでは手が回らないと思う」

「うん」

「レインの旦那はどうするんや？」

「ソラとルナと合流して、最後の詰めに入る。だから……」

　そのために必要なことを伝えると、

「任せて！」

　カナデ達は、絶対にやり遂げてみせると、笑顔で頷いてくれた。

　それを確認した後、俺は再び戦場を走る。

　ゴォンッ！　ゴォンッ！　と岩が連続で落ちる音が後ろから聞こえてきた。

　岩を投げるは、正直、ただの例えだったんだけど……まさか、本気で実行するとは。肩越しに振り返ると、隕石のごとく岩が落ちていくのが見えた。

　魔物達は恐慌状態に陥り、悲鳴を上げて逃げ回っている。そこを、ニーナとティナが的確に刈り取り、さらに動物達が追撃を加える。

　相手は魔物なのだけど、ちょっと同情した。

「「「ガァアアアッ!!」」

　このままではまずいと危機感を覚えたらしく、魔物の群れは一致団結して突撃をする。それは、まるで津波だ。触れるもの全てを飲み込み、バラバラにする。

　でも、問題ない。

　一度足を止めて、慌てるニーナとティナに指示を出す。

「ニーナ、魔物を転移させるんだ！」

「え？　……あっ、うん！」

　俺の言いたいことを理解してくれた様子で、ニーナは手近にいた魔物を突撃してくる群れの前に転移させた。魔物の群れは突然のことに驚き、動揺して減速するが、完全に止まることはできない。そのまま仲間に突撃してしまう。

　そうやって同士討ちを誘い、混乱したところで……

「ティナ！」

「任せとき！　必殺、分身大回転魔球！」

　ティナは魔力弾を複数に分裂させて、魔物の群れを薙ぎ払う。

　攻撃されたことで怒った魔物の群れは、再び突撃をしようとするが、今度は、ニーナが別の魔物を転移させた。

　このままだと同士討ちを繰り返してしまう。それだけではなくて、下手をしたら、今度は自分が死ぬかもしれない。

　魔物ではあるが、そんな計算はできたらしく、恐怖でピタリと足が止まる。そうなればもう、ニーナとティナの独壇場だ。二人のコンビネーションで、魔物の群れは進軍することができず、そのまま数を減らされていく。

　これなら、もう大丈夫だ。そう判断して、俺は再び駆けた。




「ソラ、ルナ」

　少し離れたところで、魔法を連発しているソラとルナを見つけた。

　こちらも快進撃を続けていて、魔物の群れを薙ぎ払っている。

「レイン、そちらは大丈夫ですか？　ソラ達が魔法を連打して、防衛ラインに到達させないようにしているのですが……」

「ああ、大丈夫だ。タニアやリファ、ステラ達ががんばってくれている。ただ、このままだと負けることはないが、時間がかかりすぎる」

「む？　負けないのなら良いのではないか？」

「被害が大きくなるし、形勢逆転される可能性もある。それに、クリオスのことを考えると、これ以上時間をかけたくない。だから、ここで一気に勝負を決める」

「ふむ、面白そうな話なのだ。くふふ、我の力を見せつける時なのだ！」

「ソラ達はなにをすればいいですか？」

「みんなは今、動物達と協力して、魔物の群れを一箇所に追い込んでいる」

「む？　言われてみると、我らが包囲陣を敷いていて、魔物を追い込んでいるな？」

「レインは、その場限りの指示を出していたわけではなくて、こうなるように計算して、精密な誘導をしていたんですね」

　二人は尊敬するような目をするが、そこまで大したことはしていない。

　みんなに派手に暴れてもらい、魔物の注意を引いて、望む場所へ誘導しているだけだ。深い知恵を持たない魔物だからこそ成功しただけで、人が相手ならこうはいかないだろう。

「一箇所に集めたところで、我らが魔法を叩き込むのか？」

「いや、俺がやる」




　ティナと契約したことで得た能力、『重力操作』を使い、空を飛ぶ。

　俺一人じゃなくて、ソラとルナが一緒だ。二人はそれぞれ飛行魔法を使い、細かい空中移動ができない俺を補佐してくれていた。

　空高く舞い上がり、眼下に視線をやる。

　まだ大量の魔物が残っている。一万を超えているだろう。

　ただ、みんなのおかげで、ほぼほぼ一箇所に集められていた。

「準備完了だ」

　重力操作を解除。ソラとルナに支えてもらいながら、カムイを構えた。

　そして、ソラとルナ、二人の力を借りる。

　最強種の力がカムイに流れ込み、刀身が太陽のごとく輝いた。今まで二人分の力を借りるなんてしたことがないのだけど、でも、きっとうまくいくはずだ。

　ソラとルナの力だけじゃない。カナデとタニア、ニーナとティナ。ステラと冒険者と騎士達……みんなの想いを感じた。この街を守りたいという、強く温かい気持ちがカムイに流れ込んでくるのがわかる。

　奇跡？

　そんな都合のいいものじゃない。

　これは、必然だ。

「レイン、やってしまうのだ！」

「お願いします！」

「任せてくれ！」

　二人から離れて、落下。魔物の群れの中心に飛び込む。

　そして、ありったけの力とみんなの想いを解放する。

「いっ……けえええええぇ!!」

　輝く刀身を叩きつけて……瞬間、光があふれた。

　浄化するかのように、光に触れた魔物は溶けるように消えていく。ランクに関係なく、防ぐことも逃げることもできず、全ての魔物を打ち倒していく。

　しかし、その光は温かい。

　俺やみんな、動物達に危害を加えることはなくて、むしろ優しく包み込んでくれた。

　ほどなくして光がおさまる。

　魔物の姿はない。全て倒れ、魔石に変わっていた。

「レイン」

　とてとてとカナデが歩み寄ってきて、にっこりと笑う。そして、じーっと見つめられた。

　その意図を察した俺は、少し恥ずかしいものの、手を高く突き上げて叫ぶ。

「俺達の勝ちだ！」

「「「おおおおおおおおおおぉぉぉ─────!!」」」

　戦場は普通の平野に変わり、そこに俺達の勝かち鬨どきが響き渡った。




～Another Side～




「……バカな」

　離れた場所で様子を見ていたヴァイスは、驚愕に目を見開いた。

　人為的にスタンピードを発生させて、街を襲撃する。そうすることで人間の魂を回収して、魔王を覚醒させるための贄にえとする……その計画は順調に進んでいた。

　問題なくスタンピードを発生させることができて、ヴァイスの予想を超えた規模に成長した。

　万を超える魔物の群れは、もはや天災と同じだ。

　人間に対処することはできない。最強種であっても、かなり苦戦するだろう。

　ホライズンという街は、今日この日、地図から消える。

　そのはずなのに……この結果はどういうことだろう？

　ヴァイスは眼下で起きている光景を理解することができず、思わず頭を抱えてうめいてしまう。

「なんなのだ、あの人間は？　この儂わしの策を、あのような馬鹿げた方法で打ち破るなど……」

　スタンピードが発生したら援軍を要請する。単独で解決することはほぼ不可能なので、これは当然のことだ。

　他の街に援軍を要請して、共に魔物の群れを打ち破る。これが常識。

　だからこそ、ヴァイスは最短時間でスタンピードを発生させた。援軍を要請しても、すでに手遅れ。そんなタイミングで魔物をけしかけた。

　だからこそ勝利を確信した。

　街を滅ぼすことができると信じていた。

　しかし、一人の人間がそれを覆した。人間ではなくて、動物を援軍に選ぶという、前代未聞の作戦だった。

　普通、思いついても実行しないだろう。しようとしても、技量が足りず失敗するだろう。

「それなのに、あの人間は成し遂げてみせた……なんというヤツだ」

　一般的に、魔物の方が動物よりも戦闘能力が優れていると思われている。ただ、それは間違いだ。魔物の凶暴な面が目立つため、そう勘違いする者が多いだけで、単純な戦闘能力に大きな違いはない。

　それどころか、一部の戦いに長けた動物は、魔物よりも優れた戦闘能力を有している。でなければ、魔物に滅ぼされるなどして、野生の動物はとっくに絶滅しているだろう。

　しかし。

　だからといって。

　本当に魔物に動物をぶつけようとするなんて、そんなことを考える者がいるだろうか？

　スタンピードを動物で制圧するなんて、そんなことを考える者がいるだろうか？

　ヴァイスの理解の範はん疇ちゅうを超えていた。

　信じられない。

　信じられない。

　信じられない。

　目の前の光景を正しく認識することができず、頭が痛くなりそうだった。

「……儂の策が失敗したこと、認めねばならぬか」

　そして、その原因は一人の人間にある。

「途中から参戦したあの男……いったい何者だ？」

　動物を援軍として連れてくるだけではなくて、彼が参戦しただけで人間の士気が大きく向上した。それまでは確かに絶望に包まれていたはずなのに、まるでそんなことは忘れたかのように、すぐ前を向くことができた。

　まさに希望のような存在だ。

　それだけじゃない。

　その男は的確な指示と圧倒的な力を見せつけて、魔物の群れをあっという間に駆逐した。

　偶然とか運が良いとか、そんなバカなことを言うつもりはない。あれは、紛れもなく男が優れた力を持っていたから達成できたことだ。他の男なら、こうはならない。

「儂としたことが、敵の戦力を見誤ったか。それが今回の敗因……しかし、次はこうはいかん」

　ホライズンの攻略はあくまでもオマケだ。

　贄となる魂は多いに越したことはない。リースの部下であるモニカの提言を受けて、ホライズンの攻略に乗り出したけれど、失敗しても大して痛みはない。

　本命は、人間と共存する鬼族がいるクリオスだ。

　いずれ、最強種は必ず敵対する。そうなる前に叩き潰しておく必要がある。

　だからこそ、クリオスの攻略を失敗するわけにはいかない。ホライズンの教訓を活かして、万が一にも失敗することがないよう、新たに計画を練り直す必要がある。

「とはいえ……こちらも成功させると言っていただけに、頭が痛いな。この体たらくでは、リースのヤツになんて言われるか」

　ヴァイスはため息をこぼして……次の瞬間、その姿は幻のように消えた。





７章　芽生える絆きずな




　みんなが力を合わせたことで、なんとかスタンピードを制圧することができた。ただ、大変なのはこれからだ。

　まずは怪け我が人にんの手当だ。

　二百人くらいの人が戦闘に参加して、その半数近くが怪我を負った。重傷者は五十人近くに及び、とても厳しい状況だ。

　俺とソラとルナはヒールなどの治癒魔法を唱えて、ティナは的確な指示を飛ばして、ニーナはあらかじめ亜空間に収納しておいた傷薬を大放出する。

　カナデとタニアは医療物資を大量に運び、リファは、多少なら他人の血を操作できるらしく、止血を担当した。

　必死に治療をして……それでも、助けられなかった人もいた。

　とても悔しいけど、でも、助けられた人もいた。

　今はそれ以上を望まないようにして、半日かけて、なんとか重傷者の治療が終わる。それから、今度は軽傷者の治療を始めて、同時に、スタンピードの恐怖で精神的にやられてしまった人ひと達たちの診察もして……とにかく街の人全員で協力して、治療にあたる。

　ひとまずの危機を脱したのは、三日後だった。

　ただ、まだ問題は残っていて、街の復興がその一つだ。

　魔物の襲撃で、東門は完全に機能を停止。その周辺の被害も甚大で、東門周辺は廃はい墟きょと化してしまった。元の姿を取り戻すには、それなりの時間がかかるだろう。

　ただ不幸中の幸いというべきか、復興のための資金に困ることはない。スタンピードを制圧したことで、大量の魔石を得たからだ。うまく活用すれば資金の問題は解決するだろう。

　その他、流通の回復。防衛の強化。原因の究明……色々な問題がある。

　ただ、それほど心配はしていない。ホライズンの人はとても強い。誰もが前を向いて、こんなことで負けてたまるか、と歩き始めていた。

　これなら心配はいらないだろう。




　そんな中、俺は……




「よーしよし、ありがとうな。助かったよ」

「ガウッ！」

　ライオンの頭を撫なでて、その前に大きな肉の塊を置いた。

　ライオンはうれしそうに肉の塊を咥くわえて……しかし、あまりに大きすぎて持ち運ぶことができないでいた。家族らしき複数のライオンがやってきて、協力して肉を運んでいく。

「ふう……」

「レイン、そろそろお肉がなくなっちゃうよ？」

「大丈夫だ。肉食の動物は、今のライオンで最後だから。次は草食系だから……」

「うん、おいしいそうな野菜、たくさん持ってきたよ」

　そう言うカナデは、野菜がたくさん積まれたリヤカーを引いていた。一台だけではなくて、連結した状態で、全部で数十台。それぞれ野菜が山積みされていた。

　そして、俺の前には動物の群れ。千頭以上いて、全部、力を貸してもらった動物達だ。

　仮契約の対価として食料を与えているのだけど、数が多いので大変だ。仮契約を交わしたリーダーだけに食料を与えれば簡単なのだけど、それは不義理を働いているようで選びたくない。

　まずは肉食動物に肉をあげて、それから、今度は草食動物に野菜を与えている。

　大量の魔石を得たおかげで、金に困ることはない。きちんと報酬は用意できたのだけど、いかんせん、数が多すぎる。

　連日、報酬を与え続けて……三日目に突入して、ようやく終わりが見えてきた。

　ほぼほぼ徹夜作業なのだけど、弱音をこぼしていられない。

　動物達も無傷というわけにはいかず、傷ついたものがたくさんいた。ビーストテイマーとして、彼らの治療をしつつ、しっかりと報酬を与えないといけない。

「おかげで、本当に助かったよ。ありがとうな」

　一匹一匹の頭を撫でて、報酬を与えて、お礼を重ねていくのだった。
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　怪我人の治療に、復興作業に、動物達に対するお礼……全部終わったのは一週間後だった。

　夜になって、ふらふらになりつつ家に帰る。

「みんな、おつかれ……連日、遅くまで付き合ってくれて、ホント、ありがとう……」

「にゃー、疲れたよぉ……」

「疲れたとか言わないの、余計に心が疲れるじゃない……このへろへろ猫……」

「へろへろでーす……」

　カナデとタニアが左右にふらふらと蛇行しつつ、部屋へ続く廊下に向かう。

　その背中にティナが声をかける。

「あっ、カナデ、タニア。ごはん、どないする？」

「私は後でいいや……」

「あたしも。今はぐっすり寝たいわ……」

　二人はそう言い残して、それぞれ自分の部屋に消えた。

「ソラとルナは……」

「すぅ……すぅ……すぅ」

「すぴかー、すぴかー……すやぁ」

　ソラとルナは途中で力尽きていて、ソファーの上で肩を寄せ合うようにして寝ていた。こんなになるまでがんばってくれて、本当に感謝しかない。

「ソラ、ルナ。こんなところで寝とると風邪引くでー？」

「いいよ、ティナ。俺が二人を部屋まで運ぶから」

「ええの？」

「二人共、軽いから問題ないさ。それよりもティナは……」

　ちらりとニーナを見ると、うつらうつらとしていた。瞳は半分くらい閉じている。

「たはは、ニーナも限界みたいやな」

「そういうわけだから、ティナはニーナを頼む」

「了解やで！」

　俺はソラとルナを部屋に運び、ティナはニーナを部屋に連れていく。

　そうして、ようやくみんなを寝かせることができた。

「ティナとリファは寝ないのか？　疲れているだろう？」

「うち、幽霊やからなー。徹夜くらい大したことないし、あまり疲れてないでー」

「ボクは吸血鬼。夜こそ真骨頂」

「なるほど」

　元気そうでなによりだ。

「……はふぅ」

　ただ、ティナは若干ふらふらしていた。心なしか体の輪郭がぼやけて見える。

　いや。幽霊だからぼやけるのは当たり前なのだけど……なんていうか、元気がない感じで、普段の力強さが見られない。

「やっぱり、ティナも疲れているんじゃないか？」

「なんでそう思うんや？」

「なんで、と言われても……明確な理由はないな。なんとなく、としか答えられないかな。今のティナは、いつもと違う気がするから」

「レインの旦那は鋭いなあ……疲労とかないはずなんやけど、ちと体がだるいんや。たぶん、魔力を使いすぎたんやと思う」

「なら寝た方がいいんじゃないか？　横になっているだけでも、ずいぶん違うと思うぞ」

「んー……ほな、そうさせてもらうわ」

「一人で大丈夫か？　部屋まで行けるか？」

「大丈夫や。それともレインの旦那は、うるわしき乙女の部屋に入り込むつもりなんか？」

「い、いや、そんなつもりは……」

「あはは、冗談や。それじゃ、うちも横になってくるでー」

　ひらひらと手を振り、ティナも奥に消えたのだけど、壁をすり抜けていかないでほしい。

　みんなが驚くから、廊下を飛んでいってほしいが……まあ、疲れているみたいだし、今日は大目に見ておこう。

「リファは大丈夫か？　無理してないか？」

「ん、ボクは平気」

　そう言うリファは、無理をしている様子はない。本当に問題ないのだろう。

　吸血鬼だからなのか？　それとも、若さなのか？

　いやいや、若さなら俺も負けていないはず。

　……まだ若いよな？

「じゃあ、悪いけど俺も寝るよ。さすがに三徹はきつい……時間をかけてしまって悪いんだけど、クリオスのことは明日の昼に話し合う、っていうことでいいか？」

「うん、かまわない。すごく疲れていることはわかる。無茶は言わない」

「ありがとう。それじゃあ、おやすみ」

「あ……待って、レイン」

　部屋に移動しようとしたら、リファに手を摑つかまれた。振り返ると、リファは、なんともいえない複雑な表情をしている。

　なにか言おうとして、しかし言葉に詰まり、口を閉じてしまう。それを何回か繰り返していて、うまく言葉を紡ぐことができない様子で、ひどくもどかしそうだ。

「どうしたんだ？」

　こういう時は、焦らせない方がいい。

　俺はできるだけ優しい声をかけて、リファの心が整理されるのを待つ。

「ボクは……」

　ややあって、リファが小さな口を開いた。

　こちらを見る目は、なぜか申しわけなさそうで、謝罪の念がこめられている。

「……ごめん」

「え？　どうして謝るんだ？」

「ボクはレインを疑った」

「それはどういう……？」

「この街の近くでスタンピードが発生して、レインが援軍を呼んでくると消えた時……ボクはレインが逃げたと思った。レインのことを……疑った」

　なるほど。

　だから、ごめんなさい、というわけか。

「ボク、自分が恥ずかしい。レインは約束を守ってくれた。それなのに……」

「いいよ」

　ぽんっとリファの頭に手を置いて、そのまま優しく撫でる。

「……あ……」

「俺は気にしていないよ」

「でも、ボクは……」

「リファが俺を疑うのは、仕方ないさ。俺達は出会ったばかりで、相手のことをよく知らない。いきなり信用することは難しい」

「レインは……ボクを信用してくれたのに？」

「みんなに言わせると、俺はちょっとおかしいらしいから。あはは」

　場を和ませようと、そんなことを言ってみるのだけど、リファは笑ってくれない。

　とても真面目な顔で、なるほど、と納得していた。

「えっと……まあ、俺は例外で。普通は疑ったり、あれこれ考えたりすると思う」

「それは……」

「だから、俺はがんばるよ」

「え？」

「リファから信頼してもらえるように、がんばりたいと思う。もう疑われることがないように、がんばりたいと思う。だから、もう少し俺の近くにいてくれないか？　見ていてくれないか？　クリオスを救うという約束、それは絶対に守ってみせるから」

「……ありがとう」

　リファがこちらに抱きついて、俺の胸に顔を埋める。

「でも、がんばる必要はない」

「え？　でも……」

「ボクはもうレインを信じている」

　抱きつく手に力が込められる。

「最初は信じられなかった。疑った。でも、今は違う」

　リファがこちらを見上げた。その瞳に宿る感情は、信頼だ。

　まっすぐにこちらを見ていて……

　絶対的な信頼を寄せてくれていて……

　そんな想おもいを伝えるように、心を委ねるように、リファのまっすぐな視線が向けられる。

「レインを信じるよ」

「そっか……ありがとう、リファ」

「ん」
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　リファの頭を撫でると、気持ちよさそうに目を細くした。

　まるで猫だ。なんとなくカナデを連想した。

「ふぁ……」

　ついついあくびがこぼれてしまう。

「レイン、眠い？　ごめん、引き止めたね」

「大事な話の途中なのに、ごめん」

「いいよ。ボクの話は終わりだから、寝ていいよ」

「んー……」

　寝ていいと言いながらも、リファはどこか寂しそうな顔をしていた。

　それはそうか。俺が寝れば夜でも活動的な吸血鬼のリファは、みんなが起きてくるまでの間、一人になってしまう。

　とはいえ、明日のことを考えると寝ないわけにはいかない。

　でもまあ、もう少しくらいならいいか。

「いや、もう少しおしゃべりしようか」

「……いいの？」

「ああ。ちょうど俺も、リファともう少し話をしたかったんだ」

「ん……ありがとう、レイン」

　うれしそうな顔をするリファを見て、これで正解だった、と思う。

　それからリファと一緒に部屋へ移動して、ベッドの上でしばらく他愛のない話をするのだけど、連日の作業で疲れが溜たまっていたらしく、いつしか意識を失ってしまい……

「おやすみ、レイン」

　翌日、起こしに来てくれたカナデが、リファの膝枕で寝ている俺を見て驚いてしまうのだけど、それはまた別の話だ。
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　ぐっすりと昼過ぎまで寝て、それから、みんなでやや遅いごはんを食べた。

　そして、これからどうするか？　というミーティングを行う。ただ、意見が衝突することはなくて、すぐにクリオスへ出発するべきだ、という結論に。

　ホライズンに起きたスタンピードのせいで、かなり時間を取られたからな。リファ曰いわく、まだまだ鬼族は持もち堪こたえられるとのことだけど、これ以上、遅くなるわけにはいかない。

　食料や水など、旅に必要なものを揃そろえて……準備が終わったのは夜だった。

「にゃー、こんな時間になっちゃったね」

「時間はかかってしまいましたが、その分、精霊族の里を経由することで時間を短縮できます。ニーナに連れ戻される前に話はつけておいたので、問題ありません」

「でも、夜はまずいわね。精霊族の里を経由する、っていうことは、迷いの森に入らないと。こんなに暗い中、あんなところに入ったら迷子になりそうなんだけど」

「ふふん、その点も問題ないぞ」

　タニアの懸念を払拭するように、ルナが自信たっぷりに言う。

「こっちに来てほしいのだ」

　そう言われ、案内されたのは廊下の端だ。

　大きな窓と観賞用の花瓶があるくらいで、他になにもない。

「さあ、刮かつ目もくするがよい！」

「なにもないわね……ルナ、とうとう頭がダメになったの？」

「あかんでー。ウチがチョップして、治したろか？」

「その反応はひどいのだ!?」

「ルナが説明を怠るからいけないのですよ。一見するとなにもありませんが、しかし、こうして精霊族が魔力を流すと……」

　ソラの手が淡く光る。その手で宙をなぞると、空間が水面のように揺らいだ。そのまま光の扉が形成されて、静かに木々が生える、どこかで見た光景が映る。

「これ、精霊族の里の……？」

「うむ！　うむうむうむ、そうなのだ！　この家と精霊族の里を魔法で繫つなげたのだ」

「そ、そんなことができるのか？　いや、実際にできているけど……」

「転移門を一つ増やして、その行き先をここに設定するだけなので。ソラ達精霊族にとっては、わりと簡単な作業ですよ」

「問題……ないの？」

「せやで。ニーナの言うとおりや。勝手にこんなことしたら、怒られるんちゃうか？」

「ちゃんと許可はとりました」

「里に行くために、いちいち迷いの森まで行くのは面倒なのだ。だから、母上と長おさに話をして、許可をとってきたのだ。ただ、すぐにニーナに呼ばれたため、設置は後回しになってしまったが」

「セキュリティの問題は大丈夫なのか？」

「基本、精霊族の魔力でないと反応しないのだ。強引に突破する方法も、なくはないが……まあ、そこまで考えるのは杞き憂ゆうだろう」

　なるほど、それなら安心だ。

「じゃあ、さっそく出発しようか。色々と時間をとられたから、急いだ方がいいだろう」

「んっ」

　リファはしっかりと頷うなずいて、転移門の前に立つ。そして、一歩を……踏み出す前に、くるりと反転してみんなを見る。

　そのまま、ぺこりと頭を下げた。

「お願い。ボクの仲間とクリオスの人達を助けて」

　その言葉からは、同胞の鬼族と、一緒に暮らす人達への想いが伝わってきた。やっぱりというか、リファは感情表現が苦手なだけで、とても優しい心を持っているのだろう。

　彼女の健けな気げな心に感動した様子で、カナデはうるうるとなり、尻尾をゆらゆらと揺らす。それから、リファに笑いかけた。

「もちろんだよ、私に任せて！」

　リファの力になりたい、そう思うのはカナデだけじゃない。タニア、ソラ、ルナ、ニーナ、ティナ……みんなが温かく、そして力強い笑みを浮かべていた。

「安心して。このあたしがいれば、百人力よ。っていうか、ホライズンで起きたスタンピードもリファ達の敵が関わってるだろうし、落とし前をつけさせないとね」

「同じ最強種同士、ソラは協力を惜しみません」

「ふはははっ、我らを敵に回したことを後悔させてやるのだ！」

「うちもがんばるでー！」

「うん……がん、ばるっ」

　みんな気合は十分で、とても頼もしい。

　あと、リファのことを想ってくれているのがよくわかり、うれしくなる。

「よし、行こう！」

「「「おーっ!!」」」

　みんなは力強い声を響かせて、そして、転移門に足を踏み入れた。
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　転移門を抜けると、そこは精霊族の里だ。

　時間や距離の概念はなくて、一瞬で移動が完了する。体験するのは初めてじゃないけれど、でも、何度体験しても驚いてしまう。こんなものを作れるなんて、やっぱり精霊族はすごいな。

「おー、すごい」

　リファは、初めての転移門に驚いているらしく、目を丸くした。

　ほとんど表情を変えないことを考えると、ものすごく驚いているのだろう。

「ふふん。そうだろう、そうだろう！　我ら精霊族はすごいだろう！」

「うん、すごい。驚いた」

「ふはははっ！　リファは見どころがあるではないか！　愛ういやつ愛いふぎゅっ!?」

　ソラのげんこつがルナに落ちた。

　舌を嚙かんだらしく、ルナが涙目になってうずくまる。

「静かにしなさい。もう夜なのですよ」

「お、おおぅ……今のげんこつで、我も寝てしまいそうなのだ」

　ちょっとかわいそうだけど、ソラの言っていることが正論すぎて口を挟めない。

　姉妹間の躾しつけ、ということでスルーだ。

「設置の許可だけではなくて、他の転移門を好きに使っていいという許可も得ています。クリオス方面の転移門へ行きましょう」

「えっと、確かクリオス方面は……うむ、こっちなのだ」

　ソラのげんこつから復活したルナの案内で、他の転移門がある場所へ。

　光の扉が一つだけではなくて、数え切れないほど並んでいる。これ一つ一つが、世界の色々な場所に繫がっているのか……なかなか壮観な光景だ。

　ルナは光の扉を一つ一つ見て回り、途中でピタリと足を止める。

「ここなのだ！」

「この転移門がクリオスに？」

「正確に言うと、クリオスの近くです。長の話によると、この転移門を使用することで、クリオスから一時間ほどの場所に移動できるらしいです。少し歩きますが、ただ、馬車などで移動するよりは遥はるかに早いかと」

「馬車だと、やっぱり一週間以上かかるから助かるよ。二人共、ありがとう」

「はぅ」

「ふはぁ」

　ついつい反射でソラとルナの頭を撫でてしまう。でも二人は嫌がることはなくて、むしろ恍こう惚こつとした表情を浮かべた。たぶん、喜んでいるのだろう。

　そんな姉妹を見て、他のみんながうらやましそうにする。

「ソラとルナ、いいなー。レインのなでなで、絶品なんだよねー」

「あ、あたしはうらやましくなんか……うらやましくなんかないんだから！」

「いい、な」

「ウチも、たまには甘やかやしてほしいで？」

　じーっと、物欲しそうに見つめられて、妙な焦りを覚えてしまう。

「えっと……今は急ぎだから、また今度で」

「「「やったー！」」」

　みんなが笑顔になって、テンションが上がる。

　こんなことでいいならいつでも、と思うのだけど、今はクリオスへの移動が優先だ。

「ねえねえ、レイン」

　ふと、リファにクイクイと服を引っ張られた。

「レインのなでなで、そんなに気持ちいいの？」

「えっ、リファも興味あるのか？」

「ある」

　断言されてしまった。

「そ、そうなのか？　なんか意外だ」

「とても気持ちよさそう。ボクも興味ある」

「大したことないかもしれないぞ？」

「それならそれで、仕方ない」

「えっと……じゃあ、また今度」

「うん、楽しみにしている」

　リファは、やはり無表情で頷いた。

　本当に楽しみにしているのか、迷ってしまいそうになるが……まあ、ウソを吐ついているわけじゃないだろう。単純に、彼女はそういう性格をしているだけだ。

「雑談はここまでにして、早く移動しようか」

　リファは問題ないと言うが、それでも内容が内容なので、一分一秒でも早い方がいいだろう。

「うむ。では、転移門を……」

「おっ、待っていたのじゃ」

　ルナが転移門を起動しようとしたところで、聞き覚えのある声が。

　振り返ると、不敵な笑みを携えたアルさんの姿があった。

「うおっ、母上なのだ!?　いるのなら声をかけてほしいぞ、めっちゃびっくりしたのだ」

「どうしたんですか、母さん。もしかして、見送りに？」

　ルナとソラはとても驚いていた。転移門の使用許可は得ているらしいけど、アルさんがここにいることは想定外らしい。そんな話は聞いていないと、目を丸くしている。

「大体の事情は娘達から聞いているのじゃ。クリオスへ赴いて、鬼族を助けるのじゃろう？」

「はい」

「なら妾わらわもついていくのじゃ」

「えっ!?」

　突然の展開に驚いて、ついつい大きな声をあげてしまう。

　ついていく、ということは……一時的ではあるものの、アルさんがパーティーメンバーに？　そういう認識で問題ないんだよな？

「うむ、問題ないぞ」

「俺、まだなにも言ってないんですけど」

「お主は良くも悪くも、バカ正直じゃからのう。その顔を見れば、魔法を使うまでもなく、考えていることは大体わかるのじゃ」

　自分の頰をペタペタと手で触る。

　みんなにも、似たようなことを言われることが多いが、感情を隠す練習をした方がいいかな？

「でも、どうして母さんが同行を？」

「うむ、我も不思議に思うぞ。めんどくさがりでひきこもりでダラダラマスターの母上が外に出るなんて、かなり久しぶりのことではないか？」

「ルナよ。お主、母に対する敬意と口使いをちと学んだ方がよいぞ？」

「みぎゃんっ!?」

　今度はアルさんのげんこつを受けて、ルナが涙目になった。

「なに。鬼族のピンチということならば、力を貸すのはやぶさかではない。もっとも、里の防衛もあるから妾以外の者は動けぬがな」

「母さんがついてきてくれるだけでも頼もしいです」

「うむうむ。ソラは素直でかわいい子じゃのう」

「母上よ、大丈夫なのか？　もうよい歳としではないか。はしゃぎすぎてぎっくり腰になったら、我は子として恥ずかしぷぎゃ!?」

「ルナよ。お主、だから学習するのじゃ」

　二度目のげんこつが落ちて、ルナはその場でひっくり返り、丘に打ち上げられた魚のようにピクピクと震えた。

　この母娘おやこ、ワイルドだなあ。

「というわけで、妾もついていくぞ。無論、よいな？」

　アルさんが、じーっとこちらを見た。

　仲間にしてほしい、というよりは……仲間にしないと、とんでもないことになるぞ？　と、脅迫するような感じだった。

「もちろん。反対なんてしませんよ」

　ソラが言うように、アルさんが力を貸してくれるのなら、すごく頼もしい。

「最強の助すけっ人とを得た気分だね。最強種だけに」

「あかんなー、カナデ。あまりうまいこと言えてないで？」

「がーん」

　ほどよい具合に場が和んだところで、ソラが転移門を起動した。光の扉が形成されて、クリオスに繫がる道ができる。

　クリオスで待ち受けているものは？　スタンピードを引き起こしている敵の正体は？　目的は？

　今回の事件は不透明な部分が多い。おそらく、予期しないトラブルがたくさん起きるだろう。

　でも、大丈夫だ。

　俺は一人じゃない、みんながいる。

　みんなの力を合わせれば、ホライズンのスタンピードを制圧したように、クリオスの事件も解決できるはずだ。そうやって、心から信じている。

「よし、行こう！」

　俺は一歩を踏み出した。
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番外編　リファの恥じらいポイント




　ホライズンの復興作業は続いて……そんな中のとある日の夜。

「ねえねえ、レイン。ボクのタオル知らない？」

「リファのタオルなら……ごほっ!?」

　振り返ると、下着姿のリファが。

　風呂に入る直前だったらしく、下着以外はなにも身に着けていない。

　でも、それがどうした？　というような感じで、リファは驚く俺をキョトンと見る。

「どうしたの、レイン？」

「いやいやいや！　なんで、そんな格好を……！」

「お風呂に入ろうとしていたから」

「服を着てくれ！」

「タオルを取りに来ただけだから、面倒」

「だ、だからって……」

「レイン？」

　一緒にリビングでのんびりしていたカナデがにっこりと笑う。タニアもにっこりと笑う。

「リファ、あんな格好をしているんだよ？」

「いつまで見ているつもりかしら？」

「あ」

「見ちゃダメ！」

「回れ右！」

「はい！」

　慌てて反転する俺だった。

「もう、リファもリファよ。レインが言うように服を着なさい」

「下着姿でうろついたりしたらダメだよ？　私わたし達たちだけじゃなくて、レインもいるんだから」

「なんでダメなの？」

「恥ずかしいでしょ！」

「女の子なんだから！」

「ボクは気にしない」

「私達が気になるの！　レインも気にするの！」

「あーもう！　この子の羞恥ポイント、おかしいでしょ！　なんで恥ずかしくないのよ!?」

「にゃー。私だったら、すぐ逃げ出しちゃうのに。どうしてリファは平気なんだろ？」

　二人が言うように、リファってどこかズレているんだよな。初めて会った日も風呂場で、まあ……色々とあったけど、まったく動揺していなかった。

　いつも落ち着いていてクール。表情を乱すことはほとんどない。

　それがリファの印象だけど、彼女が恥じらう時はあるのだろうか？

　ふと、そんな疑問を抱いた。
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　数日後。

「おはにゃー……」

「ふぁ……おはよう」

「はい、おはようやでー」

　ティナと一緒に朝食の準備をしていると、みんなが起きてきた。

　カナデ、タニア、ソラ、ルナ、ニーナ……でも、いつまで経たってもリファは姿を見せない。

　寝坊だろうか？

「レインの旦那。すまんけど、リファを起こしてきてくれん？」

「一人で大丈夫か？」

「後はもう盛りつけるだけやから問題ないで」

「了解。じゃあ、行ってくるよ」

　濡ぬれた手をタオルで拭いてキッチンを後にした。

　そのままリファの部屋の前まで移動する。

　余っている部屋はたくさんあるので、その一室をリファに使ってもらっている。

「リファ、起きているか？」

　扉をノックしつつ声をかける。

　反応は……ない。

「リファ？」

　もう一度声をかけてみるものの、やはり反応はない。

　まだ寝ている可能性が高いけど……でも、どうしよう？　女の子の部屋に勝手に入っていいものか？　特にリファだから、予想外の格好をしている可能性がある。

　とはいえ、起こさないわけにはいかないか。せっかくのごはんが冷めてしまう。

「リファ、入るからな？」

　念の為ために断りを入れてからドアノブを回した。

「あれ？」

　以前のようにリファが下着姿で……なんていう事故はない。

　ただ、彼女の姿が見当たらない。ベッドは空だ。

　もう起きた？　でもリビングにはいなかった。

　他の場所にいるのか、それとも散歩をしているのか。

「ちょっと他を探して……ん？」

　ふと、妙な音が聞こえてきた。

　すぅ、すぅ。そんな小さな音。

「これって、もしかして寝息？」

　だとしたら、リファはまだ寝ている？　でも、ベッドは空なのに？

　不思議に思いつつ、寝息らしきものが流れてくる場所を探る。

　ベッドは空。テーブルの下にも姿はない。なら残りは……

「タンス……か？」

　耳を澄ませてみると、タンスから寝息らしきものが聞こえてきた。

　リファの要望で用意した、かなり大きいタンスだ。たくさん服を持っている様子じゃなかったのに、なにに使うのだろうと不思議に思っていたが……どうして、タンスから寝息が？

「……まさか」

　ありえない答えを思い浮かべつつ、そっとタンスに手を伸ばす。

「すぅ、すぅ……」

　タンスの引き出しの中で、くるっと猫のように丸まってリファが寝ていた。普段はとてもクールだけど、それを感じさせないほどかわいらしい寝顔だ。

　それにしても……まさかとは思ったけど、本当にタンスの引き出しの中で寝ているなんて。小柄なリファだからこそ為なせる業なんだろうけど、なんでタンス？

　え？　本当にどういうことなんだ？

　思い切り混乱しつつも、とにかくリファを起こさないといけないと思い、声をかける。

「リファ、朝だぞ。起きてくれ、リファ」

　幸いというか、リファは普通のパジャマ姿だった。これでまた下着姿だったら、どう起こしていいか困っていただろう。

　軽く肩を揺する。

「……んぅ」

　何度か声をかけると、リファがゆっくりと目を開けた。

「……レイン？」

「起きたか。もう朝だぞ？」

「……」

　リファはタンスに寝たまま、ぼーっとした様子でこちらを見て、

「っ!?」

　ぼんっ、という感じで耳まで顔が赤くなる。

「ふぁ」

「え？　ど、どうしたんだ？」

「……あぅ」

　赤くなった顔を隠すように、リファはうつむいてしまう。

　そのまま、さらに体を丸くして悶もだえる。じたばた、じたばた。狭い中、器用に暴れていた。

　この反応はいったい？

　不思議に思っていると、リファはそっと顔を上げてこちらを見る。

「……レイン、いつからそこに？」

「少し前だけど」

「なんで？　なんでいるの？」

「リファがまだ寝ていたから、起こそうと思って」

「うぅ」

　リファの眉が少したわむ。心なしか瞳も潤んでいるような気がした。

　泣きそう、というわけじゃなくて、ものすごく動揺しているみたいだ。

　無表情がデフォルトのリファにとって、すごく珍しいことだ。なにか不満に思っているみたいだけど、なんだろう？　俺、やらかしていないよな？

「レイン……勝手に入るのはいいけど、起こすのはダメ」

「勝手に入るのはいいのか。っていうか、なんで起こしたらダメなんだ？」

「女の子の寝顔を見るのは悪いこと」

「えっ、気にしているところはそこなのか？」

「もちろん気にする。恥ずかしい」

「恥ずかしい……のか？」

「もちろん。寝顔を見られるのはダメ。恥ずかしい。どこかに隠れたい気分」

　表情が揺れていて耳は赤いまま。本当に恥ずかしいのだろう。

　うーん。

　下着姿などを見られるのは問題なくて、寝顔はダメ。リファの恥じらいポイントがわからない。

「ボクの寝顔、忘れて。すぐに忘れて」

「そう言われても……」

「忘れて」

「えっと……了解。なるべく努力するよ」

「絶対だよ？」

　心なしか圧が増している気がした。

　もしも約束を破ったらどうなるか……うん、がんばって忘れよう。

「ところで、どうしてタンスに？」

「吸血鬼は陽の光を嫌うから、棺かん桶おけで寝ることがある。ボクは陽の光なんて平気だけど、でも、こういう狭いところじゃないと落ち着かない。だから、たまにだけどタンスの中で寝てる」

「棺桶の代わりにタンスの引き出しで寝ていた、っていうことか？」

「そういうこと」

　なんでそんなことも知らないの？　というような顔をされてしまう。

　吸血鬼が棺桶で寝ることは知っているけど、タンスの引き出しというのはさすがに初耳だ。それを常識のように語られても困る。

「というか、どうやって引き出しを閉めたんだ……？」

「眷けん属ぞくを召喚して、よいしょ、って」

　能力の無駄遣いがすごい。

「ちょっとどいてね」

　よいしょ、というかけ声と共にリファがタンスの引き出しから飛び出した。そのままくるくると宙を回転して床に着地する。

「うん。目が覚めた」

「じゃあ……改めておはよう、リファ」

「おはよう、レイン」

　挨拶を交わして、それからふと気づく。

「リファ、寝癖がついているぞ」

「む？」

「じっとしてて、直すから」

　ぴょんと跳ねた寝癖を手て櫛ぐしで直してみる。

　幸いというかリファの髪は柔らかいから、これでなんとかなりそうだ。

「ボク、気にしないのに」

「気にした方がいいぞ。ビシッと整えろとは言わないけど、恥ずかしくないくらいにはしておかないと。女の子なんだから」

「むう」

　よくわからない、という感じでリファは小首を傾かしげた。

　自分が女の子、という意識が少ないのだろうか？

「ボク、かわいいの？」

「それはもちろん。かわいいと思うけど」

「どんなところが？」

「わりとマイペースだけど、でも、見るところはしっかり見ているところとか。クールに見えて、仲間想おもいなところとか。あと、物事を冷静に判断できるよな」

「それは良いところじゃないの？」

　言われてみるとそうかもしれない。

「えっと……じゃあ、たまに見せる笑顔とか。すごくかわいいと思う」

「そっか」

「それと……そうそう、寝顔もかわいいな」

「っ!?」

「普段はクールな感じだけど、寝顔は子供みたいにあどけなくて、かわいらしくて……いてっ」

「むう、むうう！」

　再び顔を赤くしたリファに、ぽかぽかと叩たたかれてしまう。

「忘れて、って言ったのに」

「ご、ごめん。でも、本当にかわいいと思ったから」

「ふぁ」

　とても恥ずかしそうにして、

「うぅ……ううう！」

　顔を赤くしつつ、睨にらみつけてきた。

「レインのバカ」

「ご、ごめん。謝るから……いたたたっ」

　さらに勢いよく叩かれてしまい……そんな時、ガチャっと扉が開く。

「レイン、リファは起きた？　まだ？」

「そろそろごはんが……って、何事!?」

　タニアとカナデがやってきて、目を大きくして驚いた。

「えっ、なに？　ケンカ？」

「ちょっと、リファ。どうしたのよ？　なにがあったの？」

「……ボクの恥ずかしいところをレインが見た」

「「えっ!?」」

「ま、まった！　リファ、その言い方だと……」

「「……レイン……」」

　慌てる俺。目を細く鋭くするカナデとタニア。

　そしてリファは……

「べー」

　恥ずかしい思いをした仕返しだ、という感じで舌を出すのだった。





あとがき




　おはようございます。こんにちは。こんばんは。深山鈴です。初めての方ははじめまして。引き続き手に取っていただいた方は、いつもありがとうございます。

　ついに八巻です。夢の二桁まで、あと二冊。がんばります！




　今回はわりと落ち着いた話だったのかな？　なんて思います。色々とあったのですが、事件の真相に触れておらず……嵐の前の静けさ、という感じでしょうか？

　これからどうなるか、そこに注目していただけるとうれしいです。

　そして、新キャラのリファが登場ですね。

　この作品、色々なキャラがいますが、リファは新しいタイプなのかな？　と思います。いつもクールで無表情。感情を滅多に乱すことはない。その分、時折見せる笑顔の破壊力は抜群。

　なんていうコンセプトの元、生まれたキャラになります。個人的にもお気に入りのキャラなので、好きになっていただけるとうれしいです。

　次巻は、そんなリファが中心となる話（の予定）なので、期待していただければ！

　たっぷりと全力全開でリファの魅力をお伝えしていきます。

　もちろん、他のキャラクター達も、がんばって書いていきます！




　それと、今回はとても素敵なご報告がありまして……祝、テレビアニメ化、決定！

　噓うそのような本当の話です。本当のような噓の話……いや、違う。本当の話です。

　とまあ、こうして混乱してしまうくらい衝撃的な話でした。

　アニメになってほしいな。動くレインやカナデ達を見てみたいな。なんてことを思い、夢の一つとしていましたが、まさか本当に叶かなうなんて。

　最初にお話をいただいた時は、衝撃のあまり、一分くらい呆ぼう然ぜんとしてしまいました。人間、驚きのあまり頭が真っ白になること、本当にあるんですね。

　夢が叶ったのは、いつも応援してくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　それと、いつも私のことを支えていただいている関係者の皆様のおかげでもあります。本当にありがとうございます。

　読者と関係者の皆様には、感謝しかありません。

　その恩に報いるために、まずは、たくさんの人に楽しんでいただけるようなアニメにするため、私にできることはなんでもして……それと、投稿も書籍も漫画も、全部全部、これまで以上にがんばっていきたいと思います。

　なんでもかんでもと、ちょっと欲張り気味ではありますが、それが素直な気持ちです。

　これからもお付き合いいただけるとうれしいです。

　よろしくお願いします！




　最後に謝辞を。

　とても綺き麗れいで素敵なイラストを描いていただいている、ホトソウカ様。いつもありがとうございます。リファのデザイン、とても魅力的で、何度も見ていました。

　コミカライズを担当していただいている茂村モト先生、いつもありがとうございます。これからも一緒にがんばらせていただければと思います。お体にはお気をつけください。

　担当様、いつも助けていただき、ありがとうございます。自分では気づかないところが多く、本当にいつも助けてもらっています。ひたすらに感謝です。

　そして、出版に至るまでに作業をしていただいた方々、いつも温かい応援をしてくださる読者の方々……その他、たくさんの関係者の方々、いつもありがとうございます。

　それと……アニメ製作にあたり、色々な方々にご協力いただきました。本当にありがとうございます。




　また会えることを祈りつつ、今回はこの辺りで。

　ではでは、また今度。
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本作品は、二〇二二年六月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

勇ゆう者しゃパーティーを追つい放ほうされたビーストテイマー、最さい強きょう種しゅの猫ねこ耳みみ少しょう女じょと出で会あう８




二〇二二年七月一日発行

深み山やま　鈴すず

©Suzu Miyama 2022


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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